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輝かしい未来のために 

 

公益財団法人さわやか福祉財団 

理事長 堀田 力 

 

「問題に積極的に取り組もうとしない」 

「自分の頭で考えず、指示を待つだけである」 

「問題を見付けようとすらしない」 

先輩の社会人たちが、若い後輩についてなげく言葉である。 

 
「自分たちはどうですか」と言い返してもことは始まらない。問題があれば、解決しなけ

ればならない。 
その答えを文部科学省は用意している。「生きる力」である。 
 
しかし、どうすれば子どもたちの生きる力が育つのか。 
 
生きているのが楽しくなければ生きる力は育たない。そして生きているのが楽しいのは、

自分の能力が発揮され（自助）、それが仲間に役立って（共助）、仲間から認められた時で
あろう。 

 
そのことをストレートに体験できるのは、仲間との遊びである。 
 
だから、さわやか福祉財団では、早稲田大学の増山均研究室の全面的協力を得て、子ども

主体の遊びの場を提供している５つの小学校の「放課後子ども教室」の成果を調査した。 
この教室に参加していない子どもたちについても調べて、参加した子どもたちと比較して

みたのが、この調査の特徴である。 
 
異年齢の子どもも含めて、主体的に遊んでいる子どもたちの自助と共助の力（これを合わ

せて、人間力と呼ぶ。生きる力と同義である。）が伸びていることは、容易にうなずける調
査結果である。 

 
驚きの発見は、自由に遊ばせると、子どもたちは携帯型ゲーム、あるいはテレビゲームで

一人遊び、又は共遊びをすることである。この遊び方では、共助の力は育たない。 
 
私たちは、子どもたちが、群れて共遊びをする場をつくり、そこへ子どもたちを導かなけ

ればならない。 
 
さしずめ、子どもたちに魅力いっぱいの「放課後子ども教室」を提供することである。し

かし、その魅力は、子どもたちがつくり出さなければ生まれない。 
 
この矛盾する課題に、本書は挑み、そして、提言している。 
 
子どもたちが心身ともにすこやかに育つように、つまり、私たちの未来が輝やかしいもの

になるように、本書を活用して欲しいと願っている。 

 



 

 

子どもたちの〈人間力〉を豊かにする放課後の生活づくりにむけて 

          －「放課後子ども教室」の役割とあり方－ 
 
 

■子どもの放課後生活の大切さに目を向けましょう 
いま、何もしないと子どもたちの放課後生活はゲームに呑み込まれてしまいます。 
 

●子どもたちは、自分で使える自由な時間を求めています。 
●自由な時間は、同じ学年の子たちが集まって、近くの公園や自分の家や友達の
家でゲーム（ＤＳ、ＰＳＰなど）をする時間になっています。 

 

■「放課後子ども教室」をもっともっと増やしましょう 
「放課後子ども教室」があると、子どもたちの放課後の生活を豊かにします。 
 

●「放課後子ども教室」があると、ゲームで時間を過ごすのではなく、いろいろ
な遊びやスポーツ、手づくり・物づくり、自然とのかかわりを経験できます。 

●「放課後子ども教室」は安全・安心な居場所であるとともに、仲間といっしょ
に成長できる場所になっています。 

 

■子どもたちの自主的な遊びを応援しましょう 
「放課後子ども教室」は、子どもたちが自由に遊びをくりひろげる拠点です。 

 
●子どもは遊びが大好きです。「放課後子ども教室」では子どもが遊びの主人公です。 
●子ども自身が遊びを企画し、楽しみを創り出すことで一段と成長していきます。 

 

■自信をもつこと、仲間を大切にすることを励ましましょう 
「放課後子ども教室」は、子どもたちが人間として豊かに育っていく場です。 
 

●同じ学年の子どもたちだけでなく、上級生や下級生ともいっしょに遊び、新し
い友だちを増やします。地域の大人の人たちとも知り合いが増えます。 

●自分に自信ができたり、友だちを大切にすることを学んでいます。 
 

■子どもたちの姿を見つめ、育ちへの理解を深めましょう 
「放課後子ども教室」は、子どもと向き合い大人も学びを深めていく場です。 
 

●子どもたちが抱えている困難やトラブルを受け止め、行動の裏にある願いを見
つめます。 

●子ども時代を思い起こし、子どもの立場に立って考える大人の姿勢が求められ
ています。 

 

■子どもの世界が広がるように、地域住民の協力を呼びかけましょう 
子どもたちは「放課後子ども教室」だけでなく、自由に遊べる時間と空間を求めて

います。 
 

●大人によって見守られた時間とともに、子どもだけで遊ぶ時間を求めています。 
●監視の目ではなく、関心の目をひろげて、地域の中に安心して遊べる場所を増
やしていきましょう。 

提 言 



 

子どもたちの＜人間力＞を育む支援者になるために 

６つのポイント 
○思いに寄り添う 

◇子どもには、やりたいことが一杯あります。それを押

さえつけて、大人の都合になっていないか常によく考

えることが大事です。あせらず・せかさず・しきらず

に、「放課後子ども教室」を運営しましょう。 
 

○遊びを積極的に見守る 
◇子どもは、常に成長しています。子どもたちの成長を

助ける積極的な見守りとは、口を出さず見守ることか

ら始まり、子どもの気持ちに添って上手にお手伝いを 

しながら見守ることです。 
 

○仲間づくりを励ます 
◇子どもたちは、ほんの少しのお手伝いで、仲間が増え 

て、楽しい遊び方や新しい遊びを工夫し、創造してい 

きます。遊びと仲間は、豊かな人間力を育みます。 
 

○認めてどんどん褒める 
◇子どもは、認められて、褒められて成長します。子ど 

もは、もっと、もっと大人に認めて欲しい、褒めて欲 

しいのです。どんどん褒めてあげましょう。褒めると 

子どもは自信を持ち元気になります。 
 

○遊ぶ姿を伝える 
◇保護者や先生に、一人ひとりの子どもの様子を伝えま 

しょう。学校や家庭では見られない子どものよさを伝 

えて、積極的に褒めてもらいましょう。保護者や学校 

からの理解・協力を得ると、子どもたちの安心感が広 

がります。  
 

○若者・大人の協力を増やす 
◇子どもは、自分たちのエネルギーを受け止めてくれる 

お兄さん・お姉さんが大好きです。また、様々な大人 

とのふれあいが必要です。地域の人たちに、「放課後 

子ども教室」のお手伝いをお願いしましょう。 

 

 

 



子どもの人間力を育む
放課後子ども教室の進め方
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外側の円は「提言」における6つの内容です。

「放課後子ども教室」を設置し・運営し・増やしていく
場合の＜施策づくり＞の基本視点を示しています。

内側の円は「放課後子ども教室」において、
子どもと直接関わりながら仕事を進める＜支援者＞
が配慮すべき基本視点を示したものです。

施策づくりの
視点 支援者の視点
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調査の意義 

早稲田大学文学学術院 

      教授 増山 均 

 

■「放課後子ども教室」に注目する意味 

「放課後子どもプラン」は、2007 年度から文部科学省と厚生労働省の連携によって開始された新

たな放課後対策事業である。「地域社会の中で、放課後等に子どもたちの安全で健やかな居場所

づくりを推進する」ために、厚生労働省管轄の「放課後児童健全育成事業」（学童保育）と文部科

学省管轄の「放課後子ども教室推進事業」とを、「一体的あるいは連携して実施する総合的な放課

後対策」と規定されている。2 つの事業のうちの一方の「放課後子ども教室」は、2004 年度から 3 年

間にわたって文部科学省がとりくんできた「地域子ども教室事業」（委託事業）を廃止して、新たな

補助金事業として位置づけられたものである。 

従来、放課後の子どもの生活に関しては、「放課後児童健全育成事業」（学童保育）のような、保

護を必要とする特定の子どもへの施策をのぞくと、子ども自身の選択によって利用できるすべての

子どもを対象とする公的施設は、児童福祉法第 40 条にもとづく児童厚生施設（児童館・児童遊園）

しか準備されていなかった。しかし、児童館は全国で 4700 箇所、児童遊園は 3600（2007 年度）と

いう設置数であり、利用できる子どもの数には限界があった。近年、市民団体や住民ボランティア

の手による居場所づくりの取り組みが広がっているものの、まだその数は少なく、大多数の子どもた

ちにとっては、塾やおけいの場が放課後の居場所として実際的な機能を担っていたと言ってよい

だろう。 

放課後の子どもの安全を脅かす事件の発生とともに、急激な少子化による異年齢での集団遊び

の機会の減少、さらにはゲーム機器の普及による遊び文化の変容により、子どもの放課後の生活

をめぐる環境は大きな変化を見せている。そうした状況の中で、子どもの放課後生活のあり方と居

場所づくりが緊急の社会的課題として浮かび上がっている。 

子どもの健康な成長にとっては、学習を中心とする学校での生活とともに、仲間同士の遊びを中

心とする放課後生活は重要な意味を持っている。放課後生活の充実は、学校での学びを支える体

験学習の機会としても必要であり、子どもの社会性の発達や人間関係づくりを通じて人間力を身に

つけるためにも不可欠であると言われている。 

「放課後子ども教室」は、上記の課題に応えるとともに、これまで不十分だった「すべての子ども

の放課後生活の保障」への公的施策としての新しい試みと言えるものであり、それらが今どのように

取り組まれ、子どもたちの人間的成長にとってどのような役割を果たしているのかを明らかにするこ

とは重要な課題である。また、そうした検討の中から「放課後子ども教室」が今後なにを重視し、子

どもと直接関わる支援者の姿勢はどうあるべきか、コーディネーターや協力者の役割はなにかを多



面的に検討することが求められている。「放課後子ども教室」への注目には、実践的にも研究的に

も今日的意味がある。 

 

■本調査の特徴 

本調査は、東京および隣接する４県の中から、「子どもの主体的な遊び」を重視し年間 200 日以

上の取り組みをしている「放課後子ども教室」を設置している小学校を選び、それぞれの小学校に

おいて「放課後子ども教室」を利用している児童のみならず、利用していない児童も含めて全学

年・全児童を対象にして、アンケートによる子どもの意識調査を行った。詳しくは次項以降の「調査

の概要」と「子どもアンケート調査のまとめ」に示したように、「放課後子ども教室」を利用している子

どもと、利用していない子どもの比較を通して、子どもの放課後生活における違いと「放課後子ども

教室」利用が子どもの成長に果たす役割と可能性の解明を試みたところに特徴がある。 

 

■関連する調査および研究について 

文部科学省の「放課後子ども教室事業」に先立つ「地域子ども教室推進事業」に関する調査研

究としては、増山均・齋藤史夫他（2006）「地域子ども教室推進事業の展開と可能性―東京都中野

区の事業展開を手がかりに」（日本社会教育学会第 53 回大会論文集）、同（2007）『早稲田教育評

論』第 21 巻 1 号がある。2007 年度に開始された「放課後子ども教室」についても、すでにさまざま

な調査や研究がなされており、その主たるものを挙げると、次のようなものである。 

【実態調査】 

文部科学省（2007）「放課後子どもプラン実施状況調査」、文部科学省・厚生労働省の合同調査

（2008.6.23）「放課後子どもプラン実施状況調査」のほか、実施自治体での独自の実地調査や参

加児童・保護者・支援者へのアンケート調査がなされている。また、日本システム開発研究所

（2009）「放課後子ども教室における学習支援の取組に関する実態調査」（2009）などのような民間

研究機関による独自のテーマによる調査もなされている。 

【研究調査】 

研究の分野では、発達心理学や教育心理学の分野から「放課後子ども教室」への注目がなされ、

北原靖子他（2008）「小学生による『放課後子ども教室』評価への支援」（日本発達心理学会第 19

回大会論文集）や請川慈大他（2009）「放課後の子どもたちの居場所づくり（２）」「日本教育心理学

会第 51 回大会論文集」、蓮見元子（2009）「『地域で子どもを育む』ために、心理学は何ができるか

―放課後子ども教室の取り組みをめぐって」（日本教育心理学会第51回大会自主シンポジウム）な

どの研究発表がある。北原靖子・蓮見元子他（2008）「新規放課後活動に対する小学児童の満足

度調査―子ども自身による「放課後子ども教室」評価の支援」『川村学園女子大学研究紀要』（第



19 巻第 1 号）において、我孫子市立第一小学校における「あびっこクラブ」の参加児童を対象に継

続的な参与行動観察とヒアリング調査を行うとともに、子どもの生の声を聴き取るための方法の開発

など、「放課後子ども教室」の実態と子どもの満足度把握にむけての詳細な検討を試みている。ま

た蓮見元子氏を中心とする研究グループによって「平成 21 年度児童関連サービス調査研究等事

業報告書『放課後子どもプランの実際の運営についての自治体レベルでの評価指標作成等に関

する研究』」（こども未来財団、2010 年 3 月）がまとめられている。そこには、我孫子市の「放課後子

ども教室」とともに、江戸川区（「すくすくスクール」）および取手市（「放課後子どもクラブ」）へのアン

ケート調査、および全国で「放課後子ども教室」を実施している自治体および NPO 担当スタッフ

（117 名）へのアンケート調査の結果が収録されている。また同研究における「放課後子ども教室参

加ボランティア」へのインタビュー記録もまとめられ、「放課後子ども教室」に関する包括的研究が進

められている。 

建築学の分野からも、安川大地・細田智久（2010）「松江市２小学校における放課後子ども教室

の実態調査の分析」『日本建築学会中部支部研究報告集』第 33 巻のように、建物のスペース・設

備状況と活動内容の関係の解明が試みられている。 

【関連出版物】（著書、雑誌特集を中心に） 

 「放課後子どもプラン」を扱った出版物としては、『教育委員会月報』第 690 号特集「放課後の子

どもの安全で健やかな居場所づくりにむけて―総合的な放課後対策『放課後子どもプラン』の創設

について」2007 年 3 月号、第一法規。『月刊厚生労働』第 62 巻３号小特集「放課後等の子どもの

安全で健やかな居場所づくりに向けて」2007 年 3 月号、中央法規。『マナビィ』No.70 特集「『放課

後子どもプラン』がはじまります」2007年4月号、ぎょうせい。全国学童保育連絡協議会（2007）『よく

わかる放課後子どもプラン』ぎょうせい。中山徹・大阪保育研究所・大阪学童保育連絡協議会編

（2007）『「放課後子どもプラン」と学童保育』自治体研究社。下浦 忠治（2007）『 放課後の居場所

を考える―学童保育と「放課後子どもプラン」 』岩波書店(岩波ブックレット)。『文部科学時報』

No.1585 特集「放課後子どもプランの創設―放課後子ども教室事業について」2008 年 2 月号、ぎょ

うせい。「アフタースクール」『児童心理』臨時増刊 No.891、2009 年 2 月号、「シンポジウム『放課後

子どもプラン』をどう見るか」『子どものしあわせ』No.706 、2009 年 12 月号。『文部科学時報』

No.1598 第 2 特集「地域の子どもは地域で育てる―放課後子ども教室推進事業」2010 年 3 月号、

ぎようせい、などがある。 

また、文部科学省は「放課後子どもプラン」「放課後子ども教室」についての情報と全国的な取り

組みを紹介するホームページ（http://www.houkago-plan.go.jp/）を開設している。  
  



 

調査の概要 

 

■ 調査目的 

 「さわやか福祉財団」は、近年、子どもの人間力（自分で生きていく自助の力と、助けあって生きていく共助の

力）が育ちにくくなっていることを危惧している。人間力が育ちにくい理由としては、少子化と核家族化の進行に

よって、子どもの仲間関係や子ども主体の遊びが失われたこと、人々とのかかわりが薄くなっていることに原因が

あるのではないかと考えられる。 

 そこで当財団では、早稲田大学文学学術院増山均研究室の協力を得て、子どもの放課後の居場所・遊び場

として注目されている「放課後子ども教室」を対象にして、「子ども主体の遊び」が子どもの人間力の育成にむけ

てどのような役割を果たしているか、またどのような可能性をもっているのかを調査・研究した。 

 

■ 調査対象校選定の基準・調査手法 

5 都県（東京都および東京に隣接する 4 県）の中から、「放課後子ども教室」を実施している小学校を各 1 校

選定し、合計 5 小学校で、①基礎データシートによる実態把握、②コーディネーターへのインタビュー、③活動

場面観察、④全校児童対象の「子どもの遊びについてのアンケート」調査を実施した。 

「放課後子ども教室」の選択にあたっては、下記の文部科学省生涯学習政策局長・厚生労働省雇用均等・児

童家庭局長通知「『放課後子どもプラン』の推進について」（平成 19 年 3 月 14 日）に示されている基準に相当す

る内容から、特に小学校内で実施されていることを考慮して選定した。 

・「放課後子どもプラン」は小学校内で行うことを基本とし、このため、事業計画の策定に当たっては、できる

限り余裕教室の利用や小学校敷地内での実施を考慮するものとする。 

また、校庭、体育館、図書室、保健室の使用など、学校諸施設の弾力的な運用を図られたい。 

・「『子ども主体の遊び』が子どもの人間力を育む」という仮説から、子ども主体の遊びを積極的に位置づけてい

ると思われる「放課後子ども教室」を選定し、コーディネーターへのインタビューにおいて、その位置づけを確

認した。 

 

■ 調査対象校 

埼玉県草加市立高砂小学校        高砂小学校放課後子ども教室ジャンプ！ 

千葉県我孫子市立我孫子第一小学校  一小あびっ子クラブ 

東京都杉並区立杉並第一小学校     放課後子ども教室すぎっ子くらぶ 

神奈川県横浜市立瀬ヶ崎小学校       財団法人横浜市青少年育成協会瀬ヶ崎小学校放課後キッズクラブ 

山梨県甲府市立羽黒小学校         みんなの居場所「羽黒ほっとサロン」 

 

■ 「子どもの遊びについてのアンケート」調査の概要 

（在籍児童数） 2,939 名（詳細 表 1） 

（アンケート調査実施日） 2010 年 11 月・12 月（詳細 表 1） 

（アンケート回収総数） 2,827 名  （詳細 表 2） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 ２年生 ３年生 4年生 ５年生 ６年生 無回答 　男 　女 無回答 行っている 行っていない 無回答

2,827 446 419 448 500 472 499 43 1,429 1,363 35 1,022 1,781 24

100.0 15.8 14.8 15.8 17.7 16.7 17.7 1.5 50.5 48.2 1.2 36.2 63.0 0.8

985 148 135 152 174 172 188 16 476 494 15 412 567 6

100.0 15.0 13.7 15.4 17.7 17.5 19.1 1.6 48.3 50.2 1.5 41.8 57.6 0.6

583 76 101 90 99 101 102 14 288 281 14 291 287 5

100.0 13.0 17.3 15.4 17.0 17.3 17.5 2.4 49.4 48.2 2.4 49.9 49.2 0.9

354 80 ＊　29 65 60 62 57 1 186 168 151 196 7

100.0 22.6 8.2 18.4 16.9 17.5 16.1 0.3 52.5 47.5 - 42.7 55.4 2.0

478 74 79 84 78 72 85 6 240 235 3 143 330 5

100.0 15.5 16.5 17.6 16.3 15.1 17.8 1.3 50.2 49.2 0.6 29.9 69.0 1.0

427 68 75 57 89 65 67 6 239 185 3 25 401 1

100.0 15.9 17.6 13.3 20.8 15.2 15.7 1.4 56.0 43.3 0.7 5.9 93.9 0.2

杉並第一小学校

瀬ヶ崎小学校

羽黒小学校

　合　　　計

学年 性別 放課後子ども教室参加
調査区分 件数

高砂小学校

我孫子第一小学校

 
 
 
【アンケート集計にあたって】 
● 子どものアンケート記入方法 
・アンケートは子ども自身が記入することとした。 
・低学年については教室で教師が質問項目について説明しながら記入するよう配慮を依頼した。 

● アンケート集計 
・アンケート回答を挙手にて行った１学級の回答については、集計から除外した（＊）。 
・参加・不参加は、放課後子ども教室への参加についての本人回答にもとづいて区分した。（正式登録児

童数とは異なる） 
・問 3・問 4・問 6・問 11 は、指定以上を選択して回答している場合は、子どもたちの意思を反映する

ため、そのまま集計に算入した。 
・問 10－1 で、新しい友だちは「できていない」と回答しながら、問 10－2 で、できた友だちの種類を

答えた場合は、そのまま集計に算入した。 
● アンケートの分析に当たって 
・「放課後子ども教室」参加者と不参加者との回答内容の比較に当たっては、学童保育に近い羽黒小学校

の羽黒ほっとサロンを除いて、「『放課後子どもプラン』の推進について」に示された内容に近い形態で

実施されている、他 4 小学校の合計で比較した。 
 
 
 
 

実施校 放課後こども教室 アンケート実施日 性別
第 1 学

年 

第 2 学

年 

第 3 学

年 

第 4 学

年 

第 5 学

年 

第 6 学

年 
合計 

男 68 80 74 89 93 93 497

女 92 65 83 89 83 101 513
草加市立 

高砂小学校 
ジャンプ！ 

2010 年 

１１月９日 

～１１月１９日 合計 160 145 157 178 176 194 1,010

男 47 48 46 57 55 47 300

女 42 54 47 46 50 58 297
我孫子市立 

我孫子第一小学校 
あびっ子クラブ 

2010 年 

１１月３０日 

～１２月３日 合計 89 102 93 103 105 105 597

男 48 27 29 32 40 29 205

女 34 34 37 29 24 32 190
杉並区立 

杉並第一小学校 
すぎっ子くらぶ 

2010 年 

１１月１４日 

～１１月１８日 合計 82 61 66 61 64 61 395

男 37 50 45 38 35 46 251

女 42 31 42 42 38 45 240
横浜市立 

瀬ヶ崎小学校 
放課後キッズクラブ 

2010 年 

１１月１日 

～１１月５日 合計 79 81 87 80 73 91 491

男 43 43 40 50 34 40 250

女 28 34 24 40 38 32 196
甲府市立 

羽黒小学校 

羽黒ほっとサロン 

※第４学年～ 

第 6 学年が参加 

2010 年 

１１月１５日 

～１１月３０日 合計 71 77 64 90 72 72 446

5 校児童数合計  481 466 467 512 490 523 2,939

＜表 1 調査対象校・放課後子ども教室名・アンケート調査実施日・調査時在籍児童数＞ 

＜表 2 アンケート回答件数・学年・性別・放課後子ども教室参加児童数＞



子どもアンケート調査のまとめ 

 
 東京都および近県の 5 つの小学校における

の子どもの遊びの世界、「放課後子ども教室」

諸点です。(5
 

「全校児童アンケート」から明らかになった、現在

の役割、子どもの遊びのために今必要なことは次の

％水準で有意差を検定しました。グラフの数字はパーセントです。) 

7.4

8.9

4.1

6.7

9.1

9.6

11.6

わからない

その他

人気がある

目立つのが好き

みんなの先頭に立つのが好き

何でも自分から進んでするのが好き

自信がある

11.8

12.3

24.4

30.6

38.8

55.6

１人でいるのが好き

勉強が得意

みんなと力を合わせるのが好き

スポーツが得意

友達を大切にする

遊ぶのが好き

問11. 自分はどんな人だと思いますか（複数回答）

33.9

56.6

8.9

0.6

たくさんある

少しある

な い

無 回 答

問１ 遊ぶ時間 （５校合計）

Ⅰ．遊ぶのが好き・人気のゲームで遊ぶ －今の小学生の姿 

 

○自分自身のとらえかた －遊ぶのが好き・友だちを大切にする－ 

 
「自分はどんな人だと思います

か？」という問いに、一番多い回答

は「遊ぶのが好き」です。そして、

「友だちを大切にする」・「スポーツ

が得意」・「みんなと力を合わせて何

かをするのが好き」、などが上位に

なっています。遊ぶこと・体を動か

すことが好きで、一緒に遊ぶ友だち

が大切であるという子どもの思い

が見えてきます。 
 アンケート用紙の「遊ばない」と

いう回答欄の“ば”という字に全部

バツをつけ、“べ”に書き換えて「遊

べない」としていた子どもがいまし

た。遊ぶことは子どもの強い願いに

なっています。 
 また、その一方で、小学校時代で

あるにもかかわらず、「勉強が得意」

が 12.3%,「自分に自信がある」が

11.6％と、ともに少ない回答である

ことが気になります。 
 
○遊ぶ時間 －「ない」という子が 8.9％－ 

 
 学校が終わってからの遊び時間で

は、「少しある」という答えが 56.6％
です。「たくさんある」という答えは

33.9％です。遊ぶのが好きであるけれ

ど、充分満足するまで遊んでいると思

える子どもは全体の 3分の 1というこ

とでしょう。遊びが生活の重要な一部

である小学生期に、遊ぶ時間が「ない」

と答えた子どもも 8.9％います。 



4.4 

5.6 

0.1 

0.8 

1.2 

1.4 

5.3 

6.9 

8.0 

17.4 

25.6 

26.0 

遊ばない

その他

山や川、畑等

ゲームセンター

児童館

道路

学校

放課後子ども教室

じどうクラブ（学童）

友達の家

自分の家

公園

問３．放課後よく遊ぶ場所（複数回答）

3.9 

21.9 

0.8 

1.3 

1.5 

5.5 

6.1 

6.5 

8.5 

8.5 

8.7 

10.8 

12.4 

17.7 

20.8 

22.1 

27.1 

41.0 

遊ばない

その他

卓球

積み木

あやとり

縄跳び

折り紙

かくれんぼ

すべり台・ブランコ

野球

ドッジボール

自転車等

自分で考えた遊び

テレビゲーム

読書・漫画

サッカー

鬼ごっこ

ゲーム（DS・ＰＳＰ等）

問４．よく遊ぶ場所で、よくする遊び（複数回答）

7.4

23.5

48.1

10.7

5.9

3.3

1.0

１ 人

２ 人

３～５人

６～１０人

１０人以上

遊ばない

無 回 答

問５．よく遊ぶ場所で、遊ぶ人数

11.9

80.1

17.3

15.2

4.6

26.3

8.1

1.0

6.4

4.0

１人で遊んでいる

同じ学年の友だち

小学校内で上の学年の人

小学校内で下の学年の人

中学生・高校生や大学生

兄弟姉妹

お父さんやお母さん、おじいさん、おばあさんなど

地域のおじさんやおばさん（指導してくれる人）

幼稚園や保育園の子ども

遊ばない

問６．よく遊ぶ場所で、一緒に遊んでいる人（複数回答）

○遊びの形 －遊びの第 1 位は携帯型ゲーム・近くの公園・家で同級生 3～5 人で遊ぶ－ 
 

 子どもたちがよく遊ぶ場所は、「家

の近くの公園」・「自分の家」・「友だち

の家」が上位です。 
その他には、「放課後子ども教室」・

「学童保育」・「児童館」・「学校」など

社会的に整備された子どものための

施設です。 
その割合は、整備されている施設の

状況によって地域ごとに差がありま

す。 
 

 
 よくする遊びは、第 1 位が 41.0％の

「携帯型ゲーム」です。家庭内に設置

されている「テレビゲーム」も 17.7％
になります。 
「鬼ごっこ」や「サッカー」などの

集団での遊びがそれに続きます。   
「読書・漫画」の比率も高くなって

います。 
 
 
 

 
 一緒に遊ぶのは「同じ学年の友だち」

(80.1％)で、遊ぶ人数は「３～５人」

(48.1％)が一番多くなっています。そ

れについで、2 人で遊ぶことが多いよう

です。 
 

 近くの公園や家で、同じ学年の友だち

3～5 人で遊んでいる、というのが、今 
の子どもの遊びの姿です。 

 



Ⅰ．－2 現在の子どもたちの姿－男の子と女の子の遊びの違い 

 現在の子どもたちの姿を、男女の違いから見るとどうなるでしょうか。 
 
○自分自身のとらえかた －友だちを大切にする女の子・スポーツが得意な男の子－ 

 
 「遊ぶのが好き」と答える子どもの割合に男女差はほとんどありません。「友だちを大切に

する」(男子 31.6％・女子 45.8％)「みんなと力を合わせて何かをするのが好き」(男子 19.4％・

女子 29.9％)と答えるのは女の子の方が多く、「スポーツが得意」(男子 38.3％・女子 22.6％)
と答えるのは男の子の方が多いという特徴があります。 

 

○遊ぶ時間－男の子が「たくさんある」－ 

 
 遊ぶ時間が「たくさんある」と

答えるのは男の方が多く (男子

38.8％・女子 28.5％)、「少しある」

(男子 53.2％・女子 60.7％)、「な

い」(男子 7.3％・女子 10.3％)と
いう回答には女の子の方が多く

答えています。 

問 11 自分はどんな人だと思いますか(性別) 

6.2

9.4

3.5

6.1

10.4

10.6

11.6

10.3

11.2

29.9

45.8

22.6

54.8

8.5

8.6

4.4

7.3

7.9

8.6

12.0

12.7

13.2

19.4

31.8

38.3

56.5

わからない

その他

人気がある

目立つのが好き

みんなの先頭に立つのが好き

何でも自分から進んでするのが好き

１人でいるのが好き

自信がある

勉強が得意

みんなと力を合わせるのが好き

友達を大切にする

スポーツが得意

遊ぶのが好き

男子 女子 （複数回答）

問 1 遊ぶ時間（性別） 

10.3

60.7

28.5

7.3

53.2

38.8

ない

少しある

たくさんある

男子 女子

 
 



○遊びの姿 

－ゲーム・サッカー・大人数(男の子)、 比較的少人数・多様な遊び(女の子)－  

 
遊ぶ人数は、「6 人以上」と答

える割合は男の子の方が多く、「2
人」と答える割合は女の子の方が

多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遊びの内容では、男女で大きな

違いが見られます。男の子は女の

子の遊びと比べて、「携帯型ゲー

ム」(男子 50.3％・女子 30.9％)
と「サッカー」・「野球」が特に多

くなっています。 
男の子の自由記述ではカード

ゲーム(遊戯王など)が多くあげら

れています。 
 

女の子でも「携帯型ゲーム」は

第 1 位ですが、「読書・漫画」の

比率が大きく、「かくれんぼ」・「折

り紙」・「自転車等（含一輪車）」・

「縄跳び」・「滑り台・ブランコ」

などを男の子より多く遊んでお

り、その他の自由記述でも「おし

ゃべり」「人形」「絵を描く」「バ

スケットボール」「トランプ」な

どいろいろな遊びをあげていま

す。 

4.5

2.3

5.0 

49.4

30.8

7.0 

2.2

9.2

16.3

47.0 

16.7

7.6

遊ばない

10人以上

6～１０人

3～5人

２人

１人

男子

女子

問 5 遊ぶ人数（性別） 

5.6

25.3

2.6

0.5

10.1

0.9

9.5

9.8

13.1

16.1

14.9

7.0

1.2

24.9

12.5

28.1

3.2

30.9

2.0

18.8

0.4

1.1

1.1

1.7

2.8

3.6

3.9

5.9

10.1

10.4

15.5

16.9

22.3

26.4

40.0

50.3

遊ばない

その他

あやとり

卓球

縄跳び

積み木

折り紙

かくれんぼ

滑り台・ブランコ

自転車等

自分で考えた遊び

ドッジボール

野球

読書・漫画

テレビゲーム

鬼ごっこ

サッカー

ゲーム(DSなど)

問４． よくする遊び（性別）（複数回答）

男子 女子



 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

６年生

３年生

１年生

（複数回答）

1.8

1.8

12.6

27.8

41.7

9.6

4.7

0.4

2.7

6.5

23.0

55.1

7.4

4.9

1.4

8.4

4.2

14.4

52.1

12.4

7.0

非該当

遊ばない

１人

２人

３～５人

６～１０人

１０人以上

６年生

３年生

１年生

Ⅰ．－3 現在の子どもたちの姿－学年による違い 

 学年によって、子どもの自己認識と遊びの姿は変わるのでしょうか。1～3 年生と 4～6 年生と

で比べてみました。 
 
○遊びの姿－高学年になると遊ぶ場所が広がり・遊ぶ人数が増える－ 

 

 

 小学校1年生がよく遊ぶ場

所の第 1 位は、「自分の家」

です。学年が上がるにつれて

「友だちの家」・「公園」が増

え、6 年生では公園が第 1 位

になります。 
 学年が上がるにつれて、遊

ぶ場所は自宅から、友だちの

家・公園へと広がり、遊ぶ人

数も増えていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 「1 人」か「2 人」で遊ぶ

割合は、1 年生では 40.4％か

ら、6 年生では 18.6％へと減

ります。 
「3 人以上」で遊ぶ割合の

合計は、1 年生では 56.0％で

すが、6 年生は 71.5％になり

ます。 
 

 
 
 
 

学年による遊ぶ場所の変化（１・３・６年生）

学年による遊ぶ人数の変化（１・３・６年生） 



○自分自身のとらえかた 

－高学年になると「遊ぶのが好き」が増え、「自信がある」・「勉強が得意」が減る－ 

 
低学年と比較して、高学年の

方が「遊ぶことが好き」という

回答が増えています(46.9％→

60.7％)。その一方で、低学年で

も多いとはいえませんが、「自

分に自信がある」 (21.7％→

3.8％)「勉強が得意」(25.6％→

6.6％)と答える子どもは大きく

減少します。 
 
 

 

 

○遊びの姿－高学年になると携帯型ゲームが増加－ 

 
 遊ぶ時間が「たくさんある」

という回答は高学年になると

減少し、「ない」という回答が

増加します。 
 ただし、６年生で回復してい

る点については、今後詳細な分

析が求められます。 
一緒に遊ぶ人は、低学年では、

高学年と比較して「兄弟姉妹」

の割合が多い傾向にあります。 
 
 遊びは、高学年になると「携

帯型ゲーム」が増加します。 
また、遊びの自由記述では、

高学年ではカードゲーム(遊戯

王など)をあげる子どもが多数

います。 
 「携帯型ゲーム」と「テレビ

ゲーム」をあわせたゲーム機で

の遊びを学年ごとに詳しく見

ると、学年とともに上がってい

くその割合が、5 年生でピーク

となり、6 年生で減少していま

す。 
 
 

学年による自己意識の変化（１・３・６年生） 

3.8

29.9

25.9

8.0

7.4

13.4

1.2

5.8

60.7

6.6

19.6

13.6

8.6

10.9

40.8

29.7

11.2

9.8

13.2

5.6

7.4

56.5

9.4

38.2

5.1

8.3

21.7

47.5

21.1

12.1

8.7

7.4

8.3

5.4

48.9

25.6

31.8

3.8

11.0

自信がある

友達大切

協調的

進んでする

先頭に立つ

１人が好き

人気者

目立つのが…

遊ぶことが…

勉強が得意

スポーツが…

わからない

その他

６年生

３年生

１年生

（複数回答）

学年による放課後の遊ぶ時間 

学年による一緒に遊ぶ人の変化（1・3・6 年生） 

18.8

65.0

25.8

1.1

4.0

33.0

16.1

3.4

11.7

2.0

11.2

82.8

27.5

19.6

4.5

31.7

9.6

1.1

7.4

3.1

6.8

83.2

1.2

15.8

6.6

13.4

1.8

0.0

1.8

8.8

1人遊び

同学年

上級生

下級生

中高生等

兄弟姉妹

父母・祖父母

地域の人

園児

遊ばない

６年生

３年生

１年生

「携帯型ゲームや TV ゲームでよく遊ぶ」回答比率（学年別） 

 

※回答比率は問

４－２と問４－

３の計を回答者

で除した値。 

（複数回答）



66.2

61.8

35.7

28.5

6.8

15.9

37.4

3.1

6.9

自分たちで自由に遊ぶことができて楽しい所

いろいろな遊びができて楽しい所

上の学年や下の学年の人と遊ぶことができて楽しい所

スタッフと遊ぶことができて楽しい所

中学生・高校生や大学生と遊ぶことができて楽しい所

違う友だちもこの教室に誘いたい所

これからもずっと参加したい所

楽しくない所

よくわからない

問１２．放課後子ども教室は、どんな所ですか（複数回答）

Ⅱ．「放課後子ども教室」はどういうところ 

 今回調査した 5 カ所の「放課後子ども教室」のコーディネーターインタビューでは、いずれも

「子どもが主体的に遊びをつくることを大切にしている」と答えています。そのような放課後子

ども教室に通っている子どもたちは、自分の通う「放課後子ども教室」をどのような場だと考え

ているのでしょうか。 
 
○自由に遊べる、いろいろな遊びができて楽しいところ 

 
「放課後子ども教室」に参加している子どもを合計した回答として、「自分たちで自由に遊

ぶことができて楽しいところ」が 66.2％、「いろいろな遊びができて楽しいところ」61.8％と、

この 2 つへの回答が上位になっています。 
 「楽しくないところ」という回答は、どこも少数です。通っている子どもの多数が、「放課

後子ども教室」を自由に遊べ、遊びの種類もいろいろあって、楽しい場所だととらえています。 
 
○異年齢の子ども・大人と遊べる 

  
異年齢で遊ぶことができることも、子どもたちの楽しさにつながっています。「上の学年の

人や下の学年の人と遊ぶことが楽しい」と答えた子どもは 35.7％ですが、「スタッフ（指導し

てくれる人）と遊ぶことができて楽しいところ」と答えた子どもも 28.5％います。大学生・青

年がスタッフとして活動しているところもありますが、大人と遊べることも魅力のひとつにな

っています。 
「中高生・大学生」については、場所によって参加している状況が違っていたり、継続して

参加したりすることが大変だという状況です。 
 
○これからも参加したい・友だちも誘いたい 

 
 「これからもずっと参加したいところ」という答えは 37.4％、「違う友だちもこの教室に誘

いたいところ」と 15.9％が答えています。これらの答えからも、放課後子ども教室が、子ども

にとって魅力的な楽しい場となっていることが見てとれます。 



Ⅲ．放課後子ども教室の子どもと遊び（不参加の子どもとの比較） 

 子どもが主体的に遊びをつくることを大切にしている「放課後子ども教室」に参加している子

どもの遊びは、参加していない子どもと比較して見ると、どのような特徴があるでしょうか。 
 羽黒ほっとサロンは、高学年の学童保育的位置づけを持ち、全校児童の約 5％の高学年児童が

継続的に参加しているという、他の 4 つの放課後子ども教室とは異なる特徴をもっています。そ

のため、比較は他の 4 校児童の合計で行いました。 
 
○携帯型ゲーム機での遊びの時間が減る、外での遊び・伝承遊び・自分で考えた遊びの割合が多い 

 
遊ぶ内容の特徴は、まず、全

体でも個々の放課後子ども教室

でも、「携帯型ゲーム機」で遊ぶ

子どもの割合が、不参加の子ど

もと比べて低いことです。(参加

34.4％・不参加 45.0％) 
 
また、放課後子ども教室では、

「自転車等」・「滑り台・ブラン

コ」・「縄跳び」などの外での遊

びが多く遊ばれています。 
 
また、「あやとり」や「折り紙」

など、伝承されてきた室内での

遊びが、多く遊ばれています。  
これらの遊びも、今日では自

然に子ども同士の間で伝承され

ず、設定された空間のなかでの

遊びのなかでなければ伝わらな

いと考えられます。 
 
「自分で考えた遊び」につい

ても、参加している子どもの方

が多くなっています。 
 
「遊ばない」という子どもは、

参加していない子どもの方が多

くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 

問 4 遊びの種類・放課後子ども教室参加不参加別（4 校合計） 

5.1

23.1

0.8

0.9

0.7

6.4

3.6

9.2

8.3

3.9

7.4

8.2

12.0

16.6

19.9

19.5

28.3

44.1

3.0

20.2

0.6

1.7

2.5

7.4

7.8

8.8

9.6

9.7

11.2

12.0

14.9

18.3

19.3

20.8

27.9

34.4

遊ばない

その他

卓球

積み木

あやとり

かくれんぼ

縄跳び

ドッジボール

野球

折り紙

滑り台・ブラ…

自転車等

自分で考え…

テレビゲーム

読書・漫画

サッカー

鬼ごっこ

ゲーム(DS…

参加合計 不参加合計 （複数回答） 



問 11 自分はどんな人だと思うか 
放課後子ども教室参加不参加別（4 校合計） 

8.9

9.1

3.5

6.4

8.3

13.8

9.1

10.0

10.4

25.3

26.7

36.5

56.4

8.5

5.8

4.9

6.8

10.0

10.0

10.2

12.7

15.0

23.5

35.0

43.1

55.2

その他

わからない

人気がある

目立つのが好き

みんなの先頭に立つのが好き

１人でいるのが好き

何でも自分から進んでするのが …

自信がある

勉強が得意

みんなと力を合わせるのが好き

スポーツが得意

友達を大切にする

遊ぶのが好き

参加合計 不参加合計 （複数回答）

○友だちを大切にする・スポーツが得意・勉強が得意と答える子どもの割合が多い 
 
 「自分はどんな人だと

思いますか？」という問

への答えは、全体の分布

の傾向は参加している子

どもも、参加していない

子どもも同様です。 
しかし、参加している

子どもでは、自分のこと

を「友だちを大切にする」

「スポーツが得意」「勉強

が得意」と考える子ども

の割合が高くなっていま

す。 
不参加の子どもは、「１

人でいるのが好き」「わか

らない」という回答が多

くなっています。 
 
 
 
 

○新しい友だちができる割合が多い 

 
 「よく遊ぶ場所で新しい友だちができましたか」という問いには、全部の学校で「放課後子

ども教室」に通っている子どもの方が高い回答になっています(1％水準)。新しい友だちは、「上

級生」「地域の人」という回答が多くなっています。地域のお大人も「友だち」として考えて回

答しています。 

 

 

問 10-1 新しい友だちはできたか 
 放課後子ども教室参加不参加別（羽黒小を除く） 

7.6

15.4

24.9

50.6

4.3

12.7

21.7

58.8

遊ばない

わからない

できていない

できた

参加 不参加

問 10-2 新しい友だちはどんな人か 
 放課後子ども教室参加不参加別（羽黒小を除く） 

20.7

2.1

6.7

18.0 

27.0 

36.0 

14.4

4.3

6.8

26.7

28.3

39.5

わからない

地域の人

中高生等

上級生

下級生

同学年

参加合計 不参加合計 （複数回答）



○子どもが考える「遊ぶ時間」の実際 

 
 遊ぶ時間が「たくさんある」と答える子

どもは、参加している子ども 32.9％・参加

していない子ども 36.4％と、参加していな

い子どもの方がたくさんあると考えてい

ます。「少しある」と答える子どもは、参

加している子どもの方が多く、「ない」と

いう回答は参加していない子どもの方が

多くなっています。 
 比較した、その他の 3 つの小学校では、

遊ぶ時間が「たくさんある」と答える子ど

もは、放課後子ども教室に参加していない

子どもの方が多くなっています。但し学校

ごとに見ると、埼玉県草加市立高砂小では

参加している子どもの方が多い傾向を示

しています。 
 この回答からは、子どもが考える「遊ぶ

時間」のとらえ方について、さらに詳しく

検討をすることが求められています。 
 

問 1 遊ぶ時間 
放課後子ども教室参加不参加別（4 校合計） 

11.1

52.1

36.4

6.8

59.8

32.9

ない

少しある

たくさんある

参加合計 不参加合計

 

37.1

59.2

3.4

0.2

35.6

51.7

12.3

0.4

たくさんある

少しある

な い

無 回 答

高砂小 問１ 遊ぶ時間
参加 不参加

 

24.7

63.2

11.3

0.7

29.6

57.8

11.1

1.4

たくさんある

少しある

な い

無 回 答

我孫子小 問１ 遊ぶ時間
参加 不参加

 

14.8

48.0

37.2

1.3

4.0

64.2

30.5

無 回 答

な い

少しある

たくさんある

杉並小 問１ 遊ぶ時間
参加 不参加

 

6.7

50.3

43.0

0.0

10.5

49.7

39.9

無 回 答

な い

少しある

たくさんある

瀬が崎小 問１ 遊ぶ時間
参加 不参加

 



Ⅳ.アンケート調査から見える子どもの遊びと「放課後子ども教室」の可能性と課題 
 
■子どもの生活にたっぷりの遊びの時間と年代にあったサポートを 

 
◇子どもは遊ぶのが大好き 

「自分はどんな人だと思いますか？」という質問への回答の第 1 位は、「遊ぶのが好き」

です。しかし、「遊ぶ時間がたくさんある」と答える子どもは 3 分の 1 にとどまっています。

遊ぶのが好きな子どもたちに、子ども時代の生活の柱のひとつでもある遊びの時間を保障す

ることが大事な課題になっています。 
 

◇年齢とともに広がる遊びの世界 

低学年の時には、自分の家で、少人数で、遊んでいた子どもは、高学年になると、遊ぶ場

所が広がり、遊ぶ人数も増えていきます。 
子どもの世界の広がりに見あった、それぞれの年代の必要に応じた遊びの支援のあり方を

考えることが求められています。 
 

 ◇子どもの遊びが携帯型ゲームばかりになる可能性 

子どもたちが「よくする遊び」は、第 1 位が「携帯型ゲーム」です。そして、外で「3～5
人」で遊ぶという子どもたちの中にも、よく遊ぶ場所で携帯型ゲームをよくするという答え

が少なからずあります。 
いつでも、どこでも、子どもの遊びは携帯型ゲーム、ということになる可能性があります。 

 
■「放課後子ども教室」は遊びを通じて＜人間力＞を豊かに育てる可能性を持つ 

 
◇子どもの遊びを豊かにできる 

今回調査した、子どもが主体的に遊びをつくることを大切にしている「放課後子ども教室」

では、広いスペースで身体を使って集団でする遊びや、室内での伝承遊びをする子どもの割

合が増加する傾向にありました。 
「放課後子ども教室」は子どもの遊びの内容を豊かにする可能性を持っています。 

 
◇子どもの仲間づくりを励まし人間関係を豊かにできる 

これらの「放課後子ども教室」に参加している子どもは、異年齢の友だちや、友だちと思

える地域の大人（含むスタッフ）ができ、また、そのことに楽しさを感じていました。 
子どもが多様な人とつながる機会をつくる上で「放課後子ども教室」は貴重な場所になっ

ています。 
 
 ◇子どもの遊びを見守る地域のつながりをつくる 

今回調査した「放課後子ども教室」では、地域の大人がスタッフとして参加して、子ども

の遊びを積極的に見守っていました。中高生や、地域のお兄さんお姉さんの参加が子どもた

ちの思い切り遊ぶ姿を引きだしています。 
「放課後子ども教室」は、子どもをささえる人のつながりを広げ、子どもの遊びを豊かに

する場所になっています。 
 
 



 ◇人間力を育てる 

今、子どもたちには、自由な遊び時間・広がる子どもの自由空間・多様な人との関係が求

められています。「自分に自信がある」と答える子どもの割合が低い中で、遊びの中で自分の

力を思い切り発揮することが大切です。人と人とのつながり・関わりから生まれるコミュニ

ケーション能力の形成も課題になっています。 
「放課後子ども教室」に参加する子どもは、「友だちを大切にする」・「スポーツが得意」・

「勉強が得意」と答える子どもの割合が多くなっています。「放課後子ども教室」は子どもた

ちに多様な遊びと、多様な人との関わりをつくる場を提供することで、子どもの人間力を育

てる可能性を持っています。 
 

 
■「放課後子ども教室」の課題―子どもが自由に使える遊ぶ時間の保障 

 
 ◇大人の考える「遊ぶ時間」と子どもの思いのズレ 

「放課後子ども教室」に参加している子どもは、いろいろな遊びを自由にできて楽しいと

ころと思っています。一方、参加していない子どもの方が「遊ぶ時間がたくさんある」と答

えている学校も複数存在しています。 
「放課後子ども教室」では、たくさん遊べるのに、必ずしも遊びの時間がたくさんあると

思っていない、そこに大人が整備する活動や施設と子どもが求めている思いとの間でズレが

生じている可能性があります。 
  

◇子どもの考える「遊ぶ時間」 

子どもは、自分が自由に時間を使って、仲良しの友だちと好きな場所を選んで、好きなこ

とをする時間（時には、何もしないでぶらぶらすることも含めて）としての「遊ぶ時間（自

分たちで自由に使える時間）」を求めています。 
子どもたちが、「遊ぶ時間」を求めていることを理解したうえで、大人が子どもの思いに

寄り添って、子どもの目線で子どもとつきあうこと、活動や場所の整備を進めることが求め

られます。 
 

■地域全体で子どもの豊かな遊びの空間と時間を保証する 

 
 ◇地域全体に子どもの世界を広げる 

「放課後子ども教室」のあとでは、子どもは地域に帰ります。地域全体が子どもにとって、

安全・安心な居場所、遊びを広げる空間、豊かな生活の場所になっているのかどうかという

視点を持つことも必要でしょう。 
  

◇「放課後子ども教室」を子どもから主体的に選ばれる場所へ 

「放課後子ども教室」が、地域のなかで子どもの豊かな遊び・遊ぶ時間を保障する場とし

て、子どもたちから主体的に選ばれ、「そこに行きたい」と思われる場所へと発展していく

ことが求められています。 
「放課後子ども教室」が持つ可能性を発揮して、地域全体に子どもの世界をひろげる拠点

となっていくことが期待されています。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 今回調査した 5 つの「放課後子ども教室」は、いずれも、小学校内で実施し、開催日数は 200 日を超

え、子どもの主体的な遊びを重視しています。同時に、それぞれの小学校と、その「放課後子ども教室」

は、特徴・特色を持っています。 
ここからのセクションでは、①コーディネーター・インタビュー、②基礎データシート（基本的なデ

ータについて各「放課後子ども教室」にて記入）、③『さあ言おう』掲載・各「放課後子ども教室」紹介

記事（さわやか福祉財団発行）によって、それぞれの学校・教室のあり方を、探ってみました。 
 

各小学校・「放課後子ども教室」の概要 

埼玉県草加市立高砂小学校・放課後子ども教室ジャンプ 

 児童数 1010 名という大規模校です。新築された校舎は、幅 6ｍという広い廊下に、廊下側に教室の壁

がないオープンクラスです。アリーナ（体育館）は地域に開放され、2 つの校舎の間は、地域に解放さ

れた通路となっています。 
 今回調査した「放課後子ども教室」で唯一、市の担当者・スタッフ責任者（ソフトボール協会役員・

地域の体育委員等経験者）とも男性です。 
我孫子市立我孫子第一小学校・あびっ子クラブ 

 志賀直哉・武者小路実篤などが一時期居住した手賀沼を近くに持つ、明治 6 年創立の歴史ある小学校

です。小学校のクラブ活動が盛んなため、「放課後子ども教室」では校庭を使用せず、体育館やメインル

ーム・図書室などが主な活動場所となっています。 
 遊びは子どもにまかせることを基本としていますが、地域の人の輪が広がり、チャレンジタイム（将

棋・お箏・パターゴルフ等）がどんどん増えています。 
杉並区立杉並第一小学校・すぎっ子くらぶ 

 中央線駅前の都心に位置する小学校です。学校選択制が実施され、旧学区の範囲を超えて電車で通っ

てくる子どももいます。地域運営学校として注目され、学校支援本部<杉一プラン＞のなかに「放課後子

ども教室」が位置づけられています。 
 「路地裏遊び」の復活のために、ベテランの親スタッフと、子どもと思い切り遊ぶ若者スタッフとで

運営されています。 
横浜市立瀬ヶ崎小学校・放課後キッズクラブ 

 横須賀市に隣接する地域にある横浜市立小学校です。５つの「放課後子ども教室」のなかでもっとも

若い女性スタッフが運営の責任者です。 
子どもの主体的な関わりを積極的に引きだすための「仕掛け屋」（子どものグループで活動を計画する）

や、地域に積極的に出かける「瀬ヶ崎探検隊」などに取りくんでいます。  
甲府市立羽黒小学校・羽黒ほっとサロン 

 山々に囲まれた甲府市の郊外にある小学校です。学童保育を卒業した高学年の子どもを対象に、放課

後の安心な居場所の提供を目的に開設されています。学力の増進のために宿題をする時間を設定し、遊

びの時間とのメリハリをつけています。 
 地域の多様な人たちの協力を得て、米づくりやビオトープづくりなど、自然体験・農業体験などに積

極的にとりくんでいます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

高砂小学校放課後子ども教室ジャンプ！ 

草加市高砂小学校 ： 埼玉県 

コーディネーター ： 池田景一さん（行政・コーディネーター）、 

野口和夫さん（スタッフ代表） 

インタビュー ： 2010 年 11 月 30 日/2011 年 2 月 15 日 

取材者 ： 増山 均、齋藤史夫、南 銀伊、楊 蘇、有馬正史 

 

 

 

 

 

ジャンプ！を訪問した前日、東京近辺で大雪が降りました。翌日、暖かい日差しで雪が溶け始めた頃

に、草加市子ども政策課の池田さんに案内していただき学校に向かいました。キャンパスに入る前から

子どもたちが雪で遊んでいる姿が目にとび込んできました。冬の寒い日に、子どもたちが薄着のまま、

冷たく赤くなった手で雪ボールをつくったり、お互いに投げたりして、歓声をあげて遊んでいました。

ジャンプ！のスタッフ代表である野口さんによると、高砂小校庭のほぼ全体を放課後教室に開放してい

るので、子どもがゆとりのある空間で自由に遊ぶことができると言います。そのため、室外遊びが多い

のが特徴です。ジャンプ！が利用している建物は、素晴らしく広く、廊下の幅が 6メートル、長さが 30

メートルもあります。広い廊下で、ストレッチボールで遊んだり、コマで遊んだりしている子どもたち

もいました。 

ジャンプ！では、草加市市役所子ども政策課の池田景一さんと、ジャンプ！の現場責任者（ボランテ

ィア）の野口和夫さんにインタビューを行いました。二人が情熱をもってジャンプ！に尽力している様

子が伝わってきました。 

 行政面から見ると、ここは基本的に家庭の責任において参加する「子どもの居場所」であり、子ども

の発達と生活を考慮していくことを大切にしています。 草加市の「放課後子ども教室」を実施している

ところは小学校 11 校で、そのうちジャンプ！は唯一平日に毎日実施していて、登録者も 614 人と一番多

いところです。放課後帰宅せずに直接参加することが原則で、同じ敷地内にある児童クラブの子どもた

ちと校庭を一緒に使うこともあります。 

ジャンプ！に関っているボランティアスタッフは約 50 人が登録、毎日 10 人程で交代しながら参加し

ています。子どもをよく知り、以前から地域活動に積極的だった野口さんを中心に、60 歳以上の方が多

いのですが、外遊びが中心で体の動きが激しい子どもの遊びにも楽しく対応している姿は印象的でした。 

全体的に、スタッフが見守りながら、一緒に楽しく遊ぶというスタンスであり、子どもたちがゆとり

のある空間で自由に室内・室外遊びを楽しんでいる印象を持ちました。子どもたちは、自分の趣味に合

わせて放課後の時間を自由に送っています。「みんなで何かを一緒にしよう」というようなスタッフから

の呼びかけはあまりしていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊ぶ子どもたちの姿 

インタビューまとめ 



 

 

 

Ⅰ．子どもの主体的な遊び 

（１） 子どもが主体的に遊びをつくることを大切にしていますか？ 

大切にしている場合、その理由は何ですか？ 

・大切にしている。 

・高砂を始め草加市全体的の方針で、子どもの主体的な遊びが中心である。 

・基本的に子どもの自由活動、自由遊びを主にしている。理由としては、他人から押し付けたり、

企画、整理された体験学習よりも、自由遊びを通じて自分で考えたり、さらに自分の考えを表現

するコミュニケーション能力と社会性などを育むことにより、生きる力を得られると思うからである。 

（２） 子どもが面白い、楽しいと感じている遊びは何ですか？（遊びの種類とその中身） 

・全体的に体を動かす遊びは人気がある。 

・草加市が相撲に力を入れており、市内の小学校で相撲大会をやったりしている。2010 年 8 月に

高砂小学校に土俵ができたので、人気種目の 1つになっている。 

・鬼ごっこやドッチボールは男の子でも女の子でも混じり合って一緒に楽しく遊べる。 

（３） 子どもの声・意見を聞いたり、活動に反映するプロセスを大切にしていますか？ 

・大切にしている。 

・それぞれの配置場所で 1人 1人の感性で、スタッフが子どもたちに自由に聞いたり、子どもたち

の意見を反映したりしていただくようスタッフ会においても話し合っている。 

子どもが準備から係わること、意見を出して実現することなどにおもしろさ・楽しさを見つけていますか？ 

・子どもが準備から係わること、意見を出して実現することがあまりない。 

子どもが、遊びや企画を実現する時に責任や役割を果たしたり・協力して実現したりしていると思います

か？子どもはそのことに魅力を感じていますか？ 

・そのような取り組みはほとんどない。 

子どもの声・意見によって実現したこと・変わったことはありますか？ 

・日々の活動の中で、子どもたちの声や意見で実現していることや柔軟に変わっていることが沢山ある。 

・子どもはそこにあるもので工夫をしながら、新しい遊びを創りだすことが上手。 

 

Ⅱ．スタッフ・協力者と事業との係わり 

（１） スタッフ・協力者のみなさんは子どもからなんと呼ばれていますか？ 

・特別に決めてないが、先生という呼び方はしない。その理由は、地域スタッフが、先生と呼ばれ

るのはあまり好まないからである。“おじさん”または“～さん”が多い。 

（２）  子どもと接する時に心がけるようにスタッフ・協力者に伝えていることはどんなことですか？ 

（特に重視すること、基本的な心構えなど） 

①子どもたちに対してわけ隔てなく、平等に誠実に対応すること。 

②遊びを通して子どもたちの健やかな育ち、仲間作りを支えること。 

③子どもの健康や安全を守るため、いつも気に留め、環境を整えること。 

④個人情報・プライバシーの保護をしっかり守ること。 

（３） 中高生や若者が事業に参加していますか？ 

・平日はいないが、夏、冬休みにジャンプ！に来ている子どもの兄弟が遊びに来ることがある。 

・学習アドバイザーとして、教育関係を専攻している大学生が一人来ている。これからも大学生を

含めて、もっと中高生や若者に入ってもらいたい。 

 

参加してもらうためのはたらきかけを行っていますか？（具体的に） 

・ほとんどやっていない。地域の人たちと一緒になって子どもを育てる。 

インタビュー内容 



 

中高生や若者にどのような役割を期待していますか？期待通りになっていますか？ 

・ジャンプ！ができて 1年半しか経っていないので、まだ中高生や若者の参加があまりない状況で

はあるが、中高生や若者は子どもにとって魅力的な存在であり、近い将来像を提示し、異年齢コ

ミュニケーションの促進という意味でも、これからはもっと中高生や若者に入ってもらいたい。 

 

Ⅲ．保護者・学校・地域との係わり 

（１） 保護者は、どのように係わっていますか？また、どのように係わってもらうことを期待していますか？ 

・ポジティブな考えで反応をみせるが、積極的な参加はない。 

・イベントや行事などがなく、子どもの安全第一の考えが強い。 

・低学年の子どもの保護者は迎えの時、スタッフとの会話があるが、3年生以上の場合は 

コミュ二ケーションがあまりない。 

（２） 学校との係わりの現状はどのようなものですか？ 

・放課後等に教職員とのあいさつ。                             

・子どもの様子の相談や問題を抱えている子どもなどに関して、学校の先生と話し合うことをしている。 

校長先生、その他の教職員の方々との係わりは？ 

・校長先生は放課後子ども教室に対する理解がある。  

・放課後子ども教室の実行委員会に行政、校長先生、スタッフ、地域の人々に参加してもらい、年

に 2、3回会議をしている。 

学校から期待されていると感じることはありますか、それはどんなことですか？ 

・学校からの要望：授業に支障を与えないようにすること、施設を大事に使うこと。 

・学校に信頼されて任せられている。 

学校に期待することは何ですか？ 

・学校に対して受け身の立場にある。期待というより、学校の行事に合わせて、放課後の時間をで

きるだけ子どもたちに楽しく過ごしてもらえるように環境づくりに心掛けている。 

（３） 地域との係わりで重視していることはなんですか？ 

・特定の方々ではなく、できるかぎり地域の多くの方々に参加していただくことを重視している。 

（多くの方々と係わりを持つことが、子どもたちにとってためになる。また、多くの大人同士のつ 

ながりが地域の環境作りにつながると考えている。） 

放課後子ども教室が地域から助けられていると感じること。 

・放課後教室は自由に遊ぶ場所であり、あれこれをやらせるところではない。 

・毎日配置が違うので、地域からいろいろなスタッフが入ってくる。入っている方によって、自由

に自分の感性で子どもに接している。 

放課後子ども教室を通じて、地域が変わってきたと思うこと。 

    ・通学時のあいさつが明るくなった。 

・子どもたちの地域行事への参加によって、役員、スタッフも行事に参加するようになった。  

いろいろなつながりができて、地域の活性化に貢献した。 

・地域のジャンプ！に対する認知がだんだん高まった。 

・協力してくれるが、ジャンプ！が発信して地域に助けてほしいということがまだない。 

 

Ⅳ．主体的な遊びを大事にすることによって子どもは成長しているか 

（１） 今までの事業の中で特に印象に残った、子どもが成長したと思う出来事はどんなことですか？ 

（子どもが持っている力を感じたこと・思わぬ子どもの姿にびっくりしたこと・子どもの成長を実感したことなど） 

・家庭事情が複雑な子どもがいて、一時期登校拒否になる傾向があったが、9月からジャンプ!に 

参加したことによって、居場所が見つかり、ジャンプ！を頼りに朝から学校に来るようになった。 



 

（２） 子どもの仲間関係・集団関係は変化して来ましたか？具体的に。 

・具体的な例としては、長期休業中に上の学年の子どもが下の学年の子どもたちを受け入れて、地域 

 スタッフと野球やサッカー等々で対戦できるようになり、（子どもたちがオヤジーズVSしょーねん 

ズとチーム名をつけてくれた）さらに女の子も入って、かなり幅広い集団形成へと変化していった。 

（３） 子どもの遊びにおけるけがや事故、けんかやいじめなどのトラブルをどのように考え、対応していますか？ 

・けんかは、子どもたちの素直な気持ちのぶつけ合いで、それらを通してそれぞれに違う思いがあ 

ることを知り、子どもたちなりに解決方法を模索しているのだと思う。まずは、距離を置いて少し

成り行きを見守る。そのうえで解決が難しそうなら、スタッフが声をかけ合い、間に入り、共感的

にお互いの気持ちを受け止めながら、きちんと双方の話を聞くようにしてあげると良いと思う。ト

ラブルは社会性を学ぶ貴重なチャンス！プラスの学びへと転じていけるといいなあと考えている。 

介入する場合の基準はありますか？ 

・大人が即介入することはせずに、けんかしている子どもたちの様子を観察して、大きなけんかに 

ならないかぎり、子ども同士で仲裁したり、自分の力で解決することを望んでいる。 

特に印象に残る出来事はどんなことですか？ 

・トイレが詰まっていてトイレ中が洪水になって、スタッフが一生懸命吸い出そうとした時、 

普段「悪ガキ」と言われた四年生の子どもが、腕まくりをして、手を突っ込んでトイレペーパー

の芯を取り出した。普段評判が良くなかったその子に対してスタッフの印象がいっぺんに変わっ

た。それをきっかけにその子を悪く言うスタッフがいなくなり、また、子ども本人もそれ以降い

たずらをやらなくなったことがとても印象深かった。 

（４） （１）～（３）などを通じて、この事業に参加する前と後では、子どもに対する見方は変わりましたか？ 

・子どもに対するイメージが変わった。 

・想像した以上に子どもの力はすごいなあと感じた。ほおっておいても自ら遊び出して、思った以 

上に縦のつながりで遊ぶことができる。 

（５） 子どもの遊びの必要性についてどう思われますか？ 特に、主体的な遊びは必要だと思いますか？ 

・主体的な遊びは必要不可欠なことである。 

・子ども自身で、あるいは友だちと一緒に考えているというプロセスの中で、子どもたち一人ひと 

りが友だちとつながって、社会性ができていく。 

・心技体を含めて人間として成長していけることが主体的な遊びにはある。 

 
Ⅴ．その他のお話 

1.建物の素晴らしさ 

高砂小学校は校庭が新しく広く、廊下も広く動き回ることができて、環境に非常に恵まれてい

ます。ジャンプ！は年間活動日数が 200 日以上あり、参加人数も約 600 人と非常に多く、今回イ

ンタビューした中で規模が一番大きい学校です。高砂小の所在地草加市では放課後子ども教室 11

ヵ所のうち、ジャンプ！は開設一年目でモデルになりました。毎日やっているからこそ、子ども

にとって本当の意味での居場所になっているとも言えます。広い図書室は市の図書室の分館とな

っており、新しくできたアリーナは平日ジャンプ！が終わった午後 5 時からは地域の住民が自由

に使えることにより、地域の活性化にも活用されています。 

2.学習アドバイザーの設置について 

草加市では全体的に学習できる専用のスペースがある場合、教員免許証がある地域の人か登録

して学習アドバイザーを設置しています。高砂小の場合、場所が確保できているので、学習アド

バイザーとして 5 人の登録者がいます。学習は子どもの自習的な学習を基本としており、一方的

に勉強を教えたりはしません。学習アドバイザーは週 3 回（月、木、金）交代で来て、宿題など

子どもが自習する中で教えて欲しいと希望する子にはわからないことを教えたりします。特に学

習を重視しているわけではありません。しかし、親と教師は学習アドバイザーによる学力向上に

期待している面もあります。 



記入日： 記入者：

事業名

運営主体

事業の目的

活動場所

1　折り紙　　　（　　　　） 月（　　　）回

2　生け花　　　（　　　　） 月（　　　）回

3 月（　　　）回

4 月（　　　）回

5 月（　　　）回

6 月（　　　）回

7 月（　　　）回

8 月（　　　）回

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

2010年　　　　11月　　　　1日 池田　景一

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

なし
高砂小学校　　　　　　生活科室・第２図書室

　　　　　　　　　校庭・アリーナ
参加費用

（子ども一人分）

自由遊び
子どもに人気のあそびの種類・特徴をお書き下さい。
 
おにごっこ・サッカー・ドッジボール・野球・大縄とび・カプラ（積み木）・風船バレー・折り紙・お絵
かき　等々。どちらかというと、全体的には身体を動かす活動が人気がある。

活動日（曜日）
･活動時間

休日＆休業日

月～金曜日
放課後～午後５時

長期休業（春・夏・冬休）
午前９時～午後３時

放課後子ども教室��データ�ー�

具体的内容　（当てはまるところに○や数字を入れ、この他に実施の取り組みや必要箇所をお書き下さい）

・スタッフが遊びをリードする（  　）
・遊びは子どもにまかせる（　○　）
・主体的な遊びをひきだす工夫をしている（　  ）
・中高大学生・若者が一緒に遊ぶことを重視している（　　　）
・その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

草加市放課後子ども教室推進事業　高砂小学校放課後子ども教室ジャンプ！

　        　　　　　　　(　・行政直営　 　・行政からの委託　 　・その他   地域のボランティア　　 ）

事業に参加
する大人の

構成

            常   勤　 　　　　       名            非常勤　　　　　       名

子どもの登録
人数･参加者

平日

             男の子 　　　　303名　　　　　    女の子 　　　　314名

1年生　　　　  107名　　　2年生　　　　　 113名　　3年生　　　　99名

4年生　　　　135名　　　5年生　　　　93名　　6年生　　　　70名

その他（内訳：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　）　　　　　       名

　
全校生徒　　　　　　 1022名

子ども教室参加者
合      計　　　　　　  617名

一日平均　90名(４～９月までの
平均）

年間の活動日数

２３８日（予定）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

スポーツ・
文化活動
（主催者が
準備する教
室・講座な

ど）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

キャンプ（宿泊体験）               　（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

主なプログラム
（活動内容）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

・子どもたちの安全、安心な居場所づくり。
・子どもたちが、地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくり。

合      計  　　　　　　45名

一日平均　　　　　　　9名コーディネーター　　　　　   1名           スタッフ　　　　　 45名
ボランティア        　　　　       名

登録制（　　　）自由参加（　　　）
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年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

その他

子ども主体の
組織（あれば）

事業の課題

将来のビジョン

日常安全管理：　スタッフ同士が、お互いに声を掛け合いながらの臨機応変・柔軟な対応。

自由遊び（　１　　）　　　スポーツ・文化活動（　　　）　　　体験活動（　　　）　　　行事・イベント（　　　）

勉強・学習（　　　）　　その他（　　　　：具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

自然体験活動・野外体験活動　  （　　　）

社会体験･地域交流体験など     （　　　）

職業・仕事体験活動　               （　　　）

遊び大会　　　　　                   　（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

子どもが計画して取り組む行事がある（　　）　ない（　○　）
その内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・季節の行事・イベント（餅つき大会、クリスマスパーティなど）（　　　）
・歓迎会・送別会（　　　）
・運動会（　　　）
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事故対応：　安全管理マニュアルを参考に、臨機応変・柔軟な対応。

安定的な地域人材の確保

勉強・学習

子どもたちにとって安全、安心、自由な居場所として、高砂小地域に根付いたものとしていきたい。

安全管理

行事・
イベント

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

体験活動

その他（具体的にお書き下さい。）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）農業・栽培活動　                     （　　　）

力を入れている順番に番号をつけてください。

活動内容の
位置付け

・学習アドバイザー：設置（　　　５　名）　　 設置していない（　　）　  設置予定あり（　　）
・学習アドバイザーの属性：元教員（　○　） 地域人材（　○　） 学生（　○　） その他（　　）
・学習アドバイザイーは、
　 【子どもに積極的に教える（　　）・子どもに聞かれたら教える（　○　　）】

・事業に勉強・学習を位置づけている （　　）　 いない（　　）
・宿題をする時間を設けている　　　　 （　　）　 いない（　　）
・子どもが勉強したい時にする　　　　　（　○　）
・宿題以外に独自の教育内容を準備している（　　）
・その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

主なプログラム
（活動内容）
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埼 玉 県 草 加 市 で は 「 安 心 ・ 安

全 な 居 場 所 」 「 地 域 の コ ミ ュ ニ

テ ィ づ く り 」 の 2 点 を 主 な 柱 と

し て 、 放 課 後 子 ど も 教 室 を ２ ０

０ 7 年 4 月 か ら 展 開 し て い る 。

今 回 は そ の モ デ ル 校 的 位 置 付 け

で あ る 高 砂 小 学 校 に 行 き 、 子 ど も が 自 由 に 、 自 分

ら し く い ら れ る 放 課 後 の 居 場 所 と い う 取 り 組 み を

取 材 し た 。

　 　 　

 

　 　 　 　 　 　

（ 取 材 ・ 文 ／ 小 澤

　
浩 ）

　
草 加 市 の 放 課 後 子 ど も 教 室 は 市 の こ ど も 未 来 部

子 ど も 政 策 課 で 運 営 展 開 さ れ て い る 。 こ の 取 り 組

み は 07 年 か ら 開 始 さ れ 、 09 年 6 月 よ り 高 砂 小 学 校

放 課 後 子 ど も 教 室 「 ジ ャ ン プ ！ 」 が ス タ ー ト し た 。

こ こ を 利 用 す る 児 童 は 1 日 約 1 0 0 名 。 平 日 は 毎

日 、 長 期 休 業 の 間 （ お 盆 と 年 末 年 始 を 除 く ） も 毎

日 開 か れ て い る 。 ま さ に モ デ ル 校 的 存 在 で あ る 。

特 に 注 目 す る の は 「 今 日 一 日 こ こ に 来 て 良 か っ た

な ぁ 、 楽 し か っ た な ぁ 、 何 も し な く て も 良 い 、 あ

り の ま ま の 自 分 を 認 め て も ら え る 居 心 地 の 良 い み

ん な の 居 場 所 な ん だ … 」 と い う こ と を 子 ど も た ち

に 第 一 に 感 じ て も ら う と い う 方 針 で あ る 。

　
早 速 、 校 庭 に 行 く と 、 子 ど も た ち は 汗 び っ し ょ

り 、 思 い 思 い の 場 所 で 遊 ん で い る 。 低 学 年 の 男 子

2 人 が 中 学 年 の 女 子 数 人 と ダ ッ シ ュ 遊 び を し て い

る 。 野 球 も サ ッ カ ー も 異 学 年 同 士 で 盛 ん 。 鉄 棒 の

あ る 砂 場 は 、 少 し 掘 る と 水 が 出 る た め 大 人 気 。 ド

　
下 校 時 「 こ ん に ち は ！ 」 「 こ ん に ち は !! 」 と 続

々 と 大 き な 声 が 上 が る 。 中 に は 「 今 日 は ジ ャ ン プ

！ へ 行 か な い よ ！

　
家 に い る か ら ね 、 池 田 さ ん 」 。

草 加 市 立 高 砂 小 学 校 に 向 か う 途 中 で 、 私 た ち を 案

内 し て く れ る 放 課 後 子 ど も 教 室 担 当 の 池 田 景 一 さ

ん に 子 ど も た ち が 声 を か け る 。 こ ん な 明 る い 下 校

を 見 る の は 珍 し い 。
放 た れ る か ら こ そ 〝 放 課 後 〞 で あ る

■ 高 砂 小 学 校 放 課 後 子 ど も 教 室 「 ジ ャ ン プ ！ 」 （ 埼 玉 県 ） ■
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●
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ッ ジ ボ ー ル 、 鬼 ご っ こ な ど 男 女 群 れ て 遊 ぶ

一 方 で 、 一 人 で い る 子 ど も も い る 。 ス タ ッ

フ は い つ も あ り の ま ま の 様 子 を 見 守 っ て い

る 。 一 人 で い た い 気 持 ち も 尊 重 す る の だ 。

　
ジ ャ ン プ ！ の 支 援 体 制 も 手 厚 い 。 P T A 、

自 治 会 ・ 町 内 会 等 の 協 力 で 44 名 の 地 域 住 民

が 登 録 。 1 日 当 た り 8 〜 9 名 で 交 代 制 を 敷

く 。 ス タ ッ フ は 場 所 全 体 の 見 守 り を 担 当 す

る 児 童 サ ポ ー タ ー と 、 関 わ り 合 い ・ ふ れ あ

い を 担 当 す る ふ れ あ い ア ド バ イ ザ ー が い る 。

も ち ろ ん は 指 導 的 な こ と は し な い 。

　
ふ れ あ い ア ド バ イ ザ ー の 野 口 和 夫 さ ん に

そ こ の と こ ろ を 伺 っ た 。 「 子 ど も た ち の 遊

び た い 気 持 ち に 沿 っ て 、 周 り を 見 な が ら や

っ て い ま す 。 子 ど も に は 自 分 た ち で 遊 ぶ ル

ー ル を 決 め さ せ た り 、 そ う い う き っ か け を

そ っ と 仕 向 け る 。 上 か ら 押 し 付 け る よ う な

強 制 的 な こ と は や り ま せ ん 」 。

　
ま た 、 同 じ く ア ド バ イ ザ ー の 山 本 靖 江 さ

ん は 「 子 ど も の や り た い こ と を 優 先 さ せ て

い ま す 。 そ う す る と 洋 服 が 泥 だ ら け に な る か ら お

母 さ ん に 怒 ら れ る か も し れ な い け ど （ 笑 ） 」 。 ア ド

バ イ ザ ー の 渡 辺 外 志 子 さ ん も 「 そ う で す ね 、 見 て

い る と 子 ど も は 外 で は 遊 び た い ん で す ね 。 ま た や

ん ち ゃ な こ と も や り た い ん で す ね 。 で す か ら あ れ

も ダ メ こ れ も 危 な い か ら ダ メ で は か わ い そ う 」 。

　
さ ら に 、 在 り た い よ う に 在 っ て い い 、 と い う 場

が 子 ど も に 思 わ ぬ 力 を 与 え る 。 昨 年 不 登 校 を 繰 り

返 し て い た 児 童 が ジ ャ ン プ ！ に 参 加 し て か ら 登 校

し 始 め 、 現 在 は 毎 日 出 席 し て い る そ う で あ る 。

　
も と も と 子 ど も は じ っ と し て い な い も の で あ る 。

自 由 な 遊 び の 活 動 は 大 人 の 想 像 の 枠 を は る か に 超

え て 心 身 と も に 子 ど も を 成 長 さ せ る 。 そ れ に は 子

ど も が 在 り た い よ う に 在 る 場 が 必 要 で あ る 。 そ こ

で 子 ど も が 主 体 的 に 活 動 す る と ど ん な 体 験 も 失 敗

も 糧 と な る 。 時 に は 心 を 癒 し て 立 ち 直 る き っ か け

を 得 る こ と も あ り 得 る 。

　
子 ど も の さ ま ざ ま な 過 ご し 方 を 見 守 り 、 生 き 方

を 認 め る 。 大 人 が 、 地 域 が 、 子 ど も の 力 を 改 め て

信 じ る と こ ろ に 来 て い る の で は な い だ ろ う か 。

　
男
子
も
女
子
も
低
学
年
も
一
緒
に
遊
び
回
る

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
や
り
な
が
ら
野
球
の
場
所
に
侵
入
！？

周
り
で
他
の
遊
び
を
し
て
い
る
子
も
加
わ
ろ
う
と
す
る
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一小あびっ子クラブ 
 
我孫子市立我孫子第一小学校 ： 千葉県 

コーディネーター ： 古髙すま子さん 

インタビュー ： 2010 年 12 月 2 日 

取材者 ： 増山 均、齋藤史夫、江頭桂子、有馬正史 

 

 

 

 

●地域の歴史や文化に根ざしている 

学校敷地内の通路を近所の家が生活道路として使用しているなど、独特の雰囲気があります。1873

（明治 6）年創立の歴史ある小学校です。学区内にある八坂神社のお祭りの日にはクラブもお休みに

なるなど、地域の歴史とつながりが強く、同時に、新しい住民もたくさんいる環境に立地していま

す。チャレンジタイムのパターゴルフでは 66 歳の卒業生 5人がサポーターとして参加するなど、地

域の多くの人に支えられています。 

 「本来、子どもとは自然に遊んでいくものである」との考えから、子どもに遊びをまかせている

とのこと。「毎日、子どもが入れ替わっているし継続した集団づくりはできないと思ったが、ドッジ

ボール大会で 4 年生が全部仕切ってくれた」など、子どもにまかせるなかで確かな成長の姿を見る

ことができると言います。 

子どもの意見を取り入れる特別の機会はつくっていませんが、子どもの声を聞いて「蹴ってもい

いボール」を購入したことが子どもの遊びを発展させました。また、中高生がいると子どもたちが

引きつけられるので、とても期待しているのだそうです。子どもたちが自分の遊びを発展させるた

めに、スタッフはポイントを押さえて、さりげない気遣いをしています。 

 

●学校側の理解に支えられている 

「あびっ子で知り合った上級生とトラブルがあった」という親に、教頭先生が子どもはいろいろ

な係わりあいの中で育つということを保護者に伝えてくれました。学校が、あびっ子クラブを子ど

も本来の人間力を育てる場として、トラブルも子どもが成長する機会であると考えてくれているこ

とが非常に嬉しかったといいます。子どもの中で起きるけんかやけがも子どもが成長する機会、保

護者と一緒に子育てについて係わる機会として前向きに向きあっています。 

 

●遊びは子どもに任せる 

「子どもは自然に遊んでいく」、「トラブルも成長の機会」と、子どもの本質を押さえながら、子

ども一人ひとりと集団の成長にしっかり気配りし、時どきに起きる課題に自然体で向きあっていく

という姿勢がうかがえました。 

遊ぶ子どもたちの姿 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビューまとめ 



 

 

Ⅰ．子どもの主体的な遊び 
（１） 子どもが主体的に遊びをつくることを大切にしていますか？ 

大切にしている場合、その理由は何ですか？ 

・大切にしている。自然の流れにまかせているという気持ちでやっている。 

・学校ではない「子どもの居場所」であり、本来、子どもとは自然に遊んでいくものであると

考えている。子ども本来の姿に、まず、まかせていきたい。 

（２） 子どもが面白い、楽しいと感じている遊びは何ですか？（遊びの種類とその中身） 

・体育館では体を動かす遊び（一番人気があるのが蹴ってもいいボールでの遊び、ドッジボー

ル、鬼ごっこ etc） 

・メインルームでは、男女問わず、くり返しできるカプラ（木の積み木）、本来は休む場所用で

あったマットを使って部屋などを作って遊ぶなど。トランプ、ウノ。 

・マットを床に貼り合わせる、トンネル状にして部屋をつなぎ合わせる、丸めて貼り合わせて

立てて塔にする。その遊びを共同作業でする。同時に遊ぶ人数は多くて 5、6人。 

・トラブルもある。遊びたい遊具が重なった場合や男女にグループが別れた場合など。年齢は

関係ない。一緒に遊ぶ時も、バラバラに別のグループになる時もある。 

（３） 子どもの声・意見を聞いたり、活動に反映するプロセスを大切にしていますか？ 

・そのようなプロセス自体がない。 

・簡単なアンケートをおいてある。お菓子・電子ゲームが欲しいなどがあった。 

子どもが準備から係わること、意見を出して実現することなどにおもしろさ・楽しさを見つけています

か？ 

・ほとんどない 

・理由は登録制ではあるが参加は自由なので、日々、常に子どもたちが入れ替わる。 

子どもが、遊びや企画を実現する時に責任や役割を果たしたり・協力して実現したりしていると思いま

すか？子どもはそのことに魅力を感じていますか？ 

・事前に準備したり企画したりする取り組みはほとんどない。 

子どもの声・意見によって実現したこと・変わったことはありますか？ 

・特にない 

・体育館での「けってもいいボール」の導入。子どもたちが、体育館でボールを「蹴りたい、

蹴りたい、蹴りたい」と言っていた。そこで、フラビィボールというものがあるというので

調べて、学校の許可を得て購入した。子どもたちは、本当に蹴るのが好き。学年は関係ない。

一緒にやる時、やらない時がある。高学年がいないで、独占できると喜ぶ 1年生の姿がある。

人数が少ないとゴールするだけの遊びをやっているが、人数がそろうとフットサルの試合の

ような対戦になる。学年を越えて遊ぶ時には、高学年がじょうずに教えている。 

 

Ⅱ．スタッフ・協力者と事業との係わり 
（１） スタッフ・協力者のみなさんは子どもからなんと呼ばれていますか？ 

・スタートした時、スタッフ同士が「○○さん」と呼んでいた。そのことから、子どもたちは、

○○さん、○○先生、ふるちゃんなどと呼ぶ。 

・呼び方について、当初話しあったが、自然の流れでいいんじゃないですか、となった。(当時、 

保育課) 

・チャレンジタイムをちゃんとやる方を、子どもは「先生」と呼ぶ。自然とそうなる。だから

「先生」が一番多い。 

・以前、見守りサポーターへの暴言もあったらしい（「おばさん」など）。先生と呼ぶと子ども

の意識が変わるという意見もあるが、今さらそうできない。今は、多くの人がチャレンジタ

イムの先生もしているので、暴言はほとんどない。 

（２） 子どもと接する時に心がけるようにスタッフ・協力者に伝えていることはどんなことですか？ 

（特に重視すること、基本的な心構えなど） 

・自由な遊びの見守りと手助けから、子ども同士の遊びへの移行。 

・危険な行為の禁止。（蹴る、投げる、室内で走るなど） 

・うまく気持ちを表せない子、ひとりぼっちの子への心配り。 

 

インタビュー内容 



（３） 中高生や若者が事業に参加していますか？ 

・多くはないが参加している。中学生８名、高校生２名、その他（高校生ボランティアー「ジ 

ョイボラ」に出た高校生が 30 人くらい、以前に大学生のとき係わった人３、４名など） 

参加してもらうためのはたらきかけを行っていますか？（具体的に） 

・6年生で残っている子に卒業時に「卒業しても来てくれると嬉しい」と声をかけている。（冬

時間の間の活動時間は 4 時までなので、高学年の参加は難しくなる。冬至のころは日没が 4

時半。薄暗くなると低学年の子は帰りたくてうずうずしてくる。預かり施設でないので、自

力で帰れる時間に閉めている。） 

・川村学園の協力がある。 

中高生や若者にどのような役割を期待していますか？期待通りになっていますか？ 

・中高生や若者は、子どもたちの存在自体にすごく魅力を感じて、引きつけられて喜んでい 

る。嬉しくって手伝ってくれている。 

・大人たちが言うのと違って、子どもたちは中高生や若者を見習うべき存在として、そのよう

になろうとする。さまざまな注意もよく聞く。パワーがある。磁石のように子どもを引きつ

けている。期待通りになっている。活気が出る。しかし、中高生の予定が立たないというこ

とがある。 

・中学生は卒業生。継続的ではない。高校生は口コミで来ている。 

 

Ⅲ．保護者・学校・地域との係わり 
（１） 保護者は、どのように係わっていますか？また、どのように係わってもらうことを期待していますか？ 

・サポーターとして登録している保護者もいる（女３男３）。女性は月に何度かのサポート活動、

お習字・ショートテニスなど。男性は１人は毎月将棋、全員で年１回のドッジボール大会を

やってもらっている。また、ドッジビーを行ったり、いつもと違うようにも考えてくれる。 

・低学年の保護者とお迎えの時に少し話すくらい。 

・保護者の顔は見えにくい。お便り用紙はつくっている。小さいけがは、けがのお知らせをす

る。保護者会の協力は実際は難しい。 

・就学時健診でお話しするのが、全ての保護者に話す機会。 

・今年の教育ミニ集会(学校主催)は「子どもの放課後」がテーマになることが予定されていて、 

その場に呼ばれている。 

・スタート時は役所が丁寧に説明していたから、保護者に理解されているかもしれない。他校

の保護者からはうらやましがられている。 

・お知らせは毎月学校経由で発行している。 

（２） 学校との係わりの現状はどのようなものですか？ 

・プログラム作成時のチェック、おたよりのチェックをしていただいている 

・学校行事へのスタッフの参加（一小祭、運動会・・） 

校長先生、その他の教職員の方々との係わりは？ 

・校長先生は月に１回学校便り・学年便りを届けてくださる等、常に気づかってくださる。コ 

ミュニケーションをとるように考えていただいている。 

・低学年の先生とのやりとりは多く、情報交換している。体育関係・高学年・音楽の先生とは 

施設の利用についてよく話す。（体育館） 

学校から期待されていると感じることはありますか、それはどんなことですか？ 

・期待されている、保護者会があると幼児の預かりをしている。 

・「やんちゃな子どもたちを見ていただいてありがとう」と低学年の先生から言われる。否定的

に接せられたことはない。 

・児童のトラブルに対して学校が積極的にサポートしてくれている。学校があびっ子クラブを

子ども本来の人間力を育てる場であり、トラブルも子どもが成長する機会であると考えてく

れていることが、非常に嬉しかった。 

学校に期待することは何ですか？ 

・学校からは非常に助けていただいている。だから、なるべく情報を共有していきたい。 

（３） 地域との係わりで重視していることはなんですか？ 

・協力してくださるサポーターさんを大切にする。 

3 年間のうちに、地域の方が「チャレンジタイム」のサポーターとしてどんどん加わってき 

てくれている。 

・地域は盛ん。子ども会の活動も結構活発で、地域ごとに小学校の体育館を使う。7月の八坂 



神社のお祭りも大きくて、その日はクラブは休みになる。 

放課後子ども教室が地域から助けられていると感じること。 

・心を砕かなくてはいけない部分が減ってきた。どういう方とどういうふうに話をしてつない 

でいけばいいか分かってきた。 

・サポーターの方々はほとんど地域の方である。 

パターゴルフは 66 歳の卒業生、何か一小のためになりたい、と同窓会で話しあって来てくれ 

るようになった。中心の方は学校のすぐそばに住んでいる。 

放課後子ども教室を通じて、地域が変わってきたと思うこと。 

・サポーターの方が「何とかの先生って呼ばれた」と、ときどき話してくれる。 

・特に地域が変わってきたとは思わない。 

 

Ⅳ．主体的な遊びを大事にすることによって子どもは成長しているか 
（１） 今までの事業の中で特に印象に残った、子どもが成長したと思う出来事はどんなことですか？ 

（子どもが持っている力を感じたこと・思わぬ子どもの姿にびっくりしたこと・子どもの成長を実感した

ことなど） 

・数え切れないほどある。毎日、感じる。 

・毎日、子どもが入れ替わっており、継続した集団づくりはできないと思っていたが、ドッジ

ボール大会で 4年生が全部仕切ってくれた。笛を渡したら、チーム分け、試合進行、勝敗の

決め方まで全部してくれた。1 年生の時から年に数回来るような子が、突然チーム力を発揮

して 1年から 4年までの子を仕切ることができて驚いた。 

あびっ子という異学年で交流する場で一緒に遊ぶ時に、自分はリーダーシップを発揮できる

ということを子どもが理解して行動できたのだと、非常に好もしく思った。 

・1 年生くらいだと成長はめざましい。走り回ること、追いかけっこばかりしていたのに、突

然、仲良く 2人でゲームなどをしだした。怒られたりしていたのが、突然変わったので「誰

かに何か言われたの？」と聞くと、「違うよ。2人でもうああいう遊びはやめようって相談し

た」と言うので驚いて担任の先生にも話した。その子たちは担任の先生からほめられた。学

校でも、学童でも存在感の少ない子どもでも、場が違うと全く違う顔を見せる。ここは、学

校、学童で力を発揮できない子どもたちが縛りからはずれて、のびのびできる場なのだと思

った。 

・高学年の子は低学年と一緒に遊ぶとき、ドッジボールなど、左投げ、下手投げなど、指導せ

ずに思いついてやっている。 

（２） 子どもの仲間関係・集団関係は変化して来ましたか？具体的に。 

・子どもたちは常に入れ替わるが、いろんな学年でもうまくやっていくことができる。ドロケ

イなど、鬼ごっこも学年を平均して自分たちでチームつくってうまくやることができる。泥

棒はベストを着るなど、工夫をしている。 

・いつもではなく、自然発生的に、今日はすごくいい遊びができたという日がある。天気も関

係ある。強制でどうにかなるものでない。 

（３） 子どもの遊びにおけるけがや事故、けんかやいじめなどのトラブルをどのように考え、対応していま

すか？ 

・一番神経を使っていると思う。けがは子どもなので当たり前で、その後の対応がもっとも大

事。その対処の仕方を心がける。 

・けんかは見つけた場合はていねいに対応するが、見えないところについては何とも言えない。 

しかし、子どもの社会という視点でゆったりと大きく見ることができたらいい。 

介入する場合の基準はありますか？ 

・けがにつながる、また、心の傷になるような大きなけんかの場合は介入する。スタッフはみ 

んなベテランなので、それぞれの判断で対応している。 

特に印象に残る出来事はどんなことですか？ 

・大きなけがが 3 回ほどあった。それが印象に残っている。しかし、トラブルはできる限りそ

の日の内に解決して帰すようにしている。 

（４） （１）～（３）などを通じて、この事業に参加する前と後では、子どもに対する見方は変わりましたか？ 

・学校、家庭、あびっ子クラブなど、子どもは場が異なると違う顔を見せるということを以前 

より一層強く感じるようになった。 

・他の子と交わって遊べない子が少なからずいる。スタッフと遊びたがる。相手をしながら、

できる限り子ども同士結びつくように導く。遊べないのは決まった子。特定の女の子が来る



と元気になる男の子は、その子がいないとずっと一人でいる。別の女の子は、少しずつ遊べ

るようになってきている。 

（５） 子どもの遊びの必要性についてどう思われますか？ 特に、主体的な遊びは必要だと思いますか？ 

・主体的な遊びは必要だと思う。 

・男の子が地域で、異年齢の集団をつくれたら一番いい。しかし、あびっ子クラブでは子ども 

たちの出入りが激しいので非常に難しい。家でのゲームが一番ワクワクしているのではない 

か。今の子どもたちは本当に忙しい。 

 

Ⅴ．その他のお話 
（１） チャレンジタイムについて 

・3年のうちにどんどんサポーターが加わってきている。 

将棋・お話しの部屋・習字・お箏・パターゴルフ・ショートテニス・護身術・けん玉・折り

紙・大正琴などなど。どういう方に、どのように話をしてつなげたらいいか見えてきた。 

サポーターの方は、自分の持っているものを教えてあげたい、底辺を広げたい、などの思い

を持っている。66 歳の卒業生 5 人が、グループでパターゴルフを教えている。「おれはもっ

とやんちゃだった」「あいつの孫だ」などと、のんびり子どもと付き合ってくれている。 

・体験の機会をつくるということとおけいこごととしてどこまでやるのかということについて

は悩みになっている。ステップアップさせたい（主として支援する側、しかし、その活動に

はまる子どもの要求でもある）という点と、自由参加で自由に来て自由に帰れるというとい

う良さの間で答えが出せず、悩みつつ今のスタイルで進んでいる。 

・活動にはまる子どもは、強い意志で継続したり、全部のチャレンジタイムに参加したりして、

サポーターの励みになっている。 

（２） 学童保育との一体的運営 

・あびっ子クラブがはじまる前に父母とは何度も話し合いを持った。 

・学童保育は学校内に専用施設があるが、あびっ子クラブには自由に参加できる。 

・学童保育スタッフとあびっ子クラブのスタッフは 1 週間ごとに交代（責任者以外）する。今

年度 5 月に話し合って、それまでの日替わり交代だったが変更した。日替わりは忙しい。週

替わりにスタッフが交代する今の形が働きやすい。 



記入日： 記入者：

事業名

運営主体

事業の目的

活動場所

1　将棋 月（　１　）回

2　おはなし 月（　２　）回

3　お習字 月（　２　）回

4　お箏 月（　２　）回

5　ショートテニス 月（　１　）回

6　パターゴルフ 月（　４　）回

7　護身術 月（　１　）回

8　けん玉・折紙・大正琴 月（　１　）回

小学生を対象に、学校施設を活用して、放課後や土曜日など子どもたちが安全に安心して過ごすことができる子どもの居場所
を提供する。

合      計  　　　　　　５９　 名

一日平均　　　　　　　　５　名コーディネーター　　　　　     １  名           スタッフ　　　　　      １０名
ボランティア        　　　      ４８ 名

登録制（　　　）自由参加（　○　）

主なプログラム
（活動内容）

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

登録制（　　　）自由参加（　○　）

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

登録制（　　　）自由参加（　○　）

登録制（　　　）自由参加（　○　）

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

登録制（　　　）自由参加（　○　）

登録制（　　　）自由参加（　○　）

登録制（　　　）自由参加（　○　）

スポーツ・
文化活動

（主催者が準備する教
室・講座など）

登録制（　　　）自由参加（　○　）

子どもの登録
人数･参加者

平日

          男の子 　　　　      名　　女の子 　　　　       名　男女別は不明

1年生　　　　    ８８　名　　　2年生　　　　　   ９８ 名　　3年生　　　　  ８１ 名

4年生　　　　　  ８１  名　　　5年生　　　　　   ６４ 名　　6年生　　　　 ５６ 名

その他（内訳：　特別支援学校生　　　　　　　　　　　　）　　　　　    １   名

　
全校生徒　　　　　　  ６０４ 名

子ども教室参加者（登録者）
合      計　　　　　　４６９ 名

一日平均　　約　４０ 名

年間の活動日数

２８３日（Ｈ２１年度）

放課後子ども教室��データシート

具体的内容　（当てはまるところに○や数字を入れ、この他に実施の取り組みや必要箇所をお書き下さい）

・スタッフが遊びをリードする（　　　）
・遊びは子どもにまかせる（　○　）
・主体的な遊びをひきだす工夫をしている（○　）
・中高大学生・若者が一緒に遊ぶことを重視している（　　　）
・その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

一小あびっ子クラブ

我孫子市役所子ども支援課　(　・行政直営　 )

事業に参加
する大人の

構成

            常   勤　 　　　　       名            非常勤　　　　　      １１ 名

活動日（曜日）
･活動時間

休日＆休業日

下校時～１７：００
冬期　下校時～１６：３０
　　　　下校時～１６：００

１０：００～１７：００
冬期　１０：００～１６：３０
　　　　１０：００～１６：００

2010年　　　　11月　　　　5　日 古高　すま子

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

年間　　５００円
メインルーム・図書室・体育館・地域交流教室

校庭など
参加費用

（子ども一人分）

自由遊び 子どもに人気の遊びの種類・特徴をお書き下さい。
　・カプラ（木製ブロック）による制作　　　・マットを使っての自由遊び
　・人生ゲームやオセロ、ウノ、坊主めくりなどのゲーム
　・ドッジボール　・ミニサッカー？　・バトミントン　・なわとび（長なわ、短なわ）　・バスケット
    ボール
　・いろいろなおにごっこ
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年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　２　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

その他

子ども主体の
組織（あれば）

事業の課題

将来のビジョン

力を入れている順番に番号をつけてください。

活動内容の
位置付け

・学習アドバイザー：設置（　　　　名）　　 設置していない（　○）　  設置予定あり（　　）
・学習アドバイザーの属性：元教員（　　） 地域人材（　　） 学生（　　） その他（　　）
・学習アドバイザイーは、
　 【子どもに積極的に教える（　　）・子どもに聞かれたら教える（　　　）】

・事業に勉強・学習を位置づけている （　　）　 いない（○　）
・宿題をする時間を設けている　　　　 （　　）　 いない（○　）
・子どもが勉強したい時にする　　　　　（○　）
・宿題以外に独自の教育内容を準備している（　　）
・その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

主なプログラム
（活動内容）

その他（具体的にお書き下さい。）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

キャンプ（宿泊体験）              （　　　）

農業・栽培活動　                   （　　　）

行事・
イベント

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

体験活動

・市内の全小学校にあびっ子クラブを設置していく。（子ども支援課）
・サポーター（ボランティア）同士の横のつながりを強め、もっと積極的に運営にかかわっていただける
  ようにする。

安全管理
事故対応：小さな怪我（擦り傷など）は、「けがのお知らせ」に記入し、保護者に渡す。
　　　　　　　医者にかかる必要があるような事故については、定められた方法で、役所、保護者に連絡し
               対応する。

・チャレンジタイムに参加した児童に、どの程度まで要求していくのか指導者の悩みである。
　（・体験だけでいいのか？おけいこ事のようにさらなる上達を目指すのか？また、自由参加であるので、
      継続して同じチャレンジタイムに参加できない子どもも多く、指導の仕方に悩む時もある。）
・日々の参加人数の変動や、いろいろな子どもたちが入れ替わり参加することにより、施設としての安定
  した雰囲気を作りにくい。

勉強・学習

日常安全管理：施設の安全管理は、学校の毎月のチェックに従って行っている。
　　　　　　　　　　室内の遊具については、時々点検する。
　　　　　　　　　　危険な行為は、すぐにやめさせるよう、スタッフ同士で徹底している。

自由遊び（　１　）　　　スポーツ・文化活動（　２　）　　　体験活動（　　　）　　　行事・イベント（　　　）

勉強・学習（　　　）　　その他（　　　　：具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

自然体験活動・野外体験活動　 （　　　）

社会体験･地域交流体験など    （　　　）

職業・仕事体験活動　             （　　　）

遊び大会　　　　　                  （　○　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

子どもが計画して取り組む行事がある（　　）　ない（○　）
その内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・季節の行事・イベント（餅つき大会、クリスマスパーティなど）（　　　）
・歓迎会・送別会（　　　）
・運動会（　　　）
・その他（年末の｢ﾐﾆしめ飾り作り」など、季節限定のものはあるが、上記のようなものはない　）
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あ び っ 子 ク ラ ブ は 、 千 葉 県 我

孫 子 市 で 2 0 0 7 年 度 に 市 立 我

孫 子 第 一 小 学 校 に 設 立 さ れ た 最

初 の 放 課 後 子 ど も 教 室 で あ る 。

卒 業 生 の 中 高 校 生 や 地 域 の 人 た

ち の 協 力 と 子 ど も 主 体 の 支 え 方

で 子 ど も た ち が 元 気 に 育 っ て い

る 。 そ の 様 子 を 取 材 し た 。

（ 取 材 ・ 文 ／ 有 馬

　
正 史 ）

み は 高 学 年 が 多 く 参 加 し ま す 」 。 さ ら に 、 「 学 童

保 育 室 が 別 に あ る が 、 最 近 そ の 子 ど も た ち が あ び

っ 子 に 流 れ る 現 象 が 発 生 し て い る ん で す 」 と 言 う 。

あ び っ 子 に 参 加 し た 児 童 は 、 自 由 に 遊 ぶ 中 で 自 立

で き る よ う に な り 、 1 人 で 家 に 帰 っ て カ ギ の 開 け

閉 め を 任 せ て も 安 心 で き る と い う こ と が そ の 理 由

の よ う だ 。 あ び っ 子 の 運 営 ス タ ッ フ に は 、 コ ー デ

ィ ネ ー タ ー 、 ス タ ッ フ 、 サ ポ ー タ ー （ 地 域 の 方 の

有 償 ボ ラ ン テ ィ ア ） が い る 。 フ リ ー タ イ ム と チ ャ

レ ン ジ タ イ ム が あ り 、 ど

ち ら に も サ ポ ー タ ー が 協

力 し て く れ る 。 フ リ ー タ

イ ム は 常 設 で 、 メ イ ン ル

ー ム の 他 、 図 書 館 、 体 育

館 、 運 動 場 を 使 い 、 子 ど

も た ち は 自 由 に 遊 ぶ こ と

が で き る 。 コ ー デ ィ ネ ー

　
取 材 当 日 、 第 一 小 で 我 孫 子 市 役 所 子 ど も 部 子 ど

も 支 援 課 放 課 後 対 策 担 当 の 相 良 輝 美 さ ん に 話 を 聞

い た 。 「 我 孫 子 市 に は 児 童 館 が な か っ た た め 、 児

童 館 機 能 を 持 た せ た 常 設 型 の 放 課 後 子 ど も 教 室 と

し て あ び っ 子 ク ラ ブ を 開 設 し ま し た 。 09 年 5 月 24

日 現 在 、 児 童 数 6 0 5 人 の 内 、 登 録 者 数 は 4 5 9

人 で 約 76 ％ 、 1 日 平 均 約 30 人 が 参 加 し 、 特 に 夏 休

卒 業 生 や 地 域 の 力 で 子 ど も た ち を 育 む

■ 我 孫 子 市 放 課 後 子 ど も 教 室 「 あ び っ 子 ク ラ ブ 」 （ 千 葉 県 ） ■  2
01
0.
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タ ー の 古 髙 す ま 子 さ ん に よ る と 、 「 遊 び は 自 由 に

工 夫 し て 、 自 分 た ち の 感 覚 で 学 年 入 り 交 じ っ て 遊

ん で い ま す ね 」 と い う こ と だ 。 チ ャ レ ン ジ タ イ ム

は 、 お 習 字 、 シ ョ ー ト テ ニ ス 、 パ タ ー ゴ ル フ な ど

が 随 時 組 ま れ る 。 子 ど も た ち の 参 加 は 自 由 で 、 サ

ポ ー タ ー は 子 ど も た ち に 教 え 込 む こ と は し な い 。

相 良 さ ん に よ る と 、 「 例 え ば 、 お 習 字 の 指 導 者 は

ま ず 自 由 に 丸 や 文 字 を 書 か せ て 、 上 手 に 書 き た い

と 言 わ れ れ ば サ ポ ー ト し て い ま す 」 と 言 う 。

　
古 髙 さ ん か ら 全 体 の 運 営 姿 勢 に つ い て 聞 い た 。

「 こ こ で は ポ ツ ン と し て い る 子 が 少 な く な り ま し

た 。 そ ん な 子 ど も が い た ら 、 ス タ ッ フ が 声 を か け

る よ う に し て い ま す 。 し か し 、 ち ょ っ と 離 れ て 遠

目 に 見 る こ と も 大 事 で す か ら 、 あ ま り 構 い す ぎ な

い よ う に し て 、 今 は 安 全 面 を 中 心 に 見 て い ま す 」 。

ま た 、 「 こ の 頃 気 を つ け て い る こ と は 、 先 回 り を

し な い と い う こ と で す 。 子 ど も た ち 同 士 が け ん か

を し そ う に な っ た と き 、 以 前 は 先 回 り し て 注 意 し

て い ま し た が 、 今 は 、 こ の 場 に 先 回 り は ふ さ わ し

く な い と 思 う よ う に な り ま し た 。 帰 る ま で に は 子

ど も 同 士 で 解 決 し て も ら

う よ う に 、 ス タ ッ フ み ん

な で 心 掛 け て い ま す 」 と

言 う 。 自 然 の 流 れ の 中 で

子 ど も 自 身 が お 互 い に ぶ

つ か っ た り 、 回 避 し た り

し な が ら 、 相 手 の こ と を

理 解 し 、 関 係 を 修 復 す る

こ と も そ の 子 の 生 き た 学

び に つ な が る と 感 じ て の こ と の よ う だ 。

　
さ ら に 、 古 髙 さ ん は 、 低 学 年 と 高 学 年 の 体 力 差

に も 気 づ い て い て 、 「 特 に 高 学 年 の 子 ど も た ち は

夏 休 み に な る と サ ポ ー タ ー 登 録 し た 中 高 校 生 と 一

緒 に 激 し い 遊 び が で き て 満 足 度 が 高 ま る よ う で す 」

と 話 す 。 高 学 年 の 子 ど も た ち 自 身 も 上 級 生 と 思 い

っ き り 遊 び た い の だ 。 春 休 み や 夏 休 み の 長 期 休 業

日 に な る と 高 学 年 が 増 え る 理 由 の 1 つ は こ こ に あ

っ た 。 あ び っ 子 ク ラ ブ は 、 子 ど も の 目 線 で そ の 思

い に 沿 い な が ら 、 彼 ら の 体 験 を 大 事 に 育 て て い く

放 課 後 子 ど も 教 室 で あ っ た 。
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すぎっ子くらぶ 

杉並区立杉並第一小学校 ： 東京都 

放課後子ども教室責任者 ： 伴野博美さん 

インタビュー ： 2010 年 11 月 30 日 

取材者 ： 増山 均、齋藤史夫、梅津亜衣子、有馬正史 

 

 

 

 

 

 

●学校選択の基準の一つに位置付けている。 

「すぎっ子くらぶ」がある杉並第一小学校は、ＪＲ中央線沿線の駅前にある非常にアクセスの良い便利

な場所にあります。そして、杉並区では隣接する小学校数校の中から学校を選ぶことができる学校希望

制度を実施しているため、従来の校区を超えた隣接地域からも子どもが通学してきます。そのため、保

護者が学校を選ぶ基準の中に「すぎっ子くらぶ」も含まれるので、学校からの期待もあります。また、

地域運営学校として注目されており、学校支援本部＜杉一プラン＞の中に放課後の居場所活動として、

「すぎっ子くらぶ」の活動が位置づけられています。「すぎっ子くらぶ」のコーディネーターである伴野

さんは学校支援本部長でもあります。 

 

●子どもの様子をスタッフが共有している。 

昔の路地裏遊びのような自由な空間をつくることを目標にしており、大人が設定した遊びではなく、

子どもたちの自発的な遊びを尊重しています。したがって、スタッフから遊びを子どもたちに提供する

ことはしていません。スタッフは、母歴 15 年以上の見守りスタッフ（このうち４人は常勤スタッフ）

と、学生を中心とした遊びスタッフがおり、ローテーションで活動しています。常勤スタッフを置くこ

とで、日々の子どもの変化をわかるようにしています。また、スタッフ間の共通認識（けんかの対処法

など）をしっかり取っていることや、毎日簡単なミーティングを行い、その日の出来事を共有している

ことも特徴です。砂を人にかけて叱られていた子どもが、違う場所ではマットの片づけをしていたなど、

スタッフ間で情報を共有することで、子どもを多面的に見ることができています。 
 

●学校と密接な連携。 

また、学校との連携、係わりも多くとっています。校長は全面的に「すぎっ子くらぶ」の活動に協力

しています。子どもの変化やいじめの芽を見つけると、すぐに担任教師に報告し、教師や保護者から感

謝されることもあるそうです。 
 

遊ぶ子どもたちの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビューまとめ 



 

 
 

Ⅰ．子どもの主体的な遊び 

（１） 子どもが主体的に遊びをつくることを大切にしていますか？ 

大切にしている場合、その理由は何ですか？ 

・大切にしている。遊びは大人がプロデュースするものではない、子どもが自分たちで作っていく 

ものだと思っている。 

・子どもたちが昔の路地裏遊びのような自由な遊び（本来の子どもの遊び）ができなくなり、また、 

大人が係わらないと遊べないようになり（監視や人数制限）、更にゲーム機がなければ遊べない 

ようになったことに疑問を感じている。 

・ゲーム機は大人の営利目的でつくられたものであり、子どもたちが自由に遊ぶことのできるもの 

ではないと考えている。 

（２） 子どもが面白い、楽しいと感じている遊びは何ですか？（遊びの種類とその中身） 

・校庭に出て、サッカーやドロケイなどの体を動かして遊ぶものが好き。 

・室内に残る子どもは折り紙や、グループになって「ごっこ遊び」を行っている。 

・子どもの遊びが昔の遊びに戻っているような感じがする。 

・クラス単位でしか遊べなかったのが、他学年と遊び、上の子が下の子に教えるようになった。 

（３） 子どもの声・意見を聞いたり、活動に反映するプロセスを大切にしていますか？ 

・子どもの意見から活動が変化したことは今までない。 

子どもの声・意見によって実現したこと・変わったことはありますか？ 

・児童館開催のイベントで、学校では他の生徒とコミュニケーションが取れていなかった子が、折 

り紙がとても上手だったので、その子を先生にして「折り紙講座」を企画した。それによってすぎ 

っ子くらぶのみんながその子を認めるようになり、折り紙ブームになった。その後、みんなで作っ 

た折り紙を児童館のイベントで「すぎっ子くらぶショップ」というお店を出して販売したことがあ 

る。 

 

Ⅱ．スタッフ・協力者と事業との係わり 

（１） スタッフ・協力者のみなさんは子どもからなんと呼ばれていますか？ 

・子どもにとって大人は「先生」にあたるため、「○○先生」と呼んでいる。 

・親しみを込めた呼び方（「○○さん」など）でも呼ばれている。 

・呼び捨てする時は注意をするようにしている。 

（２） 子どもと接する時に心がけるようにスタッフ・協力者に伝えていることはどんなことですか？ 

（特に重視すること、基本的な心構えなど） 

・「○○しなさい」という指示の言葉は極力しないようにしている。 

・仲間作りに反したことは厳しく叱るようにしている。 

・１対複数のけんかはやめさせる。１対１のけんかはとことんやらせる。 

（３） 中高生や若者が事業に参加していますか？ 

・よく参加している（男 4人女 2人）。 

・小学生の時、手のかからなかった子どもは来ず、他の子より手がかかった子どもがよく戻って 

きて参加している傾向がある。 

・すぎっ子くらぶ卒業生以外の中高生が来たことは今のところいない。 

参加してもらうためのはたらきかけを行っていますか？（具体的に） 

・基本的にはしていないが、卒業式などの催しで「寂しくなったら、ブラっと寄ってね」などと誘 

うことはある。 

 

インタビュー内容 



 

中高生や若者にどのような役割を期待していますか？期待通りになっていますか？ 

・サッカーなどの激しい遊びを一緒にしてくれる。 

・中高生たちを見習いたいと子どもたちが思ってくれること、楽しい思いをした子どもたちが卒 

業後に戻ってきてくれることを願っている。 

・大人になった時に、自分の地域で「すぎっ子くらぶのような子どもたちの居場所になる場を作っ 

ていきたい」と思ってもらえるような子になってほしい。 

 

Ⅲ．保護者・学校・地域との係わり 

（１） 保護者は、どのように係わっていますか？また、どのように係わってもらうことを期待していますか？ 

・今の保護者には期待はしていない。（保護者が自分で子どもの遊ぶ場を作ればいいが、それがで 

きず、ここにゆだねている） 

・子ども一人ひとりが持つ連絡帳を通してやりとりを行っている。 

（２） 学校との係わりの現状はどのようなものですか？ 

・学期初めに学校とすぎっ子が一緒に集まって会議をする。そこで共通認識の確認をする。 

校長先生、その他の教職員の方々との係わりは？ 

・いじめの芽を発見した時はすぐに担任の先生に報告する。10 分程度の休み時間では子どもの変 

化に気づきにくいこともあるが、すぎっ子くらぶは２時間近く一緒に遊ぶため、変化を見つけや 

すい。 

・各スタッフが多面的（いたずらをしたこと、手伝いを率先して行ったことなど）に子どもを観察 

し、その事実を担任に報告する。 

・トラブルだけではなく、良いことも担任に報告するようにしている。 

・校長は全面的に協力してくれている。施設を使用するのも校長の許可がなければできないこと。 

事故が起きては困るので子どもを早く学校から出したいと考える校長もいるようだが、この学校 

の校長は「責任を負う」と言い、協力してくれている。 

学校から期待されていると感じることはありますか、それはどんなことですか？ 

・子どもの報告をした時に、好意的に受け取ってくれるようになり、連携が取りやすくなった。 

・学校希望制なので、すぎっ子くらぶも選択の規準になっている。 

（３） 地域との係わりで重視していることはなんですか？ 

・常勤スタッフが門まで送り、地域の人に声かけをすることもある。 

・朝先生プログラム（朝の 10 分間に勉強や読書をする「杉並学習」という時間を設け、地域の方々 

が各クラス一人ずつ担当し子どもたちを見守る）があり、下校時に暗い道を見守りしてくれる地 

域の方もいる。 

・地域の活動に子どもたちが参加することはない。 

 

Ⅳ．主体的な遊びを大事にすることによって子どもは成長しているか 

（１） 今までの事業の中で特に印象に残った、子どもが成長したと思う出来事はどんなことですか？ 

（子どもが持っている力を感じたこと・思わぬ子どもの姿にびっくりしたこと・子どもの成長を実感したこと

など） 

・自立の年齢が早くなった。２年生の子どもたちが、友だちを想って喧嘩したことがあり、それを 

見て感動した。３年生くらいになると、自分のことだけでなく友だちのことも考えられるように 

なるが、２年生という早い段階でこのことが起きたことが嬉しかった。 

・すぎっ子くらぶに入るには必ず事前に体験してもらっているが、体験で場を荒らす子がいて、入 

会を断ったことがある。しかし、すぎっ子くらぶに入りたい思いが強く、先生や親が頼みに来て 

入会させることにしたが、その後率先して下級生が片付け忘れたおもちゃを片付けていた。 

 



 

（２） 子どもの仲間関係・集団関係は変化して来ましたか？具体的に。 

・最初 1人だった子が折り紙をきっかけにみんなと遊ぶようになった。 

・新聞紙とビニール袋で作った網のようなもので、プールによじもぼりカエルを取ろうとした子 

どもたちがいた。子どもたちの安全を考えると危険なので叱ったが、「昔、路地裏遊びでやって 

いたなぁ」と微笑ましかった。 

（３） 子どもの遊びにおけるけがや事故、けんかやいじめなどのトラブルをどのように考え、対応しています 

か？ 

・看護師が常勤スタッフにいるので対応は任せているが、首から上の事故はどんなに小さなこと 

でも校長に報告することになっている。 

・登録の時に主治医を書いてもらうようにしている。 

・その日起きたことは連絡帳に書いて保護者に伝えるようにしている。親の連絡も連絡帳を通して 

やりとりをする。 

介入する場合の基準はありますか？ 

・けんかの場合、子どもなりの原因があるのでそれを解決するまで子どもたちに任せる。しかし、 

暴力になった時や、女の子のけんかは早めに介入するようにしている。（女の子のけんかは過 

去にさかのぼることが多い。） 

特に印象に残る出来事はどんなことですか？ 

・歯を折る子どもが多いことに驚いた。（転んだ時に手が出ない子が多いということ。） 

（４） （１）～（３）などを通じて、この事業に参加する前と後では、子どもに対する見方は変わりましたか？ 

・大人が決め付けた既成概念の子どもとは大きくはずれてきた。子どもはしっかりと自分を持っ 

ているし、大人のこともよく見ていることがわかった。それは自由遊びだからこそ見えてきた 

と思う。 

（５） 子どもの遊びの必要性についてどう思われますか？ 特に、主体的な遊びは必要だと思いますか？ 

・主体的な遊びは必要だと思う。 

・遊べば遊ぶほど、人との距離間や社会を認識していけると考えている。ここでの遊びが社会に出 

てから人との関係をうまく保っていけると感じている。 

・子どもたちは子どもたちなりに人との係わりの中でルールを学んでいくと思う。それが遊びの中 

で芽生えていくと考えている。 

 

Ⅴ．その他のお話 

（１） スタッフについて 

・見守りスタッフと遊びスタッフでは子どもとの係わり方が異なる。遊びスタッフは、子どもたち 

と思いっきり遊び、見守りスタッフは子どもを多面的に見ることを意識している。 

・スタッフ間の情報共有を、毎日終了時に行うようにしている。 

・見守りスタッフはＰＴＡ関連の方や口コミで集まった方で運営されている。 

 

（２）学習について 

・保護者から「もっと勉強をやらせてくれ」という要求はあるが、スタッフから学習を促すことは 

一切しない。 



記入日： 記入者：

事業名

運営主体

事業の目的

活動場所

１　英語 月（　８　）回

2 月（　　　）回

3 月（　　　）回

4 月（　　　）回

5 月（　　　）回

6 月（　　　）回

7 月（　　　）回

8 月（　　　）回

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）登録制（　　　）自由参加（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

2010年　　　　１１　　月　　　２３　　　日 （　　　　伴野 博美　　　　　　）

無料（　○ ）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

なし　但し、おやつ代　１日５０円多目的室 ・ 図書室 ・ 体育館 ・ 校庭
参加費用

（子ども一人分）

自由遊び
子どもに人気の遊びの種類・特徴をお書き下さい。

野球・サッカー・一輪車・大縄跳び　紙遊び

活動日（曜日）
･活動時間

休日＆休業日

月　～　金　( 週 ５日 ) 基本 活動は無し

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

キャンプ（宿泊体験）               　（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

放課後子ども教室��データ�ー�

放課後子ども教室すぎっ子くらぶ　　　　

(　・行政直営　 　○・行政からの委託　 　・その他                                                )

事業に参加
する大人の

構成

            常   勤　 　　　４　　    名            非常勤　　　　１０　　　  名

具体的内容　（当てはまるところに○や数字を入れ、この他に実施の取り組みや必要箇所をお書き下さい）

・スタッフが遊びをリードする（　　　）
・遊びは子どもにまかせる（　○　）
・主体的な遊びをひきだす工夫をしている（　　　）
・中高大学生・若者が一緒に遊ぶことを重視している（　○　）
・その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

登録制（　　　）自由参加（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

スポーツ・
文化活動
（主催者が
準備する教
室・講座な

ど）

子どもの登録
人数･参加者

平日

             男の子 　　　９５　　　  名　　　　　    女の子 　　　９２　      名

1年生　　　　４８　   名　　　2年生　　　　３４　    名　　3年生　　　　３８　  名

4年生　　　　２８　   名　　　5年生　　　　２６　    名　　6年生　　　　１３　  名

その他（内訳：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　）　　　　　       名

　
全校生徒　　　３９５　      名

子ども教室参加者
合      計　　　１８７　　　　名

一日平均　　　　９０　　    名

年間の活動日数

約 ２００日

主なプログラム
（活動内容）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

安全なお且つ、安心な居場所をこどもに提供する。

合      計  　　　１４　　　　名

一日平均　　　　　８　　　　名コーディネーター　　　　１　　　 名           スタッフ　　　　１３　    名
ボランティア        　　　　       名

登録制（　　　）自由参加（ ○　）

- 46 - - 47 -



年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

その他

子ども主体の
組織（あれば）

事業の課題

将来のビジョン

日常安全管理：下校時は、門までスタッフが責任をもって送り出します。

自由遊び（　○　）　　　スポーツ・文化活動（　　　）　　　体験活動（　　　）　　　行事・イベント（　　　）

勉強・学習（　　　）　　その他（　　　　：具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

自然体験活動・野外体験活動　  （　　　）

社会体験･地域交流体験など     （　　　）

職業・仕事体験活動　               （　　　）

遊び大会　　　　　                   　（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）農業・栽培活動　                     （　　　）

事故対応：看護士が１名おり、怪我等への初期対応処置はしています。

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

勉強・学習

行事・
イベント

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

安全管理

体験活動

子どもが計画して取り組む行事がある（　　）　ない（　○ ）
その内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・季節の行事・イベント（餅つき大会、クリスマスパーティなど）（　　　）
・歓迎会・送別会（　　　）
・運動会（　　　）
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（具体的にお書き下さい。）

力を入れている順番に番号をつけてください。

活動内容の
位置付け

・学習アドバイザー：設置（　１　名）　　 設置していない（　　）　  設置予定あり（　　）
・学習アドバイザーの属性：元教員（　　） 地域人材（　○　） 学生（　　） その他（　　）
・学習アドバイザイーは、
　 【子どもに積極的に教える（　　）・子どもに聞かれたら教える（　○　）】

・事業に勉強・学習を位置づけている （　　）　 いない（○）
・宿題をする時間を設けている　　　　 （　　）　 いない（○）
・子どもが勉強したい時にする　　　　　（○　）
・宿題以外に独自の教育内容を準備している（　　）
・その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

主なプログラム
（活動内容）
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瀬ヶ崎小学校放課後キッズクラブ 

横浜市立瀬ヶ崎小学校 ： 神奈川県 

財団法人横浜市青少年育成協会 

瀬ヶ崎小学校放課後キッズクラブ主任指導員 ： 船越 瞳さん 

インタビュー ： 2010 年 12 月７日 

取材者 ： 増山 均、齋藤史夫、申 東華、 楊 蘇、有馬正史 

 

 
遊ぶ子どもたちの姿 

  

 

●「失敗も大切な学び」「地域との係わりを重視」している。 

「今の子どもは失敗を恐れる。失敗する経験が少ない。遊びだから失敗しても大丈夫。失敗を体験して

もらいたい」との考えから、子どもに遊びを任せているとのことです。今回調査した 5校の中でも、一

番若いコーディネーターである 30代の船越瞳さんは、運営者として必要に応じて子どもたちの目線に合

わせて、子どもたちと毎日を過ごしています。 

ここの特徴的な活動に「シカケ屋」があります。やりたい遊びを企画したい児童たちが「シカケ屋」

グループを作り、やりたい時にキッズクラブの児童に提案し、仲間を募集します。準備の段階から子ど

もたちに任せ、船越さんも子どもたちと一緒にミーティングに参加してメンバーの一員として話し合い

をしたり、作ったりしながら一緒に成功や失敗の体験を味わっています。これまで、カブトムシを育て

る班やカッパ班などが活動しました。この他、今までしたことのないことを体験させたいと「ビーズ教

室」や「囲碁教室」も開いています。そこは地域の方が教えており、異年齢交流やいろいろな人との係

わりも体験させたいと考えています。瀬ヶ崎小学校には中学生や高校生たちが遊びに来ています。 
●子どもたちとともに積極的に地域に出ていく。 

船越さんは、子どもたちが主体的に遊びに取り組むようにいろいろ仕掛けています。将来的には、施

設がなくても自分で遊べるようにしたい、キッズクラブ以外のところも安全安心な環境であるようにと、

積極的に子どもたちを外に連れて行っています。このような思いで出来たのが「瀬ヶ崎探検隊」です。

「瀬ヶ崎探検隊」では、地図を持って地域を探検しに出かけます。ただの散歩の時もあれば、公園を探

しに行ったり、地域のお祭りに行ったり、地域と係わりを作っています。キッズクラブだけが子どもの

遊び場ではない。地域にも子どもの遊びはある。地域の方に瀬ヶ崎小の子どもたちのことを知らせ、子

どもたちにも地域の方を知ってもらいたいと、子どもの遊びをいろいろな視点から見ていると言います。 
●子どもたちと一緒に成長する。 

時には子どもたちにとって先生みたいな存在、時にはいいお姉さん、時には友だちのような関係です。

若いだけに子どもたちと一緒に物を作ったり、遊んだり、いろいろな人と出会う中で自分自身も一緒に

成長していると船越さんは言っています。いろいろなことを体験している個性溢れるクラブでした。 

インタビューまとめ 



 

 

 

Ⅰ．子どもの主体的な遊び 

（１） 子どもが主体的に遊びをつくることを大切にしていますか？大切にしている場合、その理由は何です

か？ 

・大切にしている。キッズクラブは遊びと生活の場であり、保育というよりは遊びの体験をサポー 

トして、自分たちで遊びが作れるようにしていきたい。 

・施設がなくても自分で遊べるようになることが将来的な目標なので、経験や体験を重視している。 

（２） 子どもが面白い、楽しいと感じている遊びは何ですか？（遊びの種類とその中身） 

・ドッジボール 

・サッカー 

・追いかけ遊び 

・トランプ・カードゲーム 

・おいしい研究室（御菓子づくり）：御菓子、食事等を作って食べる。 

・物をつくる（ビーズ作り）：男の子も結構参加している。（月 2回 レベル別） 

・あやとり、紙工作、シュシュ作りなど 

（３） 子どもの声・意見を聞いたり、活動に反映するプロセスを大切にしていますか？ 

・大切にしている。 

・何よりも子どもの「やりたい気持ち」を大事にしている。 

・子どもたちは、お祭り、水遊び、食べる、暗い、が好き。子どもたちから希望する声が出たら一

緒にする。準備の段階から子どもに任せる。 

子どもが準備から係わること、意見を出して実現することなどにおもしろさ・楽しさを見つけていますか？ 

・充実感を味わっている。（成功、失敗の体験） 

・シカケ屋によるいろいろな班ができている。カブトムシを育てる班、カッパ班など。 

子どもが、遊びや企画を実現する時に責任や役割を果たしたり・協力して実現したりしていると思います

か？子どもはそのことに魅力を感じていますか？ 

・まだまだ未熟だが、少しずつ良くなっている。 

・自分の意見が言えない子が多い。 

・目標は、大人が係わらなくても子ども自身で進めるようにすること。 

子どもの声・意見によって実現したこと・変わったことはありますか？ 

・積極的に実現することを目指している。 

・やりたいなら準備からやる。お菓子作り、お祭り、お化け屋敷等。 

・失敗して泣いていた時、真剣に考えていると感じた。 

 

Ⅱ．スタッフ・協力者と事業との係わり 

（１） スタッフ・協力者のみなさんは子どもからなんと呼ばれていますか？ 

・あだ名「ふなちゃん」もしくは船越さんと呼ばれている。 先生という呼び方はしない。しかし、ビーズなど

を教えるときには先生と呼んでいる。 

 

（２） 子どもと接する時に心がけるようにスタッフ・協力者に伝えていることはどんなことですか？ 

（特に重視すること、基本的な心構えなど） 

・人権尊重 

・よく観察（観察第一） 

・月１回会議 

 

インタビュー内容 



 

（３） 中高生や若者が事業に参加していますか？ 

・教育学系の大学生がいる。 

・高校生のボランティア。 

・中学生が校庭に遊びにくる。 

参加してもらうためのはたらきかけを行っていますか？（具体的に） 

・探検隊で地域の学園祭に行ったとき大学生のサークルをみて声をかけた。 

中高生や若者にどのような役割を期待していますか？期待通りになっていますか？ 

・身近な先輩として、背中を見せてほしい。 
・子どもたちは憧れや興味のほか、怖い、緊張するということもある。 

 

Ⅲ．保護者・学校・地域との係わり 

（１） 保護者は、どのように係わっていますか？また、どのように係わってもらうことを期待していますか？ 

・保護者の係わりは少ない。子どもの遊びの場なので、保護者が主役になるようなことはしていない。し

かし、協力依頼の声かけたら参加してくれる保護者もいる。（探検隊の引率とか ビーズ教室にも参加） 

・キッズクラブニュースを月に１号、全校児童に配布している。 
 

（２） 学校との係わりの現状はどのようなものですか？ 

・協力を得ている。空き教室とか空いていれば使わせてもらえる。 

・情報交換も活発にしている。 

校長先生、その他の教職員の方々との係わりは？ 

・相談をさせてもらうこともあるし、情報提供もしてもらえる。 

学校から期待されていると感じることはありますか、それはどんなことですか？ 

・放課後の子どもの居場所として。 

・子どもの人間関係などの情報提供。 

学校に期待することは何ですか？ 

・期待というより、時間を区切って区別視する学校もあるが、この学校では学校や地域が「同じ地

域の子」と見てくれているので、感謝している。 

    

（３） 地域との係わりで重視していることはなんですか？ 

・地域に知ってもらう。子どもたちにも地域を知らせていく。お互い知り合っていこう。 

・キッズクラブ以外のところでも安全安心な環境になるように、積極的に外に出て行っている。 

放課後子ども教室が地域から助けられていると感じること。 

・登下校時に声をかけてもらっている。情報も寄せてくれている。 

・ビーズ教室等にも来てくれている。 

放課後子ども教室を通じて、地域が変わってきたと思うこと。 

・そのような状況はまだない。 

・地域に参加させていただいている。地域にも活用してもらいたい。 

・子どもたちが何かをしたいという時、学校と同じ役割は期待しないでほしい。 

 

Ⅳ．主体的な遊びを大事にすることによって子どもは成長しているか 

（１） 今までの事業の中で特に印象に残った、子どもが成長したと思う出来事はどんなことですか？ 

（子どもが持っている力を感じたこと・思わぬ子どもの姿にびっくりしたこと・子どもの成長を実感したこと 

など） 

・失敗の体験を含めて、実感をともなった体験。考えることと実際にやる時の差も体験してもらう。 
 



 

（２） 子どもの仲間関係・集団関係は変化して来ましたか？具体的に。 

・キッズクラブは出会いの場にはなっているが、まだ具体的な変化はない。いろいろなところで出

会いがある。しかし、キッズクラブの中だけでという意味ではない。ここだけがすべてではない。

ここは遊びの場と考えている。 
（３） 子どもの遊びにおけるけがや事故、けんかやいじめなどのトラブルをどのように考え、対応していますか？ 

・基本は，本人たち任せ。スタッフは、経過観察と状況把握。をこころがけている。 

介入する場合の基準はありますか？ 

・原因がわかるけんかであれば、大きいけがにならないと思われる限りは見ている。 

特に印象に残る出来事はどんなことですか？ 

・大きいトラブルもあったが、解決されて、大事に至ったことはない。 

 

（４） （１）～（３）などを通じて、この事業に参加する前と後では、子どもに対する見方は変わりましたか？ 

・だんだんわかってきた。 

・幅広い年齢層と係わっているので、船越さんの世界が広がったと言う。 

・子どもたちの受け入れ、運営の面で難しいことがたくさんある。地域・保護者との係わり、安全

管理と自主性のバランス、児童の育成と保護者の要求のバランスなど。 

・子どもたちが思い切り遊び、真剣にいろいろなことを感じられる環境を作ることで、結果、子ど

もたちが主体的に遊ぶことができるようになるようなサポートをする。 

 

（５） 子どもの遊びの必要性についてどう思われますか？ 特に、主体的な遊びは必要だと思いますか？ 

・主体的な遊びは必要だ。 
・遊びというのは必ず結果を出さなければならないものではなく、自由度の高い活動だ。 
失敗を体験してもらいたい。今の子どもは失敗を恐れる。失敗する経験が少ない。 
失敗しても許してもらえる体験が大事。 

・子どもが自分でしっかりした考え方を持たないと、いくら人数が集まっても具体的な遊びにはつ

ながらない。個が育つからこそ、集団が成り立つ。 
 

 
 

 

 

 



記入日： 記入者：

事業名

運営主体

事業の目的

活動場所

1　囲碁クラブ 月（　2　）回

2　ドッジボール基礎講座 月（　2　）回

3　おいしい研究室 月（　　　）回

4　ビーズのアトリエ 月（　　　）回

5　瀬ヶ崎探検隊 月（　　　）回

6　ドッジボール 月（　　　）回

7　このゆびとまれ！ 月（　　　）回

8 月（　　　）回

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

2010年　11月　　　8日 （　　船越　瞳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

・全児童　 500円/年（傷害見舞金制度負担金）
・17時以降参加児童
　　5000円/月　＋100円/1回(おやつ代）
※17時以降には単発の利用もあり
    800円＋100円／1回
・プログラム参加者
　　材料費･入場料など必要に応じて実費分

学校内（専用教室、校庭、体育館）
参加費用

（子ども一人分）

自由遊び 子どもに人気の遊びの種類・特徴をお書き下さい。
ドッジボール・外遊びなど体を動かすもの
おいかけっこ・ドッジボールなどの集団で盛り上がるもの
トランプ・ウノなどのゲーム性のあるもの
読書などの落着けるもの
工作などの物を作るもの
水遊び

スポーツ・
文化活動
（主催者が
準備する教
室・講座な
ど）

月･火･水･木・金・土
学校終了後～19:00（ただし17:00以降は有料）

または
8:30～19:00（ただし17:00以降は有料）

日曜・祝日・年末年始
（12/29～1/3）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

キャンプ（宿泊体験） （　　　）

放課後子ども教室��データ�ート

財団法人青少年育成協会瀬ヶ崎小学校放課後キッズクラブ　　

財団法人青少年育成協会　(　・行政直営　 　・行政からの委託　 　・その他   補助金を受けての運営  )

事業に参加
する大人の

構成

            常   勤　 　　　　      2 名            非常勤　　　　　      9 名

294日

活動日（曜日）
･活動時間

休日＆休業日

・スタッフが遊びをリードする（　△　）
・遊びは子どもにまかせる（　△　）
・主体的な遊びをひきだす工夫をしている（○）
・中高大学生・若者が一緒に遊ぶことを重視している（△）
・その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

登録制（　　）自由参加（　○）

登録制（　　）自由参加（　○）

申し込み　有（　　）　無（　　）

登録制（　　）自由参加（　　）

子どもの登録
人数･参加者

平日

             男の子 　　　　122      名　　　　　    女の子 　　　　134       名

1年生　　　75　名　2年生　　　　70 名　3年生　　　 54 名

4年生　　　 28 名　5年生　　　  16 名　6年生　　 　13 名

その他（内訳：　　　　                    　）　　　　　     0 名

　
全校生徒　　　　  493　  名

子ども教室参加者
合      計　　　　  256    名

一日平均　　　　　　41    名

年間の活動日数

登録制（　　）自由参加（　　）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）登録制（　　）自由参加（　　）

登録制（　　）自由参加（　　）

登録制（　　）自由参加（　　）

主なプログラム
（活動内容）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　○　）　　有料（月　　　　　円）

登録制（　　）自由参加（　　）

｢遊びの場」と「生活の場」を兼ね備えた、安全で快適な放課後の居場所を提供すること。

合      計  　　　　　　　11 名

一日平均　　　　　　　　　4　名コーディネーター　　　　　       名           スタッフ　　　　　       名
ボランティア        　　　　       名
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年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（15～20）回 参加費（　交通費実費　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　２　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

その他

子ども主体の
組織（あれば）

事業の課題

将来のビジョン

日常安全管理：
市作成の安全マニュアルに沿った確認
情報の収集
情報の共有と確認

自由遊び（　１　　）　　　スポーツ・文化活動（　３　　）　　　体験活動（　２　）　　　行事・イベント（　３　　）

勉強・学習（　　　）　　その他（　　　　：具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

申し込み　有（　　）　無（　　）

自然体験活動・野外体験活動
                             （　　）
社会体験･地域交流体験など
                             （　○）

職業・仕事体験活動  （　　　）

遊び大会　　　　　      （ ○ ）

申し込み　有（　　）　無（ 　）

子どもが計画して取り組む行事がある（○）　ない（　　）
その内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・季節の行事・イベント（餅つき大会、クリスマスパーティなど）（　　　）
・歓迎会・送別会（　　　）
・運動会（　　　）
・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

申し込み　有（○）　無（○）

申し込み　有（　　）　無（　　）農業・栽培活動　       （　　　）

事故対応：
市作成のマニュアルに沿った、適切な対処と報告。

申し込み　有（　　）　無（　　）

安全管理と自主性のバランス。
児童の育成と、保護者の要求のバランス。

勉強・学習

行事・
イベント

申し込み　有（　　）　無（○）

こどもたちが思い切り遊び、真剣にいろいろなことを感じられる環境を作ることで結果、こどもたちが主体的に遊
ぶことができるようになるようサポートをする。

シカケ屋

安全管理

その他（具体的にお書き下さ
い。）

主なプログラム
（活動内容）

力を入れている順番に番号をつけてください。

活動内容の
位置付け

・学習アドバイザー：設置（　　　　名）　　 設置していない（　○　）　  設置予定あり（　　）
・学習アドバイザーの属性：元教員（　　） 地域人材（　　） 学生（　　） その他（　　）
・学習アドバイザイーは、
　 【子どもに積極的に教える（　　）・子どもに聞かれたら教える（　　　）】

・事業に勉強・学習を位置づけている （　　）　 いない（　○　）
・宿題をする時間を設けている　　　　 （夜間参加者のみ）　 いない（　　）
・子どもが勉強したい時にする　　　　　（○）
・宿題以外に独自の教育内容を準備している（　　）
・その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

シカケ屋

体験活動
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高 学 年 へ の 憧 れ が 子 ど も を 成 長 さ せ る

20
09
.7

●
26
 ●

「 下 級 生 は 上 級 生 の 背 中 を 見 て

育 っ て ほ し い 」 と 語 る の は 、 主

任 指 導 員 の 船 越 瞳 さ ん 。 2 0 0

8 年 9 月 に 開 設 さ れ た ば か り の 、

財 団 法 人 横 浜 市 青 少 年 育 成 協 会

瀬 ヶ 崎 小 学 校 放 課 後 キ ッ ズ ク ラ

ブ は 思 い 切 り 遊 ぶ 子 ど も た ち の

声 で 溢 れ て い た 。

（ 取 材 ・ 文 ／ 井 上 達 也 ）

「 高 学 年 の よ う に な り た い 　 」！

高 学 年 は ま だ 6 時 間 目 の 授 業 中 だ が 、 授 業 を 終

え た 1 〜 4 年 生 が 体 育 館 に 移 動 し 始 め た 。 「 同 じ

瀬 ヶ 崎 小 の 子 ど も の た め だ か ら と 、 空 い て い る 施

設 は 貸 し て く れ ま す 」 と 、 船 越 さ ん は 協 力 的 な 学

校 の 姿 勢 を 教 え て く れ た 。 囲 碁 ク ラ ブ な ど の プ ロ

グ ラ ム に は ボ ラ ン テ ィ ア も 加 わ り 、 地 域 の 協 力 の

■ 瀬 ヶ 崎 小 学 校 放 課 後 キ ッ ズ ク ラ ブ （ 神 奈 川 県 ） ■

輪 が 着 実 に 広 が り つ つ あ る 。

今 年 2 月 、 横 浜 市 青 少 年 育 成

協 会 の ド ッ ジ ボ ー ル 大 会 が あ

っ た 。 「 自 分 た ち は 弱 く な い 、

練 習 と 経 験 が 足 り な い の だ 」

の 声 か ら 、 保 護 者 や 地 域 の ス

ポ ー ツ 好 き 、 体 育 指 導 員 を コ

ー チ に 、 月 に 1 回 土 曜 日 に 「 ド

ッ ジ ボ ー ル 基 礎 講 座 」 も 誕 生

し た 。
取 材 日 の プ ロ グ ラ ム は ド ッ ジ ボ ー ル で あ っ た 。

今 日 は リ ー ダ ー で あ る 5 、 6 年 生 が 委 員 会 の 日 で

ま だ 来 て い な い 。 代 わ り に 4 年 生 の 男 子 が 一 生 懸

命 作 戦 の 指 示 を し て い た 。 あ と で 「 う ま く 教 え ら

れ な か っ た 」 と 船 越 さ ん に さ さ や い た 。 「 5 、 6 ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
人
気
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

40
人
以
上
参
加
す
る
日
も
あ
る

学 校 や 地 域 の 協 力 を 得 て

5 、 6 年 生 を 引 き つ け る プ ロ グ ラ ム

の 先 生 と な る 。 5

年 生 の 軈 ご っ こ 遊

び 軋 か ら 始 ま っ た

「 演 劇 部 ク ロ ー バ

ー 」 は 、 同 キ ッ ズ

ク ラ ブ が 年 １ 回 行

う 文 化 祭 （ は る ま

つ り ） で 下 級 生 を

巻 き 込 み 、 自 分 た

ち の 力 で 上 演 し た 。

思 い 切 り 力 を 出 せ 、

か つ ハ ー ド ル の 高

い 遊 び ほ ど 、 高 学 年 に 人 気 が あ り 参 加 率 も 高 い 。

安 全 性 と チ ャ レ ン ジ の せ め ぎ 合 い だ が 、 子 ど も の

成 長 の た め に は 必 要 と 、 保 護 者 に 十 分 な 理 解 を 求

め プ ロ グ ラ ム の 幅 を 広 げ て い る 。

下 校 時 に も か か わ ら ず 、 ま だ 遊 び た い 1 年 生 が

校 庭 に 出 た が 、 世 話 好 き の 女 の 子 が 連 れ 戻 し に 行

っ た 。 「 子 ど も た ち は わ ず か の 間 に 成 長 す る も の

で す 」 と 言 っ た 船 越 さ ん の 言 葉 が 心 に 残 っ た 。

●
27
 ●

20
09
.7

演
劇
部
ク
ロ
ー
バ
ー
の
熱
演
。
体
育
館
の
舞
台
で
頑
張
る

年 生 の よ う に う ま く 説 明 で き な く て 悔 し か っ た よ

う で す 」 。 瀬 ヶ 崎 小 放 課 後 キ ッ ズ ク ラ ブ で は 、 高

学 年 の 児 童 が 、 い ろ い ろ な 場 面 で リ ー ダ ー と し て

活 躍 す る 。 そ の 姿 を 見 て 憧 れ 、 い つ か は 上 級 生 の

よ う に な り た い と 、 下 級 生 は 努 力 す る 。 5 、 6 年

生 が 加 わ る と 、 体 育 館 は 一 気 に ヒ ー ト ア ッ プ 。 思

い 切 り 、 汗 だ く に な っ て 遊 べ る ド ッ ジ ボ ー ル は 、

高 学 年 に 一 番 人 気 の プ ロ グ ラ ム で あ る 。 1 年 生 は 、

6 年 生 の 投 げ る 迫 力 あ る ボ ー ル を 見 て 「 す ご ー い 」

と 歓 声 を 上 げ た 。

瀬 ヶ 崎 小 放 課 後 キ ッ ズ ク ラ ブ は 〝 こ ど も た ち が

思 い 切 り 遊 び 、 真 剣 に い ろ い ろ な こ と を 感 じ 、 そ

し て で き る こ と な ら 楽 し ん で も ら い た い 〞 こ と を

ク ラ ブ の 目 標 と し て い る 。 高 学 年 児 童 の 参 加 が 多

い の が 特 色 だ 。

子 ど も た ち の 要 望 を 取 り 入 れ た 「 ビ ー ズ の ア ト

リ エ 」 は 、 高 度 な も の ほ ど 挑 戦 心 が 生 ま れ 、 高 学

年 を 引 き つ け る 。 作 り 方 を 覚 え た 上 級 生 は 、 次 回
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みんなの居場所「羽黒ほっとサロン」 

甲府市立羽黒小学校： 山梨県 

代表・コーディネーター ： 塩崎洋子さん 

インタビュー ： 2010 年 11 月 8 日 

取材者 ： 江頭桂子 、申 東華 、有馬正史 

遊ぶ子どもたちの姿  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

              

 

●遊びも学習も子ども中心に 

 美しい山々に囲まれた甲府市郊外にある市立羽黒小学校の敷地内に放課後子ども教室「羽黒ほっとサ

ロン」はあります。設立者でありコーディネーターを務める塩崎洋子さんは、教師として 38 年間子ども

たちに係わってきた経験から「学ぶことは生きていくための基礎である」という思いで接しています。

ただ決して学びを押しつけるのではなく、遊びも学習もあくまでも子どもの主体性を重視した形で行わ

れています。「羽黒ほっとサロン」には元教師だったスタッフも多く参加しています。子どもの宿題など

の質問には、ヒントを与えたりアドバイスをしたりしています。年度初めに行われる羽黒小学校の保護

者総会にて、保護者から「ほっとサロンで宿題を済ませてほしい」との要望が多いことも理由の一つで

す。 

●宿題を済ませて遊びにメリハリをつける 

「ただいま」と元気に｢羽黒ほっとサロン｣へ帰ってきた子どもたちは、スタッフの「おかえり」の声

に迎えられるとすぐ宿題を始めます。それが終わると思い思いに遊びを始めていました。学習と遊びの

時間にメリハリをつけることで、より一層子どもたちの元気がひき出されているようです。おやつなど

も、サツマイモやジャガイモをふかしたもの、太巻きずし、月見団子、ゆで卵、枝豆、リンゴ、柿など

の季節の果物といった、昔ながらのスタッフの手作りのものが多いそうです。 

●自然体験・農業体験を地域の力を入れて 

「羽黒ほっとサロン」は学校のある日はいつも開いていますが、夏休みは普段とは違った遊びも取り

入れます。「水の行方」を追う、「田舎へ泊ろう」をテーマに自然に触れあい、林の中で泊るなどの体験

は子どもを喜ばせています。蛍の生態を調べ環境について考えることにも力を入れて、生態系の連鎖を

自然に覚えることができるという次第です。農業体験も地域の人々の力を借りて、毎年経験しています。

地域と係わることで子どもたちが大人になったとき、より良い地域ができることも期待しています。 

大人がいろいろ言わなくとも子どもたちはたくましく、色んな可能性を持っており子どもたちが安心

する居場所や出番をしつらえてやれば、そこで成長し合うと言います。大人も子どもたちから学び、元

気をもらうことができるそうです。それが元気なスタッフと子どもたちの活力のもとかもしれません。 

 訪問した日、学校に隣接した畑に、地域のボランティアといっしょに花を植えた子どもたちは、その

あと早速、畑の土で泥団子をつくって遊んでいました。 

インタビューまとめ 



 

 

Ⅰ．子どもの主体的な遊び 

（１） 子どもが主体的に遊びをつくることを大切にしていますか？ 

大切にしている場合、その理由は何ですか？ 

・大切にしている。子どもたちの自立・自律できない現象に危機感を覚えている。 

・遊びを通して、自分の考えを表現するコミュニケーション能力とか・他人を思い遣る力・我慢す 

る（調整する）力等々、学校という集団生活の中だけで体得できない重要な要素がいっぱいある。 

・子どもの遊びは、瞬間的な判断力を養うと同時に人との係わりの大切さを学べる点。 

（２） 子どもが面白い、楽しいと感じている遊びは何ですか？（遊びの種類とその中身） 

・逃走中（鬼ごっこ）：思いっきり走るし、ドキドキするスリルがある。（逃走中とはＴＶ番組名） 

・オセロ：最期の一手で、勝負が逆転するところ。 

・サッカー：ボールをけるとストレスが解消する。 

・人生ゲーム：ルーレットによって進める駒数が左右される。お金の価値が高いと嬉しい。 

・自由しゃべり（学校より楽しい：異学年がいる。学校の担任よりサロンの先生は親しみやすい。 

・エレクトーン（いろんな曲が弾けて楽しい）・自由にお絵かきする。 

（３） 子どもの声・意見を聞いたり、活動に反映するプロセスを大切にしていますか？ 

・大切にしている。（自主性のない児童が多くなっていると危惧しているため。） 

子どもが準備から係わること、意見を出して実現することなどにおもしろさ・楽しさを見つけていますか？ 

・見つけていると思う。（多様な児童の持ち味、個性を表出できるチャンスと捉えている。） 

子どもが、遊びや企画を実現する時に責任や役割を果たしたり・協力して実現したりしていると思います 

か？子どもはそのことに魅力を感じていますか？ 

・そう思う。（毎日責任者を代えて、自覚させている。自分が代表になったとき、協力してもらえ 

ないと大変だと感じ始めている。個人差はあるが、皆が日替わりでリーダーとなることで、とり 

わけ遊びがうまくいかなかったときに自己反省したり、より良い協力体制への模索をしたりして、 

自然に社会性を身につけている。 

子どもの声・意見によって実現したこと・変わったことはありますか？ 

・夏休みの時間の過ごし方について子どもたちの考えで、日程と自由時間の内容を決定した。 

・喧嘩した時「学級会」をして、みんなで解決した。～どんな人にも人権があることに気付いた。 

 学級会にはボランティアの大人も参加し意見を述べてもらう。迎えに来た保護者に見てもらうこ 

ともある。 

 

Ⅱ．スタッフ・協力者と事業との係わり 

（１） スタッフ・協力者のみなさんは子どもからなんと呼ばれていますか？ 

・先生と呼ばれている。子どもは大人を評価している。ボランティアが「言うことを聞いてくれな 

い」と日誌に記入している。長幼の序とか感謝・お蔭様でといった正しい権威行使に対する態度 

を育成したい。正しい指導者の位置づけがなければならない。そうしないとただのおじいちゃん、 

おばあちゃんとなる。あの人の言うことをきちんと聞くということを無言のうちにしつけていく 

必要がある。社会に出ればすべて平等でないことが多いことを教えたい。  

（２） 子どもと接する時に心がけるようにスタッフ・協力者に伝えていることはどんなことですか？ 

（特に重視すること、基本的な心構えなど） 

① どの子にも公平・公正に接すること。 

② 指導や注意は、感情でなく、冷静に説得するように心がける。（児童が納得しないと効果０）子

どもが受け入れない時は大人にも原因が有る。大人も子どもに評価されていると考える。ボラ

ンティアに学ぶ姿勢が必要であり子どもの目線になっての対応が必要。真剣にコミュニケーシ

ョンをとること。 

インタビュー内容 



③ 人は一人で生きているのではないことを、その時起きた出来事に応じてタイミングよく指摘し、

納得させる。わがままの自制・自律・思いやる心（公共心）の育成。 

④ ありがとう・おかげさまの心を態度で表現する。（共に生きる上で、ボランティアの心・絆や連

帯の復権）－こころは言葉にして表す。 

⑤ 美しい地球環境を次世代に残そう。～そのための「農業体験・ホタル活動実践」～ゴミを捨て

る場所だったところを畑にした。花を常に植えて地域の人々に提供しているがなかなか協力が

得られない。子どもたちが汗をかいて働いた経験をもって大人になれば地域ももっと良くなっ

ていくことを伝える。これは行政から委託されたわけではなく塩崎さんが始めた。 

（３） 中高生や若者が事業に参加していますか？ 

・参加していない。 

・ボランティアさんの子弟に呼びかけたが、みな忙しく参加者なし。現在中学生で“ほっとサロ 

ン”卒業生が時々訪ねてくる。彼は閉じこもりだったが、塩崎さんに褒めてもらったことで登 

校できるようになった。その祖母がボランティアとして参加している。 

中高生や若者にどのような役割を期待していますか？期待通りになっていますか？ 

・教員免許取得のための実習生が夏休みにボランティアとして参加するが単位を取ることが目的 

であり、本当に子どもが好きとか子どもと接したいという目的の人は少ない。そういった人は長 

続きしない。ボランティアは子どもの年齢に近い方（お兄さん、お姉さん）、あるいはシニアの 

前の中間世代が入ることが望ましいと考えている。 

・役割：人生の先輩として、年が近いと成功体験も失敗体験も 1つの具体モデルとして説得力があ 

り、努力目標をイメージ化し想像しやすくなる。（人生の指針：～さんのようになりたい。） 

 

Ⅲ．親・学校・地域との係わり 

（１） 親・保護者は、どのように係わっていますか？また、どのように係わってもらうことを期待していますか？ 

・総会（年１回） ～サロンの運営方針の共通理解（目的・子ども像の共有）。 

・夏休み前必要に応じて（宿泊体験活動）。  

・３学年親子学習会で「親学ワーク学習会」を年間計画に位置付けている。（羽黒小３年生のカリ 

キュラムとして毎年実施）～親子が一緒に共通体験することが大切。 

・総会の時保護者からの質問や要望についてコーディネーターの方針をボランティアに説明して 

もらうことがある。 

（２） 学校との係わりの現状はどのようなものですか？ 

・新年度の児童の参加申し込みについて情報交換。 

・年度当初、ほっとサロン在籍児童一覧を校長に提出。 

校長先生、その他の教職員の方々との係わりは？ 

・担任・校長から、家庭環境が教育的でない、生徒指導上要留意児童について依頼され預かった。 

結果として、預かった子どもの居場所ができ問題点が解決した。グループの楽しさを知ったこと 

が 1つの要因。 

学校から期待されていると感じることはありますか、それはどんなことですか？ 

・規則正しい生活習慣（あいさつ・宿題仕上げ）・異年齢の仲間の存在（外遊び）  

学校に期待することは何ですか？ 

・安全な遊び場の提供（体協が不使用な時間帯に、体育館を使用できないか。） 

（３） 地域との係わりで重視していることはなんですか？ 

・地域の子どもは地域で育てる。次世代へ文化・知恵等々を伝達する地域力育成が必要。 

・地域の大人に認知していただくこと。草花の植栽・コメ作り・文化祭・ホタルの飼育（羽黒蛍公 

園づくり。 

放課後子ども教室が地域から助けられていると感じること。 

地域との係わりで重視していることはなんですか？ 



・ボランティアが次々と交代しながらも７年間継続出来ている。 

放課後子ども教室を通じて、地域が変わってきたと思うこと。 

・ボランティアさんが増えている。 

・放課後子ども教室は個人的なことと思っていた大人が、「地域の次世代を、地域の大人が育成す 

ることだ。」、「地域の資源を活用することで、大人の元気や自己実現に役立っている。」と考える 

人が増えたように思える。 

 

Ⅳ．主体的な遊びを大事にすることによって子どもは成長しているか 

（１） 今までの事業の中で特に印象に残った、子どもが成長したと思う出来事はどんなことですか？ 

（子どもが持っている力を感じたこと・思わぬ子どもの姿にびっくりしたこと・子どもの成長を実感したこと

など） 

・農業体験（収穫の喜び～粘り強さ）（世話を焼かなくても自分から次のことに移って活動できる。） 

収穫したものを食べるときなぜこんなにおいしいか考える。汗を流したからおいしい。そういっ 

た気持を持って地域の人々におにぎりをふるまい、「美味しい」と言ってもらう時に子どもたち 

は喜びを感じている。 

(例１)不登校であった小２の女子を「ほっとサロン」においてほしいと保護者より要望があった。

その原因を突きとめるとともに家庭と学校と協力し不登校を直した。今では学級のリーダーにな

っている。＊方法 ― 乱れていた生活を整えるために、タイムスケジュールを一緒に作成した。

学習準備、学び方など、絵本を使い教えた。また足が速く運動能力もあったのでリレーの選手に

なれるよう学校の先生に頼み選んでもらった。褒めながら自信を持てるように指導した。 

（例 2）母親から頼まれ母子家庭のダウン症の男子を預かり勉強させ良い成績をとれるまでになっ 

た。学校の先生とともに褒めはげました。中学生になった今、一緒に進路を考えている。 

以上のケースのように何か問題が起こったときに親子が「ほっとサロン」を頼りにしていること 

も多い。一般の子どもたちの成長としては「1分間スピーチ」の効果で自分の意見を言うことが 

できるようになりほっとサロン」が活発になった。また文章を書くことも上手くなった。 

（２） 子どもの仲間関係・集団関係は変化して来ましたか？具体的に。 

・遊びの環境など条件が悪い中で（限られた場所や時間）工夫して遊んでいる。また危ない所へ行 

かないなどルール作りもできている。今まで大人が規制していたであろうことも子どもたちがや 

っている。遊びのグループで固定していた子どもたちが様々な場面によってグループのメンバー 

が変わっている。 

・リーダーが育っている（まとまって集団遊びができる。）障害児中心に遊ぶ姿勢がでてきた。  

（３） 子どもの遊びにおけるけがや事故、けんかやいじめなどのトラブルをどのように考え、対応しています

か？ 

・成長期には、けがや事故・喧嘩はして当たり前と考え、誠心誠意保護者に説明して、対応を適切 

にする。 

・簡単なけがは売薬で処理し、重度の場合は救急医に連れて行き適切な処理をしていただき、保護 

者にも情報はすべて伝えて謝罪する。（過去トラブルは１件もない）～できるだけ自分たちで解 

決させたい。 

介入する場合の基準はありますか？ 

・生命・危険が予想される場合。 

(例)数人の女子が 1人の男子をからかったために、怒った男子が入口のガラスを割ってしまった。 

そこで、命が危険にさらされることを話して解決策を話し合い、女子が男子に謝り、和解した。 

その話し合いは迎えに来た保護者にも聞いてもらった。皆、違う人間でほっとサロンは構成され 

ている。お互いの欠点を見ることではなく、すべての人が違うものを持っていて当たり前であり、 

お互いを尊重しあうことが大切であると常に伝えている。 

特に印象に残る出来事はどんなことですか？ 



・就学時健診でＡＤＨＤとされた子どもがいたが、親の対応が難しかったので｢ほっとサロン｣で 

自信を持たせて学校へ送り出すことができた。 

 

（４） （１）～（３）などを通じて、この事業に参加する前と後では、子どもに対する見方は変わりましたか？ 

・自主性・自律性が鍛えられ育成されてきたように思える。人とのつながり・社会性等育って 

いる。親の管理・担任の評価から解放され、子ども同士で育ち合っている。 

（５） 子どもの遊びの必要性についてどう思われますか？ 特に、主体的な遊びは必要だと思いますか？ 

・主体的な遊びは必要であり、重要で、人間力の育成に不可欠だ。（～学んだことの総合・応用力： 

創造性・判断力・協調性・情緒・ストレス解消～心が満たされる等々） 

 

Ⅴ．その他のお話 

元教師のコーディネーターなので勉強にウエイトを置くという部分があるかもしれないが理屈で教

えているわけではない。あくまで遊びの中で子どもたちが何かに気付いたときに教えている。自然と

人間のつながりを教えている。学びは人間の知恵である。 

  「羽黒ほっとサロン」で過ごす短い時間の中、宿題をすると、遊びの時間が無くなってしまい、も

っと遊びたいという子ども出てくる。その場合は、今日は遊ぼうかと遊ばせる。子どもたちの生活を

杓子定規にやってはいない。家では勉強を見てやれないので「羽黒ほっとサロン」で宿題をやらせて

ほしいという保護者の要望に応えている。しかし、自分一人でやれることはいつでもどこでもできる

が、「羽黒ほっとサロン」は折角大勢が集うところだから、その特徴を活かし、金曜日などはおもい

きり遊ぶことが多い。運営方法としては親の期待もあり難しいところである。 

  教師を退職後「甲府市青少年補導センター」の職員として子どもたちを見まわっていた時、本当に

さびしい子どもたちに会った。居場所が無く、大人を信じず、愛に飢えていた。そういった子どもた

ちに居場所を提供する必要性を痛感した。そのような子どもたちをなくすため「羽黒ほっとサロン」

を始め、人は独りでは生きているのではないことを、子どもたちに機会あるごと伝えている。 

  「羽黒ほっとサロン」が地域のボランティアと体験を通して多く係わっているのは、小さい子ども

たちが大人になる頃、例えば地域を綺麗にするときは、みんなで係わって綺麗にしていくという意識

を持つこと。つまり誰かが努力しているのに、おいしく実った果物だけをとっていく人になるのでは

ない。たくさんの時間がある子どもの頃から、多様な体験を大人とすることで、汗をかき、土まみれ

になった経験を持って成長していった子どもたちが、一人でも何人でも地域の大人になっていくとす

れば、地域はもっともっと住みやすくなると考える。家族でなくても地域の人々に見守られ、安全・

安心な子どもたちの居場所はもっと増え、人間味豊かな大人として成長できるのではないだろうかと

考えている。楽しみながら、継続して、多様な人々とつながりながら。 



記入日： 記入者：

事業名

運営主体

事業の目的

活動場所

1　囲碁 ・ 将棋　（　　　） 月（　　　）回

2　生け花　　　　 （　　　） 月（　　　）回

3 月（　　　）回

4 月（　　　）回

5 月（　　　）回

特記なし 6 月（　　　）回

7 月（　　　）回

8 月（　　　）回

年（　　１　）
回

参加費（　　５００　円）

子どもに人気の遊びの種類・特徴をお書き下さい。
　 逃走中（鬼ごっこ）～鬼を２～３人決めて、つかまらないように隠れながら逃げる。（どきどき・スリル）
オセロ～一手で勝敗が逆転するので。
　サッカー：ボールをけるとストレスが発散できるし、皆で１つの球をつなげていくのが楽しい。
　人生ゲーム：ルーレットによって進める駒数が左右されるし、お金の価値が高いとうれしい。
　自由おしゃべり：異学年生がいるし、サロンの先生が笑顔で聞いてくれる。

　放課後児童が帰宅しても保護者等が不在で、育児ができない児童に、安心な居場所を提供する。　➀学力の
増進（宿題復習の徹底・読書の推進）　②健康な心身の育成（自由遊び・集団遊び）　③異世代交流による多様
な体験活動（農業体験:～米作り・おやつの生産：さつま芋・ジャガイモ・もろこし・大豆・落花生づくり）・ビオトープ
制作運営による水辺の生き物飼育・甲斐源氏ホタルの養育等を通して、連携協力・感謝・根気等の大切さに気
づかせたい。

合      計  　　　６１　　　　 名

一日平均　　　　　３　　　　名
コーディネーター　　　　　１　       名          スタッフ　　　４       名
ボランティア        　　　５６　       名

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

スポーツ・
文化活動
（主催者が
準備する教
室・講座な

ど）

子どもの登
録

人数･参加
者

　

             男の子 　　　　１６      名　　　　　    女の子 　　８　　       名

　　　　１年生　　　０名　　　　　　２年生　　　０名　　　　　　３年生　　１名
 　　　 ４年生　　２０名　　　　　　５年生　　　３名　　　　　　６年生　　０名

　
全校生徒　　　　　　        名

子ども教室参加者
合      計　　　　　２４　        名

一日平均　　　　　２０　        名

年間の活動日数

具体的内容　（当てはまるところに○や数字を入れ、この他に実施の取り組みや必要箇所をお書き下さい）

・スタッフが遊びをリードする（　　　）
・遊びは子どもにまかせる（　○　　）
・主体的な遊びをひきだす工夫をしている（　○　）
・中高大学生・若者が一緒に遊ぶことを重視している（　　　）
・その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

登録制（　　　）自由参加（　　　）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

放課後子ども教室��データ�ート

羽黒小学校空き教室（行政財産の目的外使用許可
参加費用

（子ども1人分）

２３０日

みんなの居場所「羽黒ほっとサロン」　　　　

(　・行政からの委託　  )

2010年　　１１　　　　月　　　　２　　日 （　　　塩崎洋子　　　　　　　　　　　　　　　　）

活動日（曜
日）

･活動時間

休日＆休業日

事業に参加
する大人の

構成

登録制（　　　）自由参加（　　　）

申し込み　有（  ○  ）　無（     　）

原則：学校がある月曜日～金曜日（１５時～１８時）原則土・日（学校のない日）

主なプログ
ラム（活動内

容）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

キャンプ（宿泊体験）               　（　○　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

無料（　　　）　　有料（月　　　　　円）

原則無料（委託金活用）

            常   勤　 　　　 １      名            非常勤　　　　　      名

登録制（　　　）自由参加（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

登録制（　　　）自由参加（　　　）

自由遊び

- 62 - - 63 -



年（　１０　）
回

参加費（　　　０　円）

年（　　　）回 参加費（　　０　　円）

年（　２　）回 参加費（　　０　　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

年（　２　）回 参加費（　　５００　円）

年（　　　）回 参加費（　　　　　円）

その他

子ども主の
組織（あれ

ば）

事業の課題

将来のビ
ジョン

・学習アドバイザー：設置（　○　毎日１名）　　 設置していない（　　）　  設置予定あり（　　）
・学習アドバイザーの属性：元教員（　○　） 地域人材（○　） 学生（　　） その他（　　）
・学習アドバイザイーは、
　 【子どもに積極的に教える（　　）・子どもに聞かれたら教える（　○　）】

・事業に勉強・学習を位置づけている （　○　）　 いない（　　）
・宿題をする時間を設けている　　　　 （　○　）　 いない（　　）
・子どもが勉強したい時にする　　　　　（　　）
・宿題以外に独自の教育内容を準備している（○）
・その他（○）　　具体的に：市教委主宰の文化活動）

申し込み　有（　 　　）　無（　　 　）

申し込み　有（　○　）　無（　 　　）

活動内容の
位置付け

その他（具体的にお書き下さい。）

職業・仕事体験活動　               （　　　）

遊び大会　　　　　                   　（　○　）

申し込み　有（　 　　）　無（  ○　）

申し込み　有（     　）　無（  ○  ）農業・栽培活動　                     （　○　）

　・　卒業した児童が、大人になって、この事業を継続してほしい。
　　　その時、「NPO団体」として、自立できることを期待している。

　　　なし

安全管理

主なプログ
ラム（活動内

容）

　・　委託事業なので、何時、中止になってしまうのかが不安。　　　　 ・児童に近い年齢のボランティアの確保。
　・　多様なボランティアの確保。（年齢が高い・特技のある人等々）

勉強・学習

行事・
イベント

体験活動

　子どもが計画して取り組む行事がある（　○　）　ない（　　）
　その内容（地区文化祭の内容・地区老人保健施設の慰問等　　　）

　・季節の行事・イベント（餅つき大会、クリスマスパーティなど）（　○　）
　・歓迎会・送別会（　　　）
　・運動会（　　　）
　・その他（　地区文化祭）

申し込み　有（　○　）　無（　 　　）

自然体験活動・野外体験活動　  （　○　）

社会体験･地域交流体験など     （　○　）

事故対応：スポーツ保険に全員加入している。毎月一度安全点検して事故が発生しないよう予防に取り組んで
いる。児童には常時気をつけるように指導し、遊び場所には「安全管理員」が常時付き添っている。事故が発生
したら、➀保護者に緊急連絡すると同時に医者に連れて行って適切に処理する。　②市教委生涯学習課に文書
で報告する。

　日常安全管理：
　　　　　文科省・厚労省の資料に基づき、全員で確認・県教委の講習会にも参加

自由遊び（　２　　）　　　スポーツ・文化活動（　４　　）　　　体験活動（　１　　）　　　行事・イベント（　５　）

勉強・学習（　３　　）　　その他（　　　　：具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

申し込み　有（　　　）　無（　　　）

力を入れている順番に番号をつけてください。
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〝 み ん な の 居 場 所 「 羽 黒 ほ っ と

サ ロ ン 」 〞 は 、 山 梨 県 甲 府 市 立

羽 黒 小 学 校 に あ る 放 課 後 子 ど も

教 室 で あ る と 同 時 に 、 運 営 主 体

の 名 称 で も あ る 。 2 0 0 7 年 、

子 ど も た ち が 自 立 ・ 自 律 で き な

い 現 状 を 見 聞 き し て 、 危 機 感 を 覚 え た 1 人 の 元 教

員 の 女 性 が 、 自 ら 希 望 し て 、 羽 黒 小 学 校 の 空 き 教

室 の 「 行 政 財 産 の 目 的 外 使 用 許 可 」 を も ら い 、 開

設 し た も の だ 。 そ こ に 集 う 子 ど も た ち は 、 元 気 で

明 る い 。 そ の 様 子 を 取 材 し た 。（ 取 材 ・ 文 ／ 有 馬

　
正 史 ）

ん 。 ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 は 63 名 の 校 区 内 住 民 、 内 5

名 は 退 職 教 員 。 開 催 日 数 は お よ そ 年 間 2 3 0 日 、

学 校 が あ る 月 曜 か ら 金 曜 ま で 毎 日 開 き 、 活 動 時 間

は 授 業 終 了 時 か ら 夕 方 6 時 ま で 。 現 在 の 登 録 児 童

数 は 24 名 。 1 日 平 均 20 名 の 児 童 に 3 名 の ボ ラ ン テ

ィ ア （ 安 全 管 理 員 、 学 習 ア ド バ イ ザ ー 、 指 導 員 と

し て ） が 寄 り 添 う 。

　
神 宮 司 真 佐 子 校 長 は 、

「 今 の 社 会 環 境 の 中 で 、

家 庭 に 1 人 で い な け れ ば

な ら な い 子 ど も た ち が た

く さ ん い ま す 。 そ う い う

子 ど も た ち を 含 め 、 子 ど

も た ち が 一 緒 に 宿 題 を し 、

遊 ぶ こ と が で き る こ と は

大 変 い い こ と だ と 思 っ て

い ま す 」 と 言 う 。

〝 み ん な の 居 場 所 「 羽 黒 ほ っ と サ ロ ン 」 〞 （ 以 下 、

ほ っ と サ ロ ン ） は 、 1 年 生 か ら 3 年 生 ま で の 学 童

保 育 （ さ く ら 学 級 ） を 引 き 継 ぐ 形 で 、 4 年 生 か ら

6 年 生 ま で の 児 童 を 受 け 入 れ て い る 。 代 表 は 、 元

小 学 校 教 頭 で コ ー デ ィ ネ ー タ ー 兼 務 の 塩 崎 洋 子 さ

子 ど も た ち の 声 が 校 内 に こ だ ま す る

■ 羽 黒 小 学 校 放 課 後 子 ど も 教 室 ・ み ん な の 居 場 所 「 羽 黒 ほ っ と サ ロ ン 」 （ 山 梨 県 ） ■  2
01
1.
1 

●
 2
8 

●

地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
の

花
壇
作
り
は
楽
し
い

　
ほ っ と サ ロ ン は 、 子 ど も た ち の 「 た だ い ま ！ 」

の 声 か ら 始 ま り 、 ま ず 学 校 の 宿 題 。 教 え て ほ し い

と い う 子 に は 、 ボ ラ ン テ ィ ア は ア ド バ イ ス を す る 。

そ の 後 は 、 そ れ ぞ れ 仲 間 を つ く り 自 由 に 遊 び 始 め

る 。 ほ っ と サ ロ ン は 1 部 屋 だ け だ が 、 学 校 の 協 力

で 渡 り 廊 下 や 中 庭 な ど も 使 っ て 外 遊 び を す る こ と

が で き る 。 運 動 場 は ス ポ ー ツ 少 年 団 優 先 の た め 、

月 曜 日 に 週 1 回 だ け 使 え る 。 そ の 時 は 精 一 杯 み ん

な で 遊 ぶ 。 ま た 、 学 校 に 隣 接 す る 田 ん ぼ と 道 路 脇

の 花 壇 を 借 り て 、 田 植 え や 稲 刈 り 、 花 植 え と い っ

た 体 験 活 動 も 活 発 だ 。 ほ っ と サ ロ ン の 廊 下 で は 、

ホ タ ル と 川 ニ ナ の 飼 育 も 行 い 、 夏 に は ホ タ ル 祭 り

を 計 画 し て い る 。 塩 崎 さ ん は 、 自 由 遊 び と 同 様 に

継 続 的 な 体 験 活 動 を 大 切 に し て い る 。

　
ほ っ と サ ロ ン に つ い て 4 人 の 児 童 に 聞 い て み た 。

6 年 生 の 浅 見 裕 香 さ ん は 「 集 団 で 遊 ぶ こ と が 多 く 、

い ろ ん な 学 年 の 男 女 が 交 っ て バ レ ー ボ ー ル や キ ッ

ク ベ ー ス ボ ー ル 、 サ ッ カ ー な ど を し ま す 。 下 級 生

が 多 い の で 、 自 分 が し っ か り し よ う と 思 っ て い ま

す 。 ケ ン カ は 自 然 に 仲 直 り し て い ま す 」 、 3 年 生

で た だ １ 人 参 加 の 市 川 あ

い さ ん は 「 先 生 た ち が み

ん な や さ し い で す 。 あ ま

り 、 あ あ し な さ い 、 こ う

し な さ い と 言 い ま せ ん 」 、

4 年 生 の 小 山 田 晃 平 君 と

丸 山 陽
ひ ら い

礼 君 は 「 い ろ ん な

人 と 遊 ぶ こ と が で き て 、

学 校 の 休 み 時 間 で は 遊 べ

な い 6 年 生 や 5 年 生 と も

一 緒 に 遊 ぶ こ と が で き ま す 」 「 学 校 と か 家 に な い

遊 び 道 具 が こ こ に は あ っ て 、 い ろ ん な 学 年 の 知 っ

て い る 顔 の 人 た ち と 本 格 的 に 遊 べ る か ら い い で す 。

ホ タ ル の 飼 育 は 面 白 い 。 川 ニ ナ を 集 め に 近 く の 川

に 行 き ま し た 。 ま た 、 米 作 り で 田 ん ぼ に 初 め て 入

る と 、 ぬ る ぬ る し て 、 い ろ い ろ な 虫 が い て 、 蛭 も

い て 怖 か っ た け ど 、 お 米 が で き る の が 楽 し み で す 」

と 、 4 人 と も は き は き と 話 し て く れ た 。 自 由 遊 び

も 体 験 活 動 も 今 や 田 舎 で も 難 し く な り つ つ あ る 。

大 人 の 理 解 と 積 極 的 な 支 援 が 望 ま れ る 。

●
 2
9 

●
 

 2
01
1.
1

渡
り
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さ
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楽
し
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遊
び
が
工
夫
さ
れ
る
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　子どもの主体的な遊びにより人間力を育てるための調査

アンケート調査用紙・データ集計結果表



本質問紙は高砂小学校の調査に使用したもの。 

問２･３･１２は、各「放課後子ども教室」･学童保

育の固有名称を使用。他は全５小学校共通。 放課後
ほ う か ご

の遊
あ そ

びについてのアンケート（子
こ

ども用
よ う

）T 
 

 （     年生
ねんせい

）（ 男
おとこ

 ・ 女
おんな

 ：どちらかに○をつけてください） 

 

■学校
が っ こ う

が終
お

わってからの放課後
ほ う か ご

の遊
あ そ

びについて教
お し

えてください。 
 

問
とい

1 毎日
まいにち

学校
がっこう

が終
お

わったあと、遊
あそ

ぶ時間
じ か ん

はありますか？（1 つに○をつけてください） 

１．たくさんある    ２．少
すこ

しある     ３．ない   

 

問
とい

２ あなたは高砂
たかさご

小放課後
し ょ う ほ う か ご

子
こ

ども教室
きょうしつ

「ジャンプ！」に行
い

っていますか？（1 つに○をつけてください）  

１．行
い

っている     ２．行
い

っていない 

 

問
とい

３ 放課後
ほ う か ご

よく遊
あそ

ぶ場所
ば し ょ

はどこですか？（1 つに○をつけてください） 

１．家
いえ

の近
ちか

くの公園
こうえん

     ２．友
とも

だちの家
いえ

     ３．自分
じ ぶ ん

の家
いえ

       ４．じどうクラブ（学童
がくどう

）   ５．児童館
じ ど う か ん

 

６．高砂
たかさご

小放課後
しょ うほうかご

子
こ

ども教室
きょうしつ

「ジャンプ！」     ７．ゲームセンター   ８．道路
ど う ろ

     ９．山
やま

・川
かわ

・田
た

んぼ・ 畑
はたけ

   

10．学校
がっこう

           11．その他
た

（                ）    12．遊
あそ

ばない 

 

問
とい

４ よく遊
あそ

ぶ場所
ば し ょ

で、よくする遊
あそ

びはなんですか？（３つまで○をつけてもいいです） 

１．読書
どくしょ

 ・ 漫画
ま ん が

  ２．ゲーム(DS、PSPなど)      ３．テレビゲーム      ４．あやとり      ５．折
お

り紙
がみ

  

６．積
つ

み木
き

       ７．卓球
たっきゅう

   ８．ドッジボール  ９．鬼
おに

ごっこ        10．かくれんぼ   11．サッカー 

12．野球
やきゅう

        13．自転車
じ て ん し ゃ

・一輪車
いちりんしゃ

          14．縄跳
な わ と

び・大縄跳
おおなわと

び  15．すべり台
だい

・ブランコ   

16．自分
じ ぶ ん

（たち）で 考
かんが

えた遊
あそ

び（                ）   17．その他
た

（                  ） 

18．遊
あそ

ばない 

 

問
とい

５ よく遊
あそ

ぶ場所
ば し ょ

で、いつも何人
なんにん

ぐらいで遊
あそ

んでいますか？（1 つに○をつけてください） 

１．１人
ひとり

   ２．２人
ふたり

   ３．３人
にん

～５人
にん

   ４．６人
にん

～10人
にん

   ５．10人
にん

以上
いじょう

   ６．遊
あそ

ばない 

 

問
とい

６ よく遊
あそ

ぶ場所
ば し ょ

で、いっしょに遊
あそ

んでいる人
ひと

は誰
だれ

ですか？ （３つまで○をつけてもいいです） 

１．１人
ひとり

で遊
あそ

んでいる         ２．同
おな

じ学年
がくねん

の友
とも

だち        ３．小学
しょうがっ

校内
こうない

で上
うえ

の学年
がくねん

の人
ひと

   

４．小学
しょうがっ

校内
こうない

で下
した

の学年
がくねん

の人
ひと

    ５．中学
ちゅうがく

生
せい

・高校生
こうこうせい

や大学生
だいがくせい

   ６．兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

       

７．お父
とう

さんやお母
かあ

さん、おじいさん、おばあさんなど     ８．地域
ち い き

のおじさんやおばさん（指導
し ど う

してくれる人
ひと

） 

９．幼稚園
ようちえん

や保育
ほ い く

園
えん

の子
こ

ども   10．遊
あそ

ばない 

 

問
とい

７ よく遊
あそ

ぶ場所
ば し ょ

での遊
あそ

びは楽
たの

しいですか？（1 つに○をつけてください） 

１．とても楽
たの

しい   ２．すこし楽
たの

しい   ３．楽
たの

しくない   ４．遊
あそ

ばない 



問
とい

８ よく遊
あそ

ぶ場所
ば し ょ

で、上
うえ

の学年
がくねん

の人
ひと

（中学
ちゅうがく

生
せい

・高校生
こうこうせい

や大学生
だいがくせい

を含
ふく

む）と遊
あそ

ぶことはどのように感
かん

じます

か？（1 つに○をつけてください） 

１．やさしくしてもらえてうれしい  ２．思
おも

いっきり遊
あそ

べる   ３．かっこいいと思
おも

う   

４．お兄
にい

さん・お姉
ねえ

さんみたいになりたいと思
おも

う          ５．わからない        ６．遊
あそ

ばない 

 

問
とい

９ よく遊
あそ

ぶ場所
ば し ょ

で、下
した

の学年
がくねん

の人
ひと

（幼稚園
よ う ち え ん

や保育
ほ い く

園
えん

の子
こ

どもを含
ふ く

む）と遊
あそ

ぶことはどのように感
かん

じま

すか？（1 つに○をつけてください） 

１．自分
じ ぶ ん

がやさしくなる     ２．お兄
にい

さん・お姉
ねえ

さんになったようでうれしい   

３．めんどうくさい        ４．わからない         ５．遊
あそ

ばない 

 

問
とい

１０-1 よく遊
あそ

ぶ場所
ば し ょ

で、 新
あたら

しい友
とも

だちはできましたか？（１つに○をつけてください） 

１．できた        ２．できていない    ３．わからない        ４．遊
あそ

ばない 

 

問
とい

１０-2 新
あたら

しい友
と も

だちができた人
ひと

は、どんな友
と も

だちですか？（○をいくつつけてもいいです） 

１．同
おな

じ学年
がくねん

の人
ひと

   ２．下
した

の学年
がくねん

の人
ひと

   ３．上
うえ

の学年
がくねん

の人
ひと

     ４．中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

や大学生
だいがくせい

   

５．地域
ち い き

のおじさんやおばさん（指導
し ど う

してくれる人
ひと

）             ６．わからない 

 

■ あなたのことを教
お し

えてください。 
 

問
とい

１１ 自分
じ ぶ ん

はどんな人
ひと

だと思
おも

いますか？（３つまで○をつけてもいいです） 

１．自分
じ ぶ ん

に自信
じ し ん

がある       ２．友
とも

だちを大切
たいせつ

にする       ３．みんなと 力
ちから

を合
あ

わせて何
なに

かするのが好
す

き 

４．何
なん

でも自分
じ ぶ ん

から進
すす

んでするのが好
す

き    ５．みんなの先頭
せんとう

に立
た

つのが好
す

き      ６．１人
ひとり

でいるのが好
す

き 

７．人気
に ん き

がある   ８．目立
め だ

つのが好
す

き    ９．遊
あそ

ぶのが好
す

き  10．勉強
べんきょう

が得意
と く い

  11．スポーツが得意
と く い

   

12．わからない   13．その他
た

（自分
じ ぶ ん

はどんな人
ひと

だと思
おも

うか、下
した

に書
か

いてください） 

 

■ 高砂
た か さ ご

小放課後
し ょ う ほ う か ご

子
こ

ども教室
きょうしつ

「ジャンプ！」に行
い

っている人
ひ と

だけ答
こた

えてください。 
 

問
とい

１２ 高砂
たかさご

小放課後
し ょ う ほ う か ご

子
こ

ども教室
きょうしつ

「ジャンプ！」はどんなところですか？（○をいくつつけてもいいです） 

１．自分
じ ぶ ん

たちで自由
じ ゆ う

に遊
あそ

ぶことができて楽
たの

しいところ         ２．いろいろな遊
あそ

びができて楽
たの

しいところ 

３．上
うえ

の学年
がくねん

や下
した

の学年
がくねん

の人
ひと

と遊
あそ

ぶことができて楽
たの

しいところ 

４．スタッフ（指導
し ど う

してくれる人
ひと

）と遊
あそ

ぶことができて楽
たの

しいところ 

５． 中
ちゅう

学生
がくせい

・高校生
こうこうせい

や大学生
だいがくせい

と遊
あそ

ぶことができて楽
たの

しいところ    ６．違
ちが

う友
とも

だちもこの教室
きょうしつ

に誘
さそ

いたいところ   

７．これからもずっと参加
さ ん か

したいところ   ８．楽
たの

しくないところ    ９．よくわからない 

ありがとうございました。 

 



(学　校　別)
調査区分

件
数

高
砂
小

学
校

我
孫
子

第
一
小

学
校

杉
並
第

一
小
学

校 瀬
ヶ

崎

小
学
校

羽
黒
小

学
校

無
回
答 上段（以下すべての表）：実数

　合　　　計 2827 985 583 354 478 427

100.0 34.8 20.6 12.5 16.9 15.1 - 下段（以下すべての表）：％

Ｆ１．学　年

調査区分
件
数

１
年

生 ２
年

生 ３
年

生 ４
年

生 ５
年

生 ６
年

生 無
回

答

　合　　　計 2827 446 419 448 500 472 499 43

100.0 15.8 14.8 15.8 17.7 16.7 17.7 1.5

高砂小学校 985 148 135 152 174 172 188 16

100.0 15.0 13.7 15.4 17.7 17.5 19.1 1.6
我孫子第一小学校 583 76 101 90 99 101 102 14

100.0 13.0 17.3 15.4 17.0 17.3 17.5 2.4
杉並第一小学校 354 80 29 65 60 62 57 1

100.0 22.6 8.2 18.4 16.9 17.5 16.1 0.3
瀬ヶ崎小学校 478 74 79 84 78 72 85 6

100.0 15.5 16.5 17.6 16.3 15.1 17.8 1.3
羽黒小学校 427 68 75 57 89 65 67 6

100.0 15.9 17.6 13.3 20.8 15.2 15.7 1.4

Ｆ２．性　別

調査区分
件
数

男 女 無
回

答

　合　　　計 2827 1429 1363 35

100.0 50.5 48.2 1.2

高砂小学校 985 476 494 15

100.0 48.3 50.2 1.5
我孫子第一小学校 583 288 281 14

100.0 49.4 48.2 2.4
杉並第一小学校 354 186 168

100.0 52.5 47.5 -
瀬ヶ崎小学校 478 240 235 3

100.0 50.2 49.2 0.6
羽黒小学校 427 239 185 3

100.0 56.0 43.3 0.7

問１．毎日の学校が終わった後の遊び時間

調査区分

件
数

た
く
さ

ん
あ
る

少
し
あ

る な
い

無
回
答

　合　　　計 2827 957 1601 251 18

100.0 33.9 56.6 8.9 0.6
高砂小学校 985 357 538 85 5

100.0 36.2 54.6 8.6 0.5
我孫子第一小学校 583 158 353 65 7

100.0 27.1 60.5 11.1 1.2
杉並第一小学校 354 122 192 35 5

100.0 34.5 54.2 9.9 1.4
瀬ヶ崎小学校 478 201 239 37 1

100.0 42.1 50.0 7.7 0.2
羽黒小学校 427 119 279 29

100.0 27.9 65.3 6.8 -

問２．放課後子ども教室の利用状況

調査区分

件
数

行
っ

て

い
る

行
っ

て

い
な
い

無
回
答

　合　　　計 2827 1022 1781 24

100.0 36.2 63.0 0.8
高砂小学校 985 412 567 6

100.0 41.8 57.6 0.6
我孫子第一小学校 583 291 287 5

100.0 49.9 49.2 0.9
杉並第一小学校 354 151 196 7

100.0 42.7 55.4 2.0
瀬ヶ崎小学校 478 143 330 5

100.0 29.9 69.0 1.0
羽黒小学校 427 25 401 1

100.0 5.9 93.9 0.2

問３．放課後よく遊ぶ場所

調査区分

件
数

家
の
近
く

の
公
園

友
だ
ち
の

家 自
分
の
家

じ
ど
う
ク

ラ
ブ
（

学

童
）

児
童
館

放
課
後
子

ど
も
教
室

ゲ
ー

ム
セ

ン
タ
ー

道
　
路

山
・
川
・

田
ん
ぼ
・

畑 学
　
校

そ
の
他

遊
ば
な
い

無
回
答

　合　　　計 2827 734 491 723 225 34 195 23 40 4 149 158 125 11

100.0 26.0 17.4 25.6 8.0 1.2 6.9 0.8 1.4 0.1 5.3 5.6 4.4 0.4
高砂小学校 985 302 140 219 93 1 84 5 7 2 60 59 43 8

100.0 30.7 14.2 22.2 9.4 0.1 8.5 0.5 0.7 0.2 6.1 6.0 4.4 0.8
我孫子第一小学校 583 128 155 156 22 15 10 15 1 33 30 28 1

100.0 22.0 26.6 26.8 3.8 - 2.6 1.7 2.6 0.2 5.7 5.1 4.8 0.2
杉並第一小学校 354 56 27 97 53 30 46 2 3 19 9 21 1

100.0 15.8 7.6 27.4 15.0 8.5 13.0 0.6 0.8 - 5.4 2.5 5.9 0.3
瀬ヶ崎小学校 478 208 65 98 3 3 31 4 7 19 31 24 1

100.0 43.5 13.6 20.5 0.6 0.6 6.5 0.8 1.5 - 4.0 6.5 5.0 0.2
羽黒小学校 427 40 104 153 54 19 2 8 1 18 29 9

100.0 9.4 24.4 35.8 12.6 - 4.4 0.5 1.9 0.2 4.2 6.8 2.1 -



問４．よく遊ぶ場所で、よくする遊び

調査区分

件
数

読
書
・
漫
画

ゲ
ー

ム

（

Ｄ
Ｓ
・
Ｐ
Ｓ
Ｐ
等
）

テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム

あ
や
と
り

折
り
紙

積
み
木

卓
　
球

ド
ッ

ジ
ボ
ー

ル

鬼
ご
っ

こ

か
く
れ
ん
ぼ

サ
ッ

カ
ー

野
　
球

自
転
車
・
一
輪
車

縄
跳
び
・
大
縄
跳
び

す
べ
り
台
・
ブ
ラ
ン

コ 自
分
で
考
え
た
遊
び

そ
の
他

遊
ば
な
い

無
回
答

　合　　　計 2827 587 1159 500 41 172 36 24 247 766 185 624 241 306 156 239 351 619 109 15
100.0 20.8 41.0 17.7 1.5 6.1 1.3 0.8 8.7 27.1 6.5 22.1 8.5 10.8 5.5 8.5 12.4 21.9 3.9 0.5

高砂小学校 985 166 392 171 11 66 13 2 102 284 63 213 64 73 50 122 141 233 42 4
100.0 16.9 39.8 17.4 1.1 6.7 1.3 0.2 10.4 28.8 6.4 21.6 6.5 7.4 5.1 12.4 14.3 23.7 4.3 0.4

我孫子第一小学校 583 99 287 117 3 33 4 3 31 139 43 103 60 52 32 38 68 114 25 7
100.0 17.0 49.2 20.1 0.5 5.7 0.7 0.5 5.3 23.8 7.4 17.7 10.3 8.9 5.5 6.5 11.7 19.6 4.3 1.2

杉並第一小学校 354 125 114 49 11 32 8 3 32 81 24 59 40 42 15 18 42 88 15 2
100.0 35.3 32.2 13.8 3.1 9.0 2.3 0.8 9.0 22.9 6.8 16.7 11.3 11.9 4.2 5.1 11.9 24.9 4.2 0.6

瀬ヶ崎小学校 478 81 165 76 9 20 5 9 53 171 33 110 50 66 31 38 70 92 18 1
100.0 16.9 34.5 15.9 1.9 4.2 1.0 1.9 11.1 35.8 6.9 23.0 10.5 13.8 6.5 7.9 14.6 19.2 3.8 0.2

羽黒小学校 427 116 201 87 7 21 6 7 29 91 22 139 27 73 28 23 30 92 9 1
100.0 27.2 47.1 20.4 1.6 4.9 1.4 1.6 6.8 21.3 5.2 32.6 6.3 17.1 6.6 5.4 7.0 21.5 2.1 0.2

問５．よく遊ぶ場所で、遊ぶ人数

調査区分

件
数

１
人

２
人

３
～

５

人 ６
～

１

０
人

１
０
人

以
上

遊
ば
な

い 無
回
答

　合　　　計 2827 210 665 1360 303 168 93 28
100.0 7.4 23.5 48.1 10.7 5.9 3.3 1.0

高砂小学校 985 62 207 478 113 85 29 11
100.0 6.3 21.0 48.5 11.5 8.6 2.9 1.1

我孫子第一小学校 583 45 157 292 41 14 25 9
100.0 7.7 26.9 50.1 7.0 2.4 4.3 1.5

杉並第一小学校 354 40 80 151 42 28 12 1
100.0 11.3 22.6 42.7 11.9 7.9 3.4 0.3

瀬ヶ崎小学校 478 24 101 242 67 21 17 6
100.0 5.0 21.1 50.6 14.0 4.4 3.6 1.3

羽黒小学校 427 39 120 197 40 20 10 1
100.0 9.1 28.1 46.1 9.4 4.7 2.3 0.2

問６．よく遊ぶ場所で、一緒に遊んでいる人

調査区分

件
数

１
人
で
遊
ん
で
い
る

同
じ
学
年
の
友
だ
ち

小
学
校
内
で
上
の
学
年
の

人 小
学
校
内
で
下
の
学
年
の

人 中
学
生
・
高
校
生
や
大
学

生 兄
弟
姉
妹

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

お
じ
い

さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
な
ど

地
域
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん

（

指
導
し
て
く
れ
る
人
）

幼
稚
園
や
保
育
園
の
子
ど

も 遊
ば
な
い

無
回
答

　合　　　計 2827 336 2265 490 430 130 743 228 29 182 113 19
100.0 11.9 80.1 17.3 15.2 4.6 26.3 8.1 1.0 6.4 4.0 0.7

高砂小学校 985 86 836 167 147 36 226 64 18 56 41 4
100.0 8.7 84.9 17.0 14.9 3.7 22.9 6.5 1.8 5.7 4.2 0.4

我孫子第一小学校 583 70 463 77 75 17 157 52 2 36 26 9
100.0 12.0 79.4 13.2 12.9 2.9 26.9 8.9 0.3 6.2 4.5 1.5

杉並第一小学校 354 70 260 78 54 20 89 34 3 18 14 2
100.0 19.8 73.4 22.0 15.3 5.6 25.1 9.6 0.8 5.1 4.0 0.6

瀬ヶ崎小学校 478 48 385 96 92 24 118 26 50 20 2
100.0 10.0 80.5 20.1 19.2 5.0 24.7 5.4 - 10.5 4.2 0.4

羽黒小学校 427 62 321 72 62 33 153 52 6 22 12 2
100.0 14.5 75.2 16.9 14.5 7.7 35.8 12.2 1.4 5.2 2.8 0.5

問７．よく遊ぶ場所での遊びは楽しいですか

調査区分

件
数

と
て
も

楽
し
い

少
し
楽

し
い

楽
し
く

な
い

遊
ば
な

い 無
回
答

　合　　　計 2827 2257 439 15 92 24

100.0 79.8 15.5 0.5 3.3 0.8
高砂小学校 985 795 145 6 28 11

100.0 80.7 14.7 0.6 2.8 1.1
我孫子第一小学校 583 439 105 6 24 9

100.0 75.3 18.0 1.0 4.1 1.5
杉並第一小学校 354 285 58 11

100.0 80.5 16.4 - 3.1 -
瀬ヶ崎小学校 478 381 75 19 3

100.0 79.7 15.7 - 4.0 0.6
羽黒小学校 427 357 56 3 10 1

100.0 83.6 13.1 0.7 2.3 0.2

問８．よく遊ぶ場所で、上の学年の人と遊ぶことについて

調査区分

件
数

優
し
く
し
て
も
ら
え

て
嬉
し
い

思
い
っ

き
り
遊
べ
る

か
っ

こ
い
い
と
思
う

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
み
た

い
に
な
り
た
い
と
思
う

わ
か
ら
な
い

遊
ば
な
い

無
回
答

　合　　　計 2827 490 624 88 184 480 915 46

100.0 17.3 22.1 3.1 6.5 17.0 32.4 1.6
高砂小学校 985 172 217 26 76 179 301 14

100.0 17.5 22.0 2.6 7.7 18.2 30.6 1.4
我孫子第一小学校 583 85 114 26 33 106 201 18

100.0 14.6 19.6 4.5 5.7 18.2 34.5 3.1
杉並第一小学校 354 58 105 10 17 67 94 3

100.0 16.4 29.7 2.8 4.8 18.9 26.6 0.8
瀬ヶ崎小学校 478 80 105 13 36 73 164 7

100.0 16.7 22.0 2.7 7.5 15.3 34.3 1.5
羽黒小学校 427 95 83 13 22 55 155 4

100.0 22.2 19.4 3.0 5.2 12.9 36.3 0.9



問９．よく遊ぶ場所で、下の学年の人と遊ぶことについて

調査区分

件
数

自
分
が
優
し
く

な
る

お
兄
さ
ん
・
お

姉
さ
ん
に
な
っ

た
よ
う
で
嬉
し

い 面
倒
く
さ
い

わ
か
ら
な
い

遊
ば
な
い

無
回
答

　合　　　計 2827 752 586 182 502 742 63

100.0 26.6 20.7 6.4 17.8 26.2 2.2

高砂小学校 985 254 210 58 194 247 22

100.0 25.8 21.3 5.9 19.7 25.1 2.2

我孫子第一小学校 583 145 117 38 105 157 21

100.0 24.9 20.1 6.5 18.0 26.9 3.6

杉並第一小学校 354 92 76 29 61 94 2

100.0 26.0 21.5 8.2 17.2 26.6 0.6

瀬ヶ崎小学校 478 156 110 27 71 107 7

100.0 32.6 23.0 5.6 14.9 22.4 1.5

羽黒小学校 427 105 73 30 71 137 11

100.0 24.6 17.1 7.0 16.6 32.1 2.6

問１０－１．よく遊ぶ場所で、新しい友だちはできましたか

調査区分

件
数

新
し
い
友
達
が

で
き
た

新
し
い
友
達
は

で
き
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

遊
ば
な
い

無
回
答

　合　　　計 2827 1514 683 404 171 55

100.0 53.6 24.2 14.3 6.0 1.9

高砂小学校 985 543 240 132 50 20

100.0 55.1 24.4 13.4 5.1 2.0

我孫子第一小学校 583 281 161 87 41 13

100.0 48.2 27.6 14.9 7.0 2.2

杉並第一小学校 354 204 72 45 29 4

100.0 57.6 20.3 12.7 8.2 1.1

瀬ヶ崎小学校 478 273 89 78 28 10

100.0 57.1 18.6 16.3 5.9 2.1

羽黒小学校 427 213 121 62 23 8

100.0 49.9 28.3 14.5 5.4 1.9

問１０－２．新しい友達は、どんな友だちですか
問１０－１．よく遊ぶ場所で、新しい友だちはできましたか…新しい友達ができた

調査区分

件
数

同
じ
学
年
の
人

下
の
学
年
の
人

上
の
学
年
の
人

中
学
生
・
高
校
生

や
大
学
生

地
域
の
お
じ
さ
ん

や
お
ば
さ
ん
（

指

導
し
て
く
れ
る

人
）

わ
か
ら
な
い

無
回
答

　合　　　計 1514 853 688 534 174 81 55 17

100.0 56.3 45.4 35.3 11.5 5.4 3.6 1.1

高砂小学校 543 368 227 177 41 30 7 6

100.0 67.8 41.8 32.6 7.6 5.5 1.3 1.1

我孫子第一小学校 281 134 121 97 34 10 18 2

100.0 47.7 43.1 34.5 12.1 3.6 6.4 0.7

杉並第一小学校 204 112 97 83 27 15 7 2

100.0 54.9 47.5 40.7 13.2 7.4 3.4 1.0

瀬ヶ崎小学校 273 128 142 100 36 11 13 4

100.0 46.9 52.0 36.6 13.2 4.0 4.8 1.5

羽黒小学校 213 111 101 77 36 15 10 3

100.0 52.1 47.4 36.2 16.9 7.0 4.7 1.4

問１１．自分はどんな人だと思いますか

調査区分

件
数

自
分
に
自
信
が
あ
る

友
だ
ち
を
大
切
に
す
る

み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ

て
何
か
す
る
の
が
好
き

何
で
も
自
分
か
ら
進
ん

で
す
る
の
が
好
き

み
ん
な
の
先
頭
に
立
つ

の
が
好
き

１
人
で
い
る
の
が
好
き

人
気
が
あ
る

目
立
つ
の
が
好
き

遊
ぶ
の
が
好
き

勉
強
が
得
意

ス
ポ
ー

ツ
が
得
意

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

　合　　　計 2827 329 1096 691 271 258 333 115 188 1572 347 864 209 253 17

100.0 11.6 38.8 24.4 9.6 9.1 11.8 4.1 6.7 55.6 12.3 30.6 7.4 8.9 0.6

高砂小学校 985 80 414 248 93 93 117 28 51 574 106 276 100 86 6

100.0 8.1 42.0 25.2 9.4 9.4 11.9 2.8 5.2 58.3 10.8 28.0 10.2 8.7 0.6

我孫子第一小学校 583 73 216 127 54 54 74 31 36 319 72 169 35 49 4

100.0 12.5 37.0 21.8 9.3 9.3 12.7 5.3 6.2 54.7 12.3 29.0 6.0 8.4 0.7

杉並第一小学校 354 57 126 85 44 26 58 22 34 180 54 108 19 38 2

100.0 16.1 35.6 24.0 12.4 7.3 16.4 6.2 9.6 50.8 15.3 30.5 5.4 10.7 0.6

瀬ヶ崎小学校 478 58 183 128 38 41 44 16 37 265 63 171 33 37

100.0 12.1 38.3 26.8 7.9 8.6 9.2 3.3 7.7 55.4 13.2 35.8 6.9 7.7 -

羽黒小学校 427 61 157 103 42 44 40 18 30 234 52 140 22 43 5

100.0 14.3 36.8 24.1 9.8 10.3 9.4 4.2 7.0 54.8 12.2 32.8 5.2 10.1 1.2

問１２．放課後子ども教室は、どんな所ですか
問２．放課後子ども教室の利用状況…行っている

調査区分

件
数

自
分
た
ち
で
自
由
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
て

楽
し
い
所

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
が

で
き
て
楽
し
い
所

上
の
学
年
や
下
の
学

年
の
人
と
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
て
楽
し
い
所

ス
タ
ッ

フ
と
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
て
楽
し
い

所 中
学
生
・
高
校
生
や

大
学
生
と
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
て
楽
し
い
所

違
う
友
だ
ち
も
こ
の

教
室
に
誘
い
た
い
所

こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と

参
加
し
た
い
所

楽
し
く
な
い
所

よ
く
わ
か
ら
な
い

無
回
答

　合　　　計 1022 677 632 365 291 69 162 382 32 71 26

100.0 66.2 61.8 35.7 28.5 6.8 15.9 37.4 3.1 6.9 2.5

高砂小学校 412 299 244 134 132 14 59 153 10 23 7

100.0 72.6 59.2 32.5 32.0 3.4 14.3 37.1 2.4 5.6 1.7

我孫子第一小学校 291 178 173 80 90 31 35 95 13 22 9

100.0 61.2 59.5 27.5 30.9 10.7 12.0 32.6 4.5 7.6 3.1

杉並第一小学校 151 107 114 79 41 13 32 76 4 7 2

100.0 70.9 75.5 52.3 27.2 8.6 21.2 50.3 2.6 4.6 1.3

瀬ヶ崎小学校 143 83 89 55 24 11 27 47 5 17 7

100.0 58.0 62.2 38.5 16.8 7.7 18.9 32.9 3.5 11.9 4.9

羽黒小学校 25 10 12 17 4 9 11 2 1

100.0 40.0 48.0 68.0 16.0 - 36.0 44.0 - 8.0 4.0



（放課後子ども教室参加・不参加別）
調査区分

集計軸：調査区分／問２

件
数

高
砂
小

学
校

我
孫
子

第
一
小

学
校

杉
並
第

一
小
学

校 瀬
ヶ

崎

小
学
校

羽
黒
小

学
校

無
回
答

　全　　体・・・・・・計 2827 985 583 354 478 427

100.0 34.8 20.6 12.5 16.9 15.1 -

　　　放課後子ども教室参加 1022 412 291 151 143 25

100.0 40.3 28.5 14.8 14.0 2.4 -

　　放課後子ども教室不参加 1781 567 287 196 330 401

100.0 31.8 16.1 11.0 18.5 22.5 -

　　　　　　　　　　無回答 24 6 5 7 5 1

100.0 25.0 20.8 29.2 20.8 4.2 -

　高砂小学校・・・・・計 985 985

100.0 100.0 - - - - -

　　　放課後子ども教室参加 412 412

100.0 100.0 - - - - -

　　放課後子ども教室不参加 567 567

100.0 100.0 - - - - -

　　　　　　　　　　無回答 6 6

100.0 100.0 - - - - -

　我孫子第一小学校・・計 583 583

100.0 - 100.0 - - - -

　　　放課後子ども教室参加 291 291

100.0 - 100.0 - - - -

　　放課後子ども教室不参加 287 287

100.0 - 100.0 - - - -

　　　　　　　　　　無回答 5 5

100.0 - 100.0 - - - -

　杉並第一小学校・・・計 354 354

100.0 - - 100.0 - - -

　　　放課後子ども教室参加 151 151

100.0 - - 100.0 - - -

　　放課後子ども教室不参加 196 196

100.0 - - 100.0 - - -

　　　　　　　　　　無回答 7 7

100.0 - - 100.0 - - -

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 478

100.0 - - - 100.0 - -

　　　放課後子ども教室参加 143 143

100.0 - - - 100.0 - -

　　放課後子ども教室不参加 330 330

100.0 - - - 100.0 - -

　　　　　　　　　　無回答 5 5

100.0 - - - 100.0 - -

　羽黒小学校・・・・・計 427 427

100.0 - - - - 100.0 -

　　　放課後子ども教室参加 25 25

100.0 - - - - 100.0 -

　　放課後子ども教室不参加 401 401

100.0 - - - - 100.0 -

　　　　　　　　　　無回答 1 1

100.0 - - - - 100.0 -

Ｆ１．学　年 Ｆ２．性　別

集計軸：調査区分／問２

件
数

１
年
生

２
年
生

３
年
生

４
年
生

５
年
生

６
年
生

無
回
答

集計軸：調査区分／問２

件
数

　
男

　
女

無
回
答

　全　　体・・・・・・計 2827 446 419 448 500 472 499 43 　全　　体・・・・・・計 2827 1429 1363 35

100.0 15.8 14.8 15.8 17.7 16.7 17.7 1.5 100.0 50.5 48.2 1.2

　　　放課後子ども教室参加 1022 230 217 192 213 96 54 20 放課後子ども教室参加 1022 492 515 15

100.0 22.5 21.2 18.8 20.8 9.4 5.3 2.0 100.0 48.1 50.4 1.5

　　放課後子ども教室不参加 1781 212 199 251 284 374 438 23 放課後子ども教室不参加 1781 923 838 20

100.0 11.9 11.2 14.1 15.9 21.0 24.6 1.3 100.0 51.8 47.1 1.1

　　　　　　　　　　無回答 24 4 3 5 3 2 7 無回答 24 14 10

100.0 16.7 12.5 20.8 12.5 8.3 29.2 - 100.0 58.3 41.7 -

　高砂小学校・・・・・計 985 148 135 152 174 172 188 16 　高砂小学校・・・・・計 985 476 494 15

100.0 15.0 13.7 15.4 17.7 17.5 19.1 1.6 100.0 48.3 50.2 1.5

　　　放課後子ども教室参加 412 94 92 65 106 39 8 8 放課後子ども教室参加 412 201 205 6

100.0 22.8 22.3 15.8 25.7 9.5 1.9 1.9 100.0 48.8 49.8 1.5

　　放課後子ども教室不参加 567 54 43 84 67 132 179 8 放課後子ども教室不参加 567 271 287 9

100.0 9.5 7.6 14.8 11.8 23.3 31.6 1.4 100.0 47.8 50.6 1.6

　　　　　　　　　　無回答 6 3 1 1 1 無回答 6 4 2

100.0 - - 50.0 16.7 16.7 16.7 - 100.0 66.7 33.3 -

　我孫子第一小学校・・計 583 76 101 90 99 101 102 14 　我孫子第一小学校・・計 583 288 281 14

100.0 13.0 17.3 15.4 17.0 17.3 17.5 2.4 100.0 49.4 48.2 2.4

　　　放課後子ども教室参加 291 47 78 62 45 26 26 7 放課後子ども教室参加 291 140 145 6

100.0 16.2 26.8 21.3 15.5 8.9 8.9 2.4 100.0 48.1 49.8 2.1

　　放課後子ども教室不参加 287 29 21 27 54 75 74 7 放課後子ども教室不参加 287 147 132 8

100.0 10.1 7.3 9.4 18.8 26.1 25.8 2.4 100.0 51.2 46.0 2.8

　　　　　　　　　　無回答 5 2 1 2 無回答 5 1 4

100.0 - 40.0 20.0 - - 40.0 - 100.0 20.0 80.0 -

　杉並第一小学校・・・計 354 80 29 65 60 62 57 1 　杉並第一小学校・・・計 354 186 168

100.0 22.6 8.2 18.4 16.9 17.5 16.1 0.3 100.0 52.5 47.5 -

　　　放課後子ども教室参加 151 47 16 35 20 20 12 1 放課後子ども教室参加 151 76 75

100.0 31.1 10.6 23.2 13.2 13.2 7.9 0.7 100.0 50.3 49.7 -

　　放課後子ども教室不参加 196 31 12 30 38 42 43 放課後子ども教室不参加 196 103 93

100.0 15.8 6.1 15.3 19.4 21.4 21.9 - 100.0 52.6 47.4 -

　　　　　　　　　　無回答 7 2 1 2 2 無回答 7 7

100.0 28.6 14.3 - 28.6 - 28.6 - 100.0 100.0 - -

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 74 79 84 78 72 85 6 　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 240 235 3

100.0 15.5 16.5 17.6 16.3 15.1 17.8 1.3 100.0 50.2 49.2 0.6

　　　放課後子ども教室参加 143 41 31 29 22 9 8 3 放課後子ども教室参加 143 61 80 2

100.0 28.7 21.7 20.3 15.4 6.3 5.6 2.1 100.0 42.7 55.9 1.4

　　放課後子ども教室不参加 330 31 48 55 56 62 75 3 放課後子ども教室不参加 330 178 151 1

100.0 9.4 14.5 16.7 17.0 18.8 22.7 0.9 100.0 53.9 45.8 0.3

　　　　　　　　　　無回答 5 2 1 2 無回答 5 1 4

100.0 40.0 - - - 20.0 40.0 - 100.0 20.0 80.0 -

　羽黒小学校・・・・・計 427 68 75 57 89 65 67 6 　羽黒小学校・・・・・計 427 239 185 3

100.0 15.9 17.6 13.3 20.8 15.2 15.7 1.4 100.0 56.0 43.3 0.7

　　　放課後子ども教室参加 25 1 1 20 2 1 放課後子ども教室参加 25 14 10 1

100.0 4.0 - 4.0 80.0 8.0 - 4.0 100.0 56.0 40.0 4.0

　　放課後子ども教室不参加 401 67 75 55 69 63 67 5 放課後子ども教室不参加 401 224 175 2

100.0 16.7 18.7 13.7 17.2 15.7 16.7 1.2 100.0 55.9 43.6 0.5

　　　　　　　　　　無回答 1 1 無回答 1 1

100.0 - - 100.0 - - - - 100.0 100.0 - -



問１．毎日の学校が終わった後の遊び時間 問２．放課後子ども教室の参加状況

集計軸：調査区分／問２

件
数

た
く
さ
ん
あ
る

少
し
あ
る

な
い

無
回
答

集計軸：調査区分／問２

件
数

行
っ

て
い
る

行
っ

て
い
な
い

無
回
答

　全　　体・・・・・・計 2827 957 1601 251 18 　全　　体・・・・・・計 2827 1022 1781 24

100.0 33.9 56.6 8.9 0.6 100.0 36.2 63.0 0.8

　　　放課後子ども教室参加 1022 340 605 72 5 放課後子ども教室参加 1022 1022

100.0 33.3 59.2 7.0 0.5 100.0 100.0 - -

　　放課後子ども教室未参加 1781 609 988 178 6 放課後子ども教室未参加 1781 1781

100.0 34.2 55.5 10.0 0.3 100.0 - 100.0 -

　　　　　　　　　　無回答 24 8 8 1 7 無回答 24 24

100.0 33.3 33.3 4.2 29.2 100.0 - - 100.0

　高砂小学校・・・・・計 985 357 538 85 5 　高砂小学校・・・・・計 985 412 567 6

100.0 36.2 54.6 8.6 0.5 100.0 41.8 57.6 0.6

　　　放課後子ども教室参加 412 153 244 14 1 放課後子ども教室参加 412 412

100.0 37.1 59.2 3.4 0.2 100.0 100.0 - -

　　放課後子ども教室未参加 567 202 293 70 2 放課後子ども教室未参加 567 567

100.0 35.6 51.7 12.3 0.4 100.0 - 100.0 -

　　　　　　　　　　無回答 6 2 1 1 2 　無回答 6 6

100.0 33.3 16.7 16.7 33.3 100.0 - - 100.0

　我孫子第一小学校・・計 583 158 353 65 7 　我孫子第一小学校・・計 583 291 287 5

100.0 27.1 60.5 11.1 1.2 100.0 49.9 49.2 0.9

　　　放課後子ども教室参加 291 72 184 33 2 放課後子ども教室参加 291 291

100.0 24.7 63.2 11.3 0.7 100.0 100.0 - -

　　放課後子ども教室未参加 287 85 166 32 4 放課後子ども教室未参加 287 287

100.0 29.6 57.8 11.1 1.4 100.0 - 100.0 -

　　　　　　　　　　無回答 5 1 3 1 無回答 5 5

100.0 20.0 60.0 - 20.0 100.0 - - 100.0

　杉並第一小学校・・・計 354 122 192 35 5 　杉並第一小学校・・・計 354 151 196 7

100.0 34.5 54.2 9.9 1.4 100.0 42.7 55.4 2.0

　　　放課後子ども教室参加 151 46 97 6 2 放課後子ども教室参加 151 151

100.0 30.5 64.2 4.0 1.3 100.0 100.0 - -

　　放課後子ども教室未参加 196 73 94 29 放課後子ども教室未参加 196 196

100.0 37.2 48.0 14.8 - 100.0 - 100.0 -

　　　　　　　　　　無回答 7 3 1 3 　無回答 7 7

100.0 42.9 14.3 - 42.9 100.0 - - 100.0

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 201 239 37 1 　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 143 330 5

100.0 42.1 50.0 7.7 0.2 100.0 29.9 69.0 1.0

　　　放課後子ども教室参加 143 57 71 15 放課後子ども教室参加 143 143

100.0 39.9 49.7 10.5 - 100.0 100.0 - -

　　放課後子ども教室未参加 330 142 166 22 放課後子ども教室未参加 330 330

100.0 43.0 50.3 6.7 - 100.0 - 100.0 -

　　　　　　　　　　無回答 5 2 2 1 無回答 5 5

100.0 40.0 40.0 - 20.0 100.0 - - 100.0

　羽黒小学校・・・・・計 427 119 279 29 　羽黒小学校・・・・・計 427 25 401 1

100.0 27.9 65.3 6.8 - 100.0 5.9 93.9 0.2

　　　放課後子ども教室参加 25 12 9 4 放課後子ども教室参加 25 25

100.0 48.0 36.0 16.0 - 100.0 100.0 - -

　　放課後子ども教室未参加 401 107 269 25 放課後子ども教室未参加 401 401

100.0 26.7 67.1 6.2 - 100.0 - 100.0 -

　　　　　　　　　　無回答 1 1 無回答 1 1

100.0 - 100.0 - - 100.0 - - 100.0

問３．放課後よく遊ぶ場所

集計軸：調査区分／問２

件
数

家
の
近
く

の
公
園

友
だ
ち
の

家 自
分
の
家

じ
ど
う
ク

ラ
ブ
（

学

童
）

児
童
館

放
課
後
子

ど
も
教
室

ゲ
ー

ム
セ

ン
タ
ー

道
路

山
・
川
・

田
ん
ぼ
・

畑 学
校

そ
の
他

遊
ば
な
い

無
回
答

　全　　体・・・・・・計 2827 734 491 723 225 34 195 23 40 4 149 158 125 11

100.0 26.0 17.4 25.6 8.0 1.2 6.9 0.8 1.4 0.1 5.3 5.6 4.4 0.4

　　　放課後子ども教室参加 1022 249 173 271 18 3 192 9 17 2 47 48 32 3

100.0 24.4 16.9 26.5 1.8 0.3 18.8 0.9 1.7 0.2 4.6 4.7 3.1 0.3

　　放課後子ども教室未参加 1781 476 315 450 205 29 2 13 23 2 100 109 93 7

100.0 26.7 17.7 25.3 11.5 1.6 0.1 0.7 1.3 0.1 5.6 6.1 5.2 0.4

　　　　　　　　　　無回答 24 9 3 2 2 2 1 1 2 1 1

100.0 37.5 12.5 8.3 8.3 8.3 4.2 4.2 - - 8.3 4.2 - 4.2

　高砂小学校・・・・・計 985 302 140 219 93 1 84 5 7 2 60 59 43 8

100.0 30.7 14.2 22.2 9.4 0.1 8.5 0.5 0.7 0.2 6.1 6.0 4.4 0.8

　　　放課後子ども教室参加 412 112 66 107 1 83 3 2 2 27 23 5 3

100.0 27.2 16.0 26.0 0.2 - 20.1 0.7 0.5 0.5 6.6 5.6 1.2 0.7

　　放課後子ども教室未参加 567 188 74 111 91 1 1 2 5 33 35 38 4

100.0 33.2 13.1 19.6 16.0 0.2 0.2 0.4 0.9 - 5.8 6.2 6.7 0.7

　　　　　　　　　　無回答 6 2 1 1 1 1

100.0 33.3 - 16.7 16.7 - - - - - - 16.7 - 16.7

　我孫子第一小学校・・計 583 128 155 156 22 15 10 15 1 33 30 28 1

100.0 22.0 26.6 26.8 3.8 - 2.6 1.7 2.6 0.2 5.7 5.1 4.8 0.2

　　　放課後子ども教室参加 291 65 79 70 16 15 4 9 13 11 14

100.0 22.3 27.1 24.1 5.5 - 5.2 1.4 3.1 - 4.5 3.8 4.8 -

　　放課後子ども教室未参加 287 61 74 85 6 6 6 1 20 19 14 1

100.0 21.3 25.8 29.6 2.1 - - 2.1 2.1 0.3 7.0 6.6 4.9 0.3

　　　　　　　　　　無回答 5 2 2 1

100.0 40.0 40.0 20.0 - - - - - - - - - -

　杉並第一小学校・・・計 354 56 27 97 53 30 46 2 3 19 9 21 1

100.0 15.8 7.6 27.4 15.0 8.5 13.0 0.6 0.8 - 5.4 2.5 5.9 0.3

　　　放課後子ども教室参加 151 27 14 52 3 46 2 5 5 3

100.0 17.9 9.3 34.4 - 2.0 30.5 - 1.3 - 3.3 3.3 2.0 -

　　放課後子ども教室未参加 196 27 13 45 52 25 1 1 13 4 18 1

100.0 13.8 6.6 23.0 26.5 12.8 - 0.5 0.5 - 6.6 2.0 9.2 0.5

　　　　　　　　　　無回答 7 2 1 2 1 1

100.0 28.6 - - 14.3 28.6 - 14.3 - - 14.3 - - -

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 208 65 98 3 3 31 4 7 19 31 24 1

100.0 43.5 13.6 20.5 0.6 0.6 6.5 0.8 1.5 - 4.0 6.5 5.0 0.2

　　　放課後子ども教室参加 143 44 11 37 1 29 2 4 2 9 10

100.0 30.8 7.7 25.9 0.7 - 20.3 1.4 2.8 - 1.4 6.3 7.0 -

　　放課後子ども教室未参加 330 161 53 61 2 3 1 2 3 17 22 14 1

100.0 48.8 16.1 18.5 0.6 0.9 0.3 0.6 0.9 - 5.2 6.7 4.2 0.3

　　　　　　　　　　無回答 5 3 1 1

100.0 60.0 20.0 - - - 20.0 - - - - - - -

　羽黒小学校・・・・・計 427 40 104 153 54 19 2 8 1 18 29 9

100.0 9.4 24.4 35.8 12.6 - 4.4 0.5 1.9 0.2 4.2 6.8 2.1 -

　　　放課後子ども教室参加 25 1 3 5 19

100.0 4.0 12.0 20.0 - - 76.0 - - - - - - -

　　放課後子ども教室未参加 401 39 101 148 54 2 8 1 17 29 9

100.0 9.7 25.2 36.9 13.5 - - 0.5 2.0 0.2 4.2 7.2 2.2 -

　　　　　　　　　　無回答 1 1

100.0 - - - - - - - - - 100.0 - - -



問４．よく遊ぶ場所で、よくする遊び

集計軸：調査区分／問２

件
数

読
書
・
漫
画

ゲ
ー

ム

（

Ｄ
Ｓ
・
Ｐ
Ｓ
Ｐ
等
）

テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム

あ
や
と
り

折
り
紙

積
み
木

卓
　
球

ド
ッ

ジ
ボ
ー

ル

鬼
ご
っ

こ

か
く
れ
ん
ぼ

サ
ッ

カ
ー

野
　
球

自
転
車
・
一
輪
車

縄
跳
び
・
大
縄
跳
び

す
べ
り
台
・
ブ
ラ
ン
コ

自
分
で
考
え
た
遊
び

そ
の
他

遊
ば
な
い

無
回
答

　全　　体・・・・・・計 2827 587 1159 500 41 172 36 24 247 766 185 624 241 306 156 239 351 619 109 15

100.0 20.8 41.0 17.7 1.5 6.1 1.3 0.8 8.7 27.1 6.5 22.1 8.5 10.8 5.5 8.5 12.4 21.9 3.9 0.5

　　　　放課後子ども教室参加 1022 199 352 184 26 98 17 8 89 285 75 219 99 122 82 114 152 210 30 6

100.0 19.5 34.4 18.0 2.5 9.6 1.7 0.8 8.7 27.9 7.3 21.4 9.7 11.9 8.0 11.2 14.9 20.5 2.9 0.6

　　　放課後子ども教室不参加 1781 383 801 314 15 74 18 16 155 474 109 395 139 184 74 123 193 402 79 8

100.0 21.5 45.0 17.6 0.8 4.2 1.0 0.9 8.7 26.6 6.1 22.2 7.8 10.3 4.2 6.9 10.8 22.6 4.4 0.4

　　　　　　　　　　　無回答 24 5 6 2 1 3 7 1 10 3 2 6 7 1

100.0 20.8 25.0 8.3 - - 4.2 - 12.5 29.2 4.2 41.7 12.5 - - 8.3 25.0 29.2 - 4.2

　高砂小学校・・・・・計 985 166 392 171 11 66 13 2 102 284 63 213 64 73 50 122 141 233 42 4

100.0 16.9 39.8 17.4 1.1 6.7 1.3 0.2 10.4 28.8 6.4 21.6 6.5 7.4 5.1 12.4 14.3 23.7 4.3 0.4

　　　　放課後子ども教室参加 412 60 148 84 9 37 6 1 40 116 29 96 35 44 37 71 76 73 8 1

100.0 14.6 35.9 20.4 2.2 9.0 1.5 0.2 9.7 28.2 7.0 23.3 8.5 10.7 9.0 17.2 18.4 17.7 1.9 0.2

　　　放課後子ども教室不参加 567 104 243 86 2 29 7 1 61 167 34 114 29 29 13 51 63 158 34 2

100.0 18.3 42.9 15.2 0.4 5.1 1.2 0.2 10.8 29.5 6.0 20.1 5.1 5.1 2.3 9.0 11.1 27.9 6.0 0.4

　　　　　　　　　　　無回答 6 2 1 1 1 1 3 2 2 1

100.0 33.3 16.7 16.7 - - - - 16.7 16.7 - 50.0 - - - - 33.3 33.3 - 16.7

　我孫子第一小学校・・計 583 99 287 117 3 33 4 3 31 139 43 103 60 52 32 38 68 114 25 7

100.0 17.0 49.2 20.1 0.5 5.7 0.7 0.5 5.3 23.8 7.4 17.7 10.3 8.9 5.5 6.5 11.7 19.6 4.3 1.2

　　　　放課後子ども教室参加 291 44 114 58 3 23 2 2 21 80 26 56 31 26 16 22 38 62 13 3

100.0 15.1 39.2 19.9 1.0 7.9 0.7 0.7 7.2 27.5 8.9 19.2 10.7 8.9 5.5 7.6 13.1 21.3 4.5 1.0

　　　放課後子ども教室不参加 287 53 170 59 10 2 1 10 59 16 46 29 26 16 15 29 51 12 4

100.0 18.5 59.2 20.6 - 3.5 0.7 0.3 3.5 20.6 5.6 16.0 10.1 9.1 5.6 5.2 10.1 17.8 4.2 1.4

　　　　　　　　　　　無回答 5 2 3 1 1 1 1 1

100.0 40.0 60.0 - - - - - - - 20.0 20.0 - - - 20.0 20.0 20.0 - -

　杉並第一小学校・・・計 354 125 114 49 11 32 8 3 32 81 24 59 40 42 15 18 42 88 15 2

100.0 35.3 32.2 13.8 3.1 9.0 2.3 0.8 9.0 22.9 6.8 16.7 11.3 11.9 4.2 5.1 11.9 24.9 4.2 0.6

　　　　放課後子ども教室参加 151 56 40 22 7 27 5 2 11 38 10 29 22 23 10 8 13 32 2 2

100.0 37.1 26.5 14.6 4.6 17.9 3.3 1.3 7.3 25.2 6.6 19.2 14.6 15.2 6.6 5.3 8.6 21.2 1.3 1.3

　　　放課後子ども教室不参加 196 69 72 26 4 5 3 1 21 41 14 27 16 19 5 10 28 52 13

100.0 35.2 36.7 13.3 2.0 2.6 1.5 0.5 10.7 20.9 7.1 13.8 8.2 9.7 2.6 5.1 14.3 26.5 6.6 -

　　　　　　　　　　　無回答 7 2 1 2 3 2 1 4

100.0 - 28.6 14.3 - - - - - 28.6 - 42.9 28.6 - - - 14.3 57.1 - -

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 81 165 76 9 20 5 9 53 171 33 110 50 66 31 38 70 92 18 1

100.0 16.9 34.5 15.9 1.9 4.2 1.0 1.9 11.1 35.8 6.9 23.0 10.5 13.8 6.5 7.9 14.6 19.2 3.8 0.2

　　　　放課後子ども教室参加 143 32 41 18 6 10 4 1 16 44 9 26 8 27 15 11 22 34 7

100.0 22.4 28.7 12.6 4.2 7.0 2.8 0.7 11.2 30.8 6.3 18.2 5.6 18.9 10.5 7.7 15.4 23.8 4.9 -

　　　放課後子ども教室不参加 330 48 124 58 3 10 8 35 123 24 82 41 39 16 26 46 58 11 1

100.0 14.5 37.6 17.6 0.9 3.0 - 2.4 10.6 37.3 7.3 24.8 12.4 11.8 4.8 7.9 13.9 17.6 3.3 0.3

　　　　　　　　　　　無回答 5 1 1 2 4 2 1 1 2

100.0 20.0 - - - - 20.0 - 40.0 80.0 - 40.0 20.0 - - 20.0 40.0 - - -

　羽黒小学校・・・・・計 427 116 201 87 7 21 6 7 29 91 22 139 27 73 28 23 30 92 9 1

100.0 27.2 47.1 20.4 1.6 4.9 1.4 1.6 6.8 21.3 5.2 32.6 6.3 17.1 6.6 5.4 7.0 21.5 2.1 0.2

　　　　放課後子ども教室参加 25 7 9 2 1 1 2 1 7 1 12 3 2 4 2 3 9

100.0 28.0 36.0 8.0 4.0 4.0 - 8.0 4.0 28.0 4.0 48.0 12.0 8.0 16.0 8.0 12.0 36.0 - -

　　　放課後子ども教室不参加 401 109 192 85 6 20 6 5 28 84 21 126 24 71 24 21 27 83 9 1

100.0 27.2 47.9 21.2 1.5 5.0 1.5 1.2 7.0 20.9 5.2 31.4 6.0 17.7 6.0 5.2 6.7 20.7 2.2 0.2

　　　　　　　　　　　無回答 1 1

100.0 - - - - - - - - - - 100.0 - - - - - - - -

問５．よく遊ぶ場所で、遊ぶ人数 問６．よく遊ぶ場所で、一緒に遊んでいる人

集計軸：調査区分／問２

件
数

１
　
人

２
　
人

３
～

５
人

６
～

１
０
人

１
０
人
以
上

遊
ば
な
い

無
回
答

集計軸：調査区分／問２

件
数

１
人
で
遊
ん
で
い
る

同
じ
学
年
の
友
だ
ち

小
学
校
内
で
上
の
学
年
の
人

小
学
校
内
で
下
の
学
年
の
人

中
学
生
・
高
校
生
や
大
学
生

兄
弟
姉
妹

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

お
じ

い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
な
ど

地
域
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん

（

指
導
し
て
く
れ
る
人
）

幼
稚
園
や
保
育
園
の
子
ど
も

遊
ば
な
い

無
回
答

　全　　体・・・・・・計 2827 210 665 1360 303 168 93 28 　全　　体・・・・・・計 2827 336 2265 490 430 130 743 228 29 182 113 19

100.0 7.4 23.5 48.1 10.7 5.9 3.3 1.0 100.0 11.9 80.1 17.3 15.2 4.6 26.3 8.1 1.0 6.4 4.0 0.7

　　　　放課後子ども教室参加 1022 72 256 497 105 59 23 10 　放課後子ども教室参加 1022 118 823 217 152 42 304 95 21 92 28 9

100.0 7.0 25.0 48.6 10.3 5.8 2.3 1.0 100.0 11.5 80.5 21.2 14.9 4.1 29.7 9.3 2.1 9.0 2.7 0.9

　　　放課後子ども教室不参加 1781 136 405 853 193 109 70 15 放課後子ども教室不参加 1781 216 1422 270 272 88 433 132 8 89 85 8

100.0 7.6 22.7 47.9 10.8 6.1 3.9 0.8 100.0 12.1 79.8 15.2 15.3 4.9 24.3 7.4 0.4 5.0 4.8 0.4

　　　　　　　　　　　無回答 24 2 4 10 5 3 無回答 24 2 20 3 6 6 1 1 2

100.0 8.3 16.7 41.7 20.8 - - 12.5 100.0 8.3 83.3 12.5 25.0 - 25.0 4.2 - 4.2 - 8.3

　高砂小学校・・・・・計 985 62 207 478 113 85 29 11 　高砂小学校・・・・・計 985 86 836 167 147 36 226 64 18 56 41 4

100.0 6.3 21.0 48.5 11.5 8.6 2.9 1.1 100.0 8.7 84.9 17.0 14.9 3.7 22.9 6.5 1.8 5.7 4.2 0.4

　　　　放課後子ども教室参加 412 28 101 204 48 24 3 4 放課後子ども教室参加 412 43 353 87 64 17 122 37 16 35 8 2

100.0 6.8 24.5 49.5 11.7 5.8 0.7 1.0 100.0 10.4 85.7 21.1 15.5 4.1 29.6 9.0 3.9 8.5 1.9 0.5

　　　放課後子ども教室不参加 567 33 105 273 63 61 26 6 放課後子ども教室不参加 567 42 479 78 81 19 102 26 2 21 33 1

100.0 5.8 18.5 48.1 11.1 10.8 4.6 1.1 100.0 7.4 84.5 13.8 14.3 3.4 18.0 4.6 0.4 3.7 5.8 0.2

　　　　　　　　　　　無回答 6 1 1 1 2 1 　　　　　　　　　　　無回答 6 1 4 2 2 2 1 1

100.0 16.7 16.7 16.7 33.3 - - 16.7 100.0 16.7 66.7 33.3 33.3 - 33.3 16.7 - - - 16.7

　我孫子第一小学校・・計 583 45 157 292 41 14 25 9 　我孫子第一小学校・・計 583 70 463 77 75 17 157 52 2 36 26 9

100.0 7.7 26.9 50.1 7.0 2.4 4.3 1.5 100.0 12.0 79.4 13.2 12.9 2.9 26.9 8.9 0.3 6.2 4.5 1.5

　　　　放課後子ども教室参加 291 20 74 150 22 7 13 5 放課後子ども教室参加 291 34 232 52 35 9 85 27 2 22 11 5

100.0 6.9 25.4 51.5 7.6 2.4 4.5 1.7 100.0 11.7 79.7 17.9 12.0 3.1 29.2 9.3 0.7 7.6 3.8 1.7

　　　放課後子ども教室不参加 287 25 81 139 19 7 12 4 放課後子ども教室不参加 287 36 226 25 39 8 71 25 13 15 4

100.0 8.7 28.2 48.4 6.6 2.4 4.2 1.4 100.0 12.5 78.7 8.7 13.6 2.8 24.7 8.7 - 4.5 5.2 1.4

　　　　　　　　　　　無回答 5 2 3 　　　　　　　　　　　無回答 5 5 1 1 1

100.0 - 40.0 60.0 - - - - 100.0 - 100.0 - 20.0 - 20.0 - - 20.0 - -

　杉並第一小学校・・・計 354 40 80 151 42 28 12 1 　杉並第一小学校・・・計 354 70 260 78 54 20 89 34 3 18 14 2

100.0 11.3 22.6 42.7 11.9 7.9 3.4 0.3 100.0 19.8 73.4 22.0 15.3 5.6 25.1 9.6 0.8 5.1 4.0 0.6

　　　　放課後子ども教室参加 151 13 43 65 17 11 1 1 放課後子ども教室参加 151 23 113 38 18 10 47 19 2 13 2 1

100.0 8.6 28.5 43.0 11.3 7.3 0.7 0.7 100.0 15.2 74.8 25.2 11.9 6.6 31.1 12.6 1.3 8.6 1.3 0.7

　　　放課後子ども教室不参加 196 26 36 84 22 17 11 放課後子ども教室不参加 196 46 141 39 35 10 40 15 1 5 12 1

100.0 13.3 18.4 42.9 11.2 8.7 5.6 - 100.0 23.5 71.9 19.9 17.9 5.1 20.4 7.7 0.5 2.6 6.1 0.5

　　　　　　　　　　　無回答 7 1 1 2 3 　　　　　　　　　　　無回答 7 1 6 1 1 2

100.0 14.3 14.3 28.6 42.9 - - - 100.0 14.3 85.7 14.3 14.3 - 28.6 - - - - -

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 24 101 242 67 21 17 6 　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 48 385 96 92 24 118 26 50 20 2

100.0 5.0 21.1 50.6 14.0 4.4 3.6 1.3 100.0 10.0 80.5 20.1 19.2 5.0 24.7 5.4 - 10.5 4.2 0.4

　　　　放課後子ども教室参加 143 11 32 71 15 8 6 放課後子ども教室参加 143 16 103 28 25 5 43 11 21 7 1

100.0 7.7 22.4 49.7 10.5 5.6 4.2 - 100.0 11.2 72.0 19.6 17.5 3.5 30.1 7.7 - 14.7 4.9 0.7

　　　放課後子ども教室不参加 330 13 69 168 52 13 11 4 放課後子ども教室不参加 330 32 278 68 65 19 74 15 29 13

100.0 3.9 20.9 50.9 15.8 3.9 3.3 1.2 100.0 9.7 84.2 20.6 19.7 5.8 22.4 4.5 - 8.8 3.9 -

　　　　　　　　　　　無回答 5 3 2 　　　　　　　　　　　無回答 5 4 2 1 1

100.0 - - 60.0 - - - 40.0 100.0 - 80.0 - 40.0 - 20.0 - - - - 20.0

　羽黒小学校・・・・・計 427 39 120 197 40 20 10 1 　羽黒小学校・・・・・計 427 62 321 72 62 33 153 52 6 22 12 2

100.0 9.1 28.1 46.1 9.4 4.7 2.3 0.2 100.0 14.5 75.2 16.9 14.5 7.7 35.8 12.2 1.4 5.2 2.8 0.5

　　　　放課後子ども教室参加 25 6 7 3 9 放課後子ども教室参加 25 2 22 12 10 1 7 1 1 1

100.0 - 24.0 28.0 12.0 36.0 - - 100.0 8.0 88.0 48.0 40.0 4.0 28.0 4.0 4.0 4.0 - -

　　　放課後子ども教室不参加 401 39 114 189 37 11 10 1 放課後子ども教室不参加 401 60 298 60 52 32 146 51 5 21 12 2

100.0 9.7 28.4 47.1 9.2 2.7 2.5 0.2 100.0 15.0 74.3 15.0 13.0 8.0 36.4 12.7 1.2 5.2 3.0 0.5

　　　　　　　　　　　無回答 1 1 　　　　　　　　　　　無回答 1 1

100.0 - - 100.0 - - - - 100.0 - 100.0 - - - - - - - - -



す問７．よく遊ぶ場所での遊びは楽しいで 問８．よく遊ぶ場所で、上の学年の人と遊ぶことについて

集計軸：調査区分／問２

件
数

と
て
も
楽
し
い

少
し
楽
し
い

楽
し
く
な
い

遊
ば
な
い

無
回
答

集計軸：調査区分／問２

件
数

優
し
く
し
て
も
ら
え
て

嬉
し
い

思
い
っ

き
り
遊
べ
る

か
っ

こ
い
い
と
思
う

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん

み
た
い
に
な
り
た
い
と

思
う

わ
か
ら
な
い

遊
ば
な
い

無
回
答

　全　　体・・・・・・計 2827 2257 439 15 92 24 　全　　体・・・・・・計 2827 490 624 88 184 480 915 46

100.0 79.8 15.5 0.5 3.3 0.8 100.0 17.3 22.1 3.1 6.5 17.0 32.4 1.6

放課後子ども教室参加 1022 830 151 5 24 12 放課後子ども教室参加 1022 207 242 41 88 149 272 23

100.0 81.2 14.8 0.5 2.3 1.2 100.0 20.3 23.7 4.0 8.6 14.6 26.6 2.3

放課後子ども教室不参加 1781 1409 285 9 67 11 放課後子ども教室不参加 1781 278 378 47 94 326 636 22

100.0 79.1 16.0 0.5 3.8 0.6 100.0 15.6 21.2 2.6 5.3 18.3 35.7 1.2

無回答 24 18 3 1 1 1 無回答 24 5 4 2 5 7 1

100.0 75.0 12.5 4.2 4.2 4.2 100.0 20.8 16.7 - 8.3 20.8 29.2 4.2

　高砂小学校・・・・・計 985 795 145 6 28 11 　高砂小学校・・・・・計 985 172 217 26 76 179 301 14

100.0 80.7 14.7 0.6 2.8 1.1 100.0 17.5 22.0 2.6 7.7 18.2 30.6 1.4

放課後子ども教室参加 412 350 52 2 2 6 放課後子ども教室参加 412 92 107 15 42 65 84 7

100.0 85.0 12.6 0.5 0.5 1.5 100.0 22.3 26.0 3.6 10.2 15.8 20.4 1.7

放課後子ども教室不参加 567 441 93 3 26 4 放課後子ども教室不参加 567 80 109 11 34 112 215 6

100.0 77.8 16.4 0.5 4.6 0.7 100.0 14.1 19.2 1.9 6.0 19.8 37.9 1.1

無回答 6 4 1 1 無回答 6 1 2 2 1

100.0 66.7 - 16.7 - 16.7 100.0 - 16.7 - - 33.3 33.3 16.7

　我孫子第一小学校・・計 583 439 105 6 24 9 　我孫子第一小学校・・計 583 85 114 26 33 106 201 18

100.0 75.3 18.0 1.0 4.1 1.5 100.0 14.6 19.6 4.5 5.7 18.2 34.5 3.1

放課後子ども教室参加 291 223 48 2 13 5 放課後子ども教室参加 291 47 59 17 16 41 101 10

100.0 76.6 16.5 0.7 4.5 1.7 100.0 16.2 20.3 5.8 5.5 14.1 34.7 3.4

放課後子ども教室不参加 287 211 57 4 11 4 放課後子ども教室不参加 287 35 54 9 17 65 99 8

100.0 73.5 19.9 1.4 3.8 1.4 100.0 12.2 18.8 3.1 5.9 22.6 34.5 2.8

無回答 5 5 無回答 5 3 1 1

100.0 100.0 - - - - 100.0 60.0 20.0 - - - 20.0 -

　杉並第一小学校・・・計 354 285 58 11 　杉並第一小学校・・・計 354 58 105 10 17 67 94 3

100.0 80.5 16.4 - 3.1 - 100.0 16.4 29.7 2.8 4.8 18.9 26.6 0.8

放課後子ども教室参加 151 129 21 1 放課後子ども教室参加 151 35 47 3 11 18 35 2

100.0 85.4 13.9 - 0.7 - 100.0 23.2 31.1 2.0 7.3 11.9 23.2 1.3

放課後子ども教室不参加 196 150 37 9 放課後子ども教室不参加 196 21 57 7 5 47 58 1

100.0 76.5 18.9 - 4.6 - 100.0 10.7 29.1 3.6 2.6 24.0 29.6 0.5

無回答 7 6 1 無回答 7 2 1 1 2 1

100.0 85.7 - - 14.3 - 100.0 28.6 14.3 - 14.3 28.6 14.3 -

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 381 75 19 3 　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 80 105 13 36 73 164 7

100.0 79.7 15.7 - 4.0 0.6 100.0 16.7 22.0 2.7 7.5 15.3 34.3 1.5

放課後子ども教室参加 143 112 22 8 1 放課後子ども教室参加 143 27 24 6 15 21 46 4

100.0 78.3 15.4 - 5.6 0.7 100.0 18.9 16.8 4.2 10.5 14.7 32.2 2.8

放課後子ども教室不参加 330 267 50 11 2 放課後子ども教室不参加 330 53 81 7 20 51 115 3

100.0 80.9 15.2 - 3.3 0.6 100.0 16.1 24.5 2.1 6.1 15.5 34.8 0.9

無回答 5 2 3 無回答 5 1 1 3

100.0 40.0 60.0 - - - 100.0 - - - 20.0 20.0 60.0 -

　羽黒小学校・・・・・計 427 357 56 3 10 1 　羽黒小学校・・・・・計 427 95 83 13 22 55 155 4

100.0 83.6 13.1 0.7 2.3 0.2 100.0 22.2 19.4 3.0 5.2 12.9 36.3 0.9

放課後子ども教室参加 25 16 8 1 放課後子ども教室参加 25 6 5 4 4 6

100.0 64.0 32.0 4.0 - - 100.0 24.0 20.0 - 16.0 16.0 24.0 -

放課後子ども教室不参加 401 340 48 2 10 1 放課後子ども教室不参加 401 89 77 13 18 51 149 4

100.0 84.8 12.0 0.5 2.5 0.2 100.0 22.2 19.2 3.2 4.5 12.7 37.2 1.0

無回答 1 1 無回答 1 1

100.0 100.0 - - - - 100.0 - 100.0 - - - - -

問９．よく遊ぶ場所で、下の学年の人と遊ぶことについて 問１０－１．よく遊ぶ場所で、新しい友だちはできましたか

集計軸：調査区分／問２

件
数

自
分
が
優
し
く
な
る

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
に
な
っ

た
よ

う
で
嬉
し
い

面
倒
く
さ
い

わ
か
ら
な
い

遊
ば
な
い

無
回
答

集計軸：調査区分／問２

件
数

新
し
い
友
達
が
で
き
た

新
し
い
友
達
は
で
き
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

遊
ば
な
い

無
回
答

　全　　体・・・・・・計 2827 752 586 182 502 742 63 　全　　体・・・・・・計 2827 1514 683 404 171 55

100.0 26.6 20.7 6.4 17.8 26.2 2.2 100.0 53.6 24.2 14.3 6.0 1.9

放課後子ども教室参加 1022 300 252 63 175 202 30 放課後子ども教室参加 1022 599 223 130 44 26

100.0 29.4 24.7 6.2 17.1 19.8 2.9 100.0 58.6 21.8 12.7 4.3 2.5

放課後子ども教室不参加 1781 446 331 117 320 536 31 放課後子ども教室不参加 1781 897 457 272 127 28

100.0 25.0 18.6 6.6 18.0 30.1 1.7 100.0 50.4 25.7 15.3 7.1 1.6

無回答 24 6 3 2 7 4 2 無回答 24 18 3 2 1

100.0 25.0 12.5 8.3 29.2 16.7 8.3 100.0 75.0 12.5 8.3 - 4.2

　高砂小学校・・・・・計 985 254 210 58 194 247 22 　高砂小学校・・・・・計 985 543 240 132 50 20

100.0 25.8 21.3 5.9 19.7 25.1 2.2 100.0 55.1 24.4 13.4 5.1 2.0

放課後子ども教室参加 412 122 108 22 82 66 12 放課後子ども教室参加 412 251 89 49 9 14

100.0 29.6 26.2 5.3 19.9 16.0 2.9 100.0 60.9 21.6 11.9 2.2 3.4

放課後子ども教室不参加 567 132 102 35 109 180 9 放課後子ども教室不参加 567 288 151 82 41 5

100.0 23.3 18.0 6.2 19.2 31.7 1.6 100.0 50.8 26.6 14.5 7.2 0.9

無回答 6 1 3 1 1 無回答 6 4 1 1

100.0 - - 16.7 50.0 16.7 16.7 100.0 66.7 - 16.7 - 16.7

　我孫子第一小学校・・計 583 145 117 38 105 157 21 　我孫子第一小学校・・計 583 281 161 87 41 13

100.0 24.9 20.1 6.5 18.0 26.9 3.6 100.0 48.2 27.6 14.9 7.0 2.2

放課後子ども教室参加 291 80 69 20 42 68 12 放課後子ども教室参加 291 153 75 37 20 6

100.0 27.5 23.7 6.9 14.4 23.4 4.1 100.0 52.6 25.8 12.7 6.9 2.1

放課後子ども教室不参加 287 62 47 18 63 88 9 放課後子ども教室不参加 287 125 84 50 21 7

100.0 21.6 16.4 6.3 22.0 30.7 3.1 100.0 43.6 29.3 17.4 7.3 2.4

無回答 5 3 1 1 無回答 5 3 2

100.0 60.0 20.0 - - 20.0 - 100.0 60.0 40.0 - - -

　杉並第一小学校・・・計 354 92 76 29 61 94 2 　杉並第一小学校・・・計 354 204 72 45 29 4

100.0 26.0 21.5 8.2 17.2 26.6 0.6 100.0 57.6 20.3 12.7 8.2 1.1

放課後子ども教室参加 151 47 41 8 25 29 1 放課後子ども教室参加 151 100 28 15 6 2

100.0 31.1 27.2 5.3 16.6 19.2 0.7 100.0 66.2 18.5 9.9 4.0 1.3

放課後子ども教室不参加 196 43 35 20 34 63 1 放課後子ども教室不参加 196 99 43 29 23 2

100.0 21.9 17.9 10.2 17.3 32.1 0.5 100.0 50.5 21.9 14.8 11.7 1.0

無回答 7 2 1 2 2 無回答 7 5 1 1

100.0 28.6 - 14.3 28.6 28.6 - 100.0 71.4 14.3 14.3 - -

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 156 110 27 71 107 7 　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 273 89 78 28 10

100.0 32.6 23.0 5.6 14.9 22.4 1.5 100.0 57.1 18.6 16.3 5.9 2.1

　放課後子ども教室参加 143 42 31 12 21 34 3 放課後子ども教室参加 143 82 24 26 8 3

100.0 29.4 21.7 8.4 14.7 23.8 2.1 100.0 57.3 16.8 18.2 5.6 2.1

放課後子ども教室不参加 330 113 77 15 49 73 3 放課後子ども教室不参加 330 186 65 52 20 7

100.0 34.2 23.3 4.5 14.8 22.1 0.9 100.0 56.4 19.7 15.8 6.1 2.1

無回答 5 1 2 1 1 無回答 5 5

100.0 20.0 40.0 - 20.0 - 20.0 100.0 100.0 - - - -

　羽黒小学校・・・・・計 427 105 73 30 71 137 11 　羽黒小学校・・・・・計 427 213 121 62 23 8

100.0 24.6 17.1 7.0 16.6 32.1 2.6 100.0 49.9 28.3 14.5 5.4 1.9

放課後子ども教室参加 25 9 3 1 5 5 2 放課後子ども教室参加 25 13 7 3 1 1

100.0 36.0 12.0 4.0 20.0 20.0 8.0 100.0 52.0 28.0 12.0 4.0 4.0

放課後子ども教室不参加 401 96 70 29 65 132 9 放課後子ども教室不参加 401 199 114 59 22 7

100.0 23.9 17.5 7.2 16.2 32.9 2.2 100.0 49.6 28.4 14.7 5.5 1.7

無回答 1 1 無回答 1 1

100.0 - - - 100.0 - - 100.0 100.0 - - - -



問１０－２．新しい友達は、どんな友だちですか
問１０－１．よく遊ぶ場所で、新しい友だちはできましたか…新しい友達ができた 問１１．自分はどんな人だと思いますか

集計軸：調査区分／問２

　
件
　
　
　
　
　
数

同
じ
学
年
の
人

下
の
学
年
の
人

上
の
学
年
の
人

中
学
生
・
高
校
生
や
大
学
生

地
域
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
（

指
導

し
て
く
れ
る
人
）

わ
か
ら
な
い

　
無
　
　
回
　
　
答 集計軸：調査区分／問２

　
件
　
　
　
　
　
数

自
分
に
自
信
が
あ
る

友
だ
ち
を
大
切
に
す
る

み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
何
か
す
る
の

が
好
き

何
で
も
自
分
か
ら
進
ん
で
す
る
の
が
好

き み
ん
な
の
先
頭
に
立
つ
の
が
好
き

１
人
で
い
る
の
が
好
き

人
気
が
あ
る

目
立
つ
の
が
好
き

遊
ぶ
の
が
好
き

勉
強
が
得
意

ス
ポ
ー

ツ
が
得
意

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

　
無
　
　
回
　
　
答

　全　　体・・・・・・計 1514 853 688 534 174 81 55 17 　全　　体・・・・・・計 2827 329 1096 691 271 258 333 115 188 1572 347 864 209 253 17

100.0 56.3 45.4 35.3 11.5 5.4 3.6 1.1 100.0 11.6 38.8 24.4 9.6 9.1 11.8 4.1 6.7 55.6 12.3 30.6 7.4 8.9 0.6

　　放課後子ども教室参加 599 343 258 236 58 41 17 8 　　放課後子ども教室参加 1022 129 440 239 104 104 102 50 71 568 152 359 59 87 7

100.0 57.3 43.1 39.4 9.7 6.8 2.8 1.3 100.0 12.6 43.1 23.4 10.2 10.2 10.0 4.9 6.9 55.6 14.9 35.1 5.8 8.5 0.7

　放課後子ども教室不参加 897 502 420 291 112 40 38 9 　放課後子ども教室不参加 1781 197 651 447 165 154 229 65 116 994 193 498 147 164 9

100.0 56.0 46.8 32.4 12.5 4.5 4.2 1.0 100.0 11.1 36.6 25.1 9.3 8.6 12.9 3.6 6.5 55.8 10.8 28.0 8.3 9.2 0.5

　　　　　　　　　無回答 18 8 10 7 4 　　　　　　　　　無回答 24 3 5 5 2 2 1 10 2 7 3 2 1

100.0 44.4 55.6 38.9 22.2 - - - 100.0 12.5 20.8 20.8 8.3 - 8.3 - 4.2 41.7 8.3 29.2 12.5 8.3 4.2

　高砂小学校・・・・・計 543 368 227 177 41 30 7 6 　高砂小学校・・・・・計 985 80 414 248 93 93 117 28 51 574 106 276 100 86 6

100.0 67.8 41.8 32.6 7.6 5.5 1.3 1.1 100.0 8.1 42.0 25.2 9.4 9.4 11.9 2.8 5.2 58.3 10.8 28.0 10.2 8.7 0.6

　　放課後子ども教室参加 251 164 99 92 19 17 2 4 　　放課後子ども教室参加 412 41 190 105 38 50 31 11 21 252 55 141 27 35 4

100.0 65.3 39.4 36.7 7.6 6.8 0.8 1.6 100.0 10.0 46.1 25.5 9.2 12.1 7.5 2.7 5.1 61.2 13.3 34.2 6.6 8.5 1.0

　放課後子ども教室不参加 288 201 127 83 21 13 5 2 　放課後子ども教室不参加 567 39 223 143 55 43 85 17 30 318 51 132 72 50 1

100.0 69.8 44.1 28.8 7.3 4.5 1.7 0.7 100.0 6.9 39.3 25.2 9.7 7.6 15.0 3.0 5.3 56.1 9.0 23.3 12.7 8.8 0.2

　　　　　　　　　無回答 4 3 1 2 1 無回答 6 1 1 4 3 1 1 1

100.0 75.0 25.0 50.0 25.0 - - - 100.0 - 16.7 - - - 16.7 - - 66.7 - 50.0 16.7 16.7 16.7

　我孫子第一小学校・・計 281 134 121 97 34 10 18 2 　我孫子第一小学校・・計 583 73 216 127 54 54 74 31 36 319 72 169 35 49 4

100.0 47.7 43.1 34.5 12.1 3.6 6.4 0.7 100.0 12.5 37.0 21.8 9.3 9.3 12.7 5.3 6.2 54.7 12.3 29.0 6.0 8.4 0.7

　　放課後子ども教室参加 153 76 64 54 14 9 8 1 　　放課後子ども教室参加 291 38 118 58 25 28 37 19 22 146 41 106 18 23 1

100.0 49.7 41.8 35.3 9.2 5.9 5.2 0.7 100.0 13.1 40.5 19.9 8.6 9.6 12.7 6.5 7.6 50.2 14.1 36.4 6.2 7.9 0.3

　放課後子ども教室不参加 125 57 56 42 20 1 10 1 　放課後子ども教室不参加 287 34 96 66 28 26 36 12 14 172 31 63 16 26 3

100.0 45.6 44.8 33.6 16.0 0.8 8.0 0.8 100.0 11.8 33.4 23.0 9.8 9.1 12.5 4.2 4.9 59.9 10.8 22.0 5.6 9.1 1.0

　　　　　　　　　無回答 3 1 1 1 　　　　　　　　　無回答 5 1 2 3 1 1 1 1

100.0 33.3 33.3 33.3 - - - - 100.0 20.0 40.0 60.0 20.0 - 20.0 - - 20.0 - - 20.0 - -

　杉並第一小学校・・・計 204 112 97 83 27 15 7 2 　杉並第一小学校・・・計 354 57 126 85 44 26 58 22 34 180 54 108 19 38 2

100.0 54.9 47.5 40.7 13.2 7.4 3.4 1.0 100.0 16.1 35.6 24.0 12.4 7.3 16.4 6.2 9.6 50.8 15.3 30.5 5.4 10.7 0.6

　　放課後子ども教室参加 100 54 48 46 15 9 5 1 　　放課後子ども教室参加 151 23 63 44 25 7 17 12 13 82 20 56 6 14 2

100.0 54.0 48.0 46.0 15.0 9.0 5.0 1.0 100.0 15.2 41.7 29.1 16.6 4.6 11.3 7.9 8.6 54.3 13.2 37.1 4.0 9.3 1.3

　放課後子ども教室不参加 99 55 45 35 10 6 2 1 　放課後子ども教室不参加 196 32 62 40 18 19 41 10 20 96 33 48 13 24

100.0 55.6 45.5 35.4 10.1 6.1 2.0 1.0 100.0 16.3 31.6 20.4 9.2 9.7 20.9 5.1 10.2 49.0 16.8 24.5 6.6 12.2 -

　　　　　　　　　無回答 5 3 4 2 2 　　　　　　　　　無回答 7 2 1 1 1 1 2 1 4

100.0 60.0 80.0 40.0 40.0 - - - 100.0 28.6 14.3 14.3 14.3 - - - 14.3 28.6 14.3 57.1 - - -

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 273 128 142 100 36 11 13 4 　瀬ヶ崎小学校・・・・計 478 58 183 128 38 41 44 16 37 265 63 171 33 37

100.0 46.9 52.0 36.6 13.2 4.0 4.8 1.5 100.0 12.1 38.3 26.8 7.9 8.6 9.2 3.3 7.7 55.4 13.2 35.8 6.9 7.7 -

　　放課後子ども教室参加 82 41 39 37 10 3 2 2 　　放課後子ども教室参加 143 25 59 27 14 15 15 7 12 70 34 46 7 13

100.0 50.0 47.6 45.1 12.2 3.7 2.4 2.4 100.0 17.5 41.3 18.9 9.8 10.5 10.5 4.9 8.4 49.0 23.8 32.2 4.9 9.1 -

　放課後子ども教室不参加 186 86 99 61 26 8 11 2 　放課後子ども教室不参加 330 33 123 100 24 26 29 9 25 193 28 125 25 23

100.0 46.2 53.2 32.8 14.0 4.3 5.9 1.1 100.0 10.0 37.3 30.3 7.3 7.9 8.8 2.7 7.6 58.5 8.5 37.9 7.6 7.0 -

　　　　　　　　　無回答 5 1 4 2 　　　　　　　　　無回答 5 1 1 2 1 1 1

100.0 20.0 80.0 40.0 - - - - 100.0 - 20.0 20.0 - - - - - 40.0 20.0 - 20.0 20.0 -

　羽黒小学校・・・・・計 213 111 101 77 36 15 10 3 　羽黒小学校・・・・・計 427 61 157 103 42 44 40 18 30 234 52 140 22 43 5

100.0 52.1 47.4 36.2 16.9 7.0 4.7 1.4 100.0 14.3 36.8 24.1 9.8 10.3 9.4 4.2 7.0 54.8 12.2 32.8 5.2 10.1 1.2

　　放課後子ども教室参加 13 8 8 7 3 　　放課後子ども教室参加 25 2 10 5 2 4 2 1 3 18 2 10 1 2

100.0 61.5 61.5 53.8 - 23.1 - - 100.0 8.0 40.0 20.0 8.0 16.0 8.0 4.0 12.0 72.0 8.0 40.0 4.0 8.0 -

　放課後子ども教室不参加 199 103 93 70 35 12 10 3 　放課後子ども教室不参加 401 59 147 98 40 40 38 17 27 215 50 130 21 41 5

100.0 51.8 46.7 35.2 17.6 6.0 5.0 1.5 100.0 14.7 36.7 24.4 10.0 10.0 9.5 4.2 6.7 53.6 12.5 32.4 5.2 10.2 1.2

　　　　　　　　　無回答 1 1 　　　　　　　　　無回答 1 1

100.0 - - - 100.0 - - - 100.0 - - - - - - - - 100.0 - - - - -

問１２．放課後子ども教室は、どんな所ですか
問２．放課後子ども教室の参加状況…行っている

集計軸：調査区分／問２
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　全　　体・・・・・・計 1022 677 632 365 291 69 162 382 32 71 26

100.0 66.2 61.8 35.7 28.5 6.8 15.9 37.4 3.1 6.9 2.5

　　放課後子ども教室参加 1022 677 632 365 291 69 162 382 32 71 26

100.0 66.2 61.8 35.7 28.5 6.8 15.9 37.4 3.1 6.9 2.5

　放課後子ども教室不参加

- - - - - - - - - - -

　　　　　　　　　無回答

- - - - - - - - - - -

　高砂小学校・・・・・計 412 299 244 134 132 14 59 153 10 23 7

100.0 72.6 59.2 32.5 32.0 3.4 14.3 37.1 2.4 5.6 1.7

　　放課後子ども教室参加 412 299 244 134 132 14 59 153 10 23 7

100.0 72.6 59.2 32.5 32.0 3.4 14.3 37.1 2.4 5.6 1.7

　放課後子ども教室不参加

- - - - - - - - - - -

　　　　　　　　　無回答

- - - - - - - - - - -

　我孫子第一小学校・・計 291 178 173 80 90 31 35 95 13 22 9

100.0 61.2 59.5 27.5 30.9 10.7 12.0 32.6 4.5 7.6 3.1

　　放課後子ども教室参加 291 178 173 80 90 31 35 95 13 22 9

100.0 61.2 59.5 27.5 30.9 10.7 12.0 32.6 4.5 7.6 3.1

　放課後子ども教室不参加

- - - - - - - - - - -

　　　　　　　　　無回答

- - - - - - - - - - -

　杉並第一小学校・・・計 151 107 114 79 41 13 32 76 4 7 2

100.0 70.9 75.5 52.3 27.2 8.6 21.2 50.3 2.6 4.6 1.3

　　放課後子ども教室参加 151 107 114 79 41 13 32 76 4 7 2

100.0 70.9 75.5 52.3 27.2 8.6 21.2 50.3 2.6 4.6 1.3

　放課後子ども教室不参加

- - - - - - - - - - -

　　　　　　　　　無回答

- - - - - - - - - - -

　瀬ヶ崎小学校・・・・計 143 83 89 55 24 11 27 47 5 17 7

100.0 58.0 62.2 38.5 16.8 7.7 18.9 32.9 3.5 11.9 4.9

　　放課後子ども教室参加 143 83 89 55 24 11 27 47 5 17 7

100.0 58.0 62.2 38.5 16.8 7.7 18.9 32.9 3.5 11.9 4.9

　放課後子ども教室不参加

- - - - - - - - - - -

　　　　　　　　　無回答

- - - - - - - - - - -

　羽黒小学校・・・・・計 25 10 12 17 4 9 11 2 1

100.0 40.0 48.0 68.0 16.0 - 36.0 44.0 - 8.0 4.0

　　放課後子ども教室参加 25 10 12 17 4 9 11 2 1

100.0 40.0 48.0 68.0 16.0 - 36.0 44.0 - 8.0 4.0

　放課後子ども教室不参加

- - - - - - - - - - -

　　　　　　　　　無回答

- - - - - - - - - - -



　草加市子ども未来部子ども政策課
埼玉県 　草加市立高砂小学校

　高砂小学校放課後子ども教室ジャンプ！
草加市職員　池田景一さん
コーディネーター　野口和夫さん

　我孫子市子ども部子ども支援課
千葉県 　我孫子市立我孫子第一小学校

　一小あびっ子クラブ
コーディネーター　古髙すま子さん

東京都 　杉並区立杉並第一小学校
　放課後子ども教室すぎっ子くらぶ

学校支援本部　本部長　伴野博美さん

　財団法人青少年育成協会
神奈川県 　横浜市立瀬ヶ崎小学校

　財団法人横浜市青少年育成協会瀬ヶ崎小学校放課後キッズクラブ
主任指導員　船越　瞳さん

　甲府市立羽黒小学校
山梨県 　みんなの居場所「羽黒ほっとサロン」

コーディネーター 塩崎洋子さん

　早稲田大学文学学術院増山均教授研究室
アンケート 文学学術院教授　増山　均さん

及び 博士後期課程・埼玉純真短大非常勤講師　齋藤史夫さん
ヒアリング 修士課程  梅津亜衣子さん
調査・分析 修士課程　申　東華さん

修士課程　楊　蘇さん
ゼミスタッフ（科目等履修生）　江頭桂子さん
ゼミスタッフ（科目等履修生）　南　銀伊さん

データ
集計

 

放課後子ども教室及び小学校でのアンケート調査・ヒアリング調査のために
ご協力いただいた方々・団体

子どもの主体的な遊びにより人間力を育てるための調査研究事業

調査データ
分析協力

　放送大学教授　岩永雅也さん

　株式会社アクロス
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